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第 1図　旧山繁商店案内図（S=1/5,000）
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第 1 章　計画の概要

１　計画の作成

（ １ ） 計 画 作 成 年 月 日

　 平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ３ ０ 日

（ ２ ） 計 画 策 定 者

　 愛 知 県 瀬 戸 市 交 流 活 力 部 　 文 化 課

（ ３ ） 瀬 戸 市 旧 山 繁 商 店 保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 会

　 本 計 画 策 定 に あ た っ て は 、 専 門 的 知 識 を 有 す る 学 識 経 験 者 及 び 地 域 住 民 代 表 に よ り 組 織 さ れ

た 瀬 戸 市 旧 山 繁 商 店 保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 会 に よ る 検 討 と 助 言 及 び 指 導 を 受 け る 。

■ 検 討 体 制

■ 検 討 経 緯

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 市 民 周 知 ・ 意 見 聴 取 関 連 の 検 討 経 緯 は P 2 に 記 載

開催日 委員会等 検討内容

平成 28 年 12 月 22 日（木）第 1 回策定委員会
計画の概要について
　旧山繁商店保存活用計画の進め方及び策定スケジュールについて
　
計画案についての検討

平成 29 年 1 月 30 日（月） 第 2 回策定委員会
旧山繁商店現地視察
　
計画案についての検討

平成 29 年 3 月 22 日（水）第 3 回策定委員会 計画案についての検討

平成 29 年 7 月 5 日（水） 第１回庁内オブザーバー会議 旧山繁商店保存活用計画策定の進行状況と今後のスケジュールにつ
いて

平成 29 年 10 月 17 日（火）第 4 回策定委員会 計画案 ( 保存管理計画・環境保全計画ほか ) についての検討

平成 30 年 1 月 18 日（木）第２回庁内オブザーバー会議 第５回策定委員会検討案についての検討

平成 30 年 1 月 30 日（火）第 5 回策定委員会 計画案 ( 防災計画・活用計画ほか ) についての検討

平成 30 年 2 月 20 日（火）第 3 回庁内オブザーバー会議 計画案についての庁内オブザーバー最終確認

平成 30 年 3 月 6 日（火） 第 6 回策定委員会 計画案についての最終確認

　瀬戸市旧山繁商店保存活用計
画策定委員会

 

庁内体制

庁内オブザーバー会議

 

市民周知・意見聴取

市民参加ワークショップ
・文化財報告会
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■ 瀬 戸 市 旧 山 繁 商 店 保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 会

【 委 員 】

【 オ ブ ザ ー バ ー 】

■ 庁 内 オ ブ ザ ー バ ー 会 議

　 瀬 戸 市 経 営 戦 略 部 経 営 戦 略 室 、 都 市 整 備 部 都 市 計 画 課 、 同 建 設 課 、 交 流 活 力 部 せ と ま ち ブ ラ

ン デ ィ ン グ 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 、 同 産 業 課 、 同 ま る っ と ミ ュ ー ジ ア ム 課 よ り 担 当 職 員 が 出

席 し 、 策 定 委 員 会 に 諮 る 事 務 局 案 に つ い て 検 討 を 行 う 。

■ 事 務 局

　 事 務 局 は 、 瀬 戸 市 交 流 活 力 部 文 化 課 内 に 置 く 。

■ 市 民 周 知 ・ 意 見 聴 取 事 業 　

・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催

　 策 定 委 員 会 副 委 員 長 延 藤 安 弘 氏 の 指 導 に よ る 文 化 財 活 用 の 市 民 意 見 の 聴 取 ( 内 容 は 巻末資料 4 

「保存活用計画策定ワークショップ」P87 ～ 101 に掲載 )

　 　 　 　 　

・ 文 化 財 調 査 報 告 会

　 策 定 委 員 会 委 員 長 溝 口 正 人 氏 の 講 演 ほ か に よ る 文 化 財 調 査 結 果 の 市 民 周 知 と 公 開 参 加 者 に よ

る 意 見 交 換 会 ( 内 容 は 巻末資料 5「旧山繁商店文化財調査報告・意見交換会」 P102 ～ 103 に掲載 )

名　前 役　職　名 分　　野

溝口 正人 名古屋市立大学大学院芸術工学科教授（委員長） 学識経験者（建造物）

延藤 安弘 NPO法人まちの縁側育み隊代表理事（副委員長）（平成30年2月８日没）学識経験者（まちづくり）

岩田 敏也 豊田市文化財保護審議会委員 学識経験者（建造物）

古川 忠稔 名古屋大学大学院環境学研究科准教授 ( 平成２９年７月～ ) 学識経験者（木質構造）

寺田 和夫 瀬戸市自治連合会会長・道泉連区自治会長 市民代表

岡村　肇 深川連区自治会長 市民代表

名　前 役　職　名 分　　野

西　和彦 文化庁文化財部参事官付建造物担当調査官 ( ～平成２９年１０月 ) 行　政

金井　健 文化庁文化財部参事官付建造物担当調査官 ( 平成２９年１１月～ ) 行　政

愛知県教育委員会 生涯学習課 文化財保護室 行　政

開催日 テーマ 内　容 参加人数

平成 29 年 3 月 5 日 ( 日 ) 「旧山繁商店」って何？ 現地見学を通じて旧山繁商店建物群を知る。 　18 名

平成 29 年 3 月 12 日 ( 日 ) こんな活用したいな「旧山繁商店」 旧山繁商店建物群の活用の可能性を検討する。　12 名

開催日 テーマ 内　容 参加人数

平成 30 年 1 月 7 日 ( 日 ) 「旧山繁商店文化財調査報告
　　　　　　　　　・意見交換会」

平成 28・29 年度の耐震診断等準備調査結果を
もとに旧山繁商店建造物群の歴史的・文化財建
造物としての価値を示し、他の保存活用事例を
紹介する中で、参加者との意見交換会を行う。

　25 名
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２　文化財の名称

（ １ ） 国 登 録 有 形 文 化 財 （ 建 造 物 ） の 名 称 等

指 定 種 別 　 国 登 録 有 形 文 化 財 （ 建 造 物 ）

名 　 　 称 　 　 旧 山 繁 商 店 　 離 れ・事 務 所・旧 事 務 所・土 蔵・新 小 屋・前 倉 庫・中 倉 庫・奥 倉 庫・

塀

建 築 年 代 　 離 れ ( 明 治 2 2 年 ( 登 記 簿 に よ る ) ) 、 土 蔵 ( 明 治 3 6 年 ( 登 記 簿 に よ る ) ) 、 旧 事

務 所・新 小 屋（ 大 正 3 年 ( 登 記 簿 に よ る ) ) 、前 倉 庫 ( 昭 和 前 期 ( 様 式 技 法 に よ る ) ) 、

事 務 所 ・ 中 倉 庫 ( 昭 和 2 2 年 ( 登 記 簿 に よ る ) ) 、 奥 倉 庫 （ 昭 和 2 5 年 ( 登 記 簿 に

よ る ) ) 、 塀 ( 明 治 中 期 ( 様 式 技 法 に よ る ) )

登 録 年 月 日　平 成 2 7 年 1 1 月 1 9 日

所 　 在 　 地 　 愛 知 県 瀬 戸 市 仲 切 町 2 3 番 地 ・ 2 4 番 地 ・ 2 5 番 地 、 同 市 深 川 町 4 1 番 地

　 　 　 　 　 　（ 第 １ 図 　 旧 山 繁 商 店 案 内 図 ）

（ ２ ） 文 化 財 建 造 物 の 構 造 及 び 形 式 　（ 巻 末 資 料 1  P 2 ～ 3 7 参 照 ）

① 離 れ ： 木 造 、 ２ 階 建 、 寄 棟 造 、 桟 瓦 葺 、 平 入 、 梁 間 9 . 7 9 m × 桁 行 き 1 2 . 2 9 m 。

　 　 　 　 　 北 西 端 に 便 所 付 設 。 建 築 面 積 　 1 3 3 . 3 9 ㎡ 。

② 事 務 所 ： 木 造 、 平 屋 建 、 寄 棟 造 、 ト タ ン 葺 （ 旧 桟 瓦 葺 ）、 妻 入 、

　 　 　 　 　 梁 間 5 . 4 6 m × 桁 行 き 1 0 . 9 2 m 。

　 　 　 　 　（北側に出入口ポーチ、北西に応接室、南西に便所・水屋付）。建築面積　87.54㎡

③ 旧 事 務 所 ： 木 造 、 ２ 階 建 、 入 母 屋 造 、 桟 瓦 葺 、 妻 入

　 　 　 　 　 梁 間 7 . 2 8 m × 桁 行 き 9 . 1 0 m 。 建 築 面 積 　 6 8 . 2 8 ㎡ 。

④ 土 蔵 ： 木 造 、 ２ 階 建 、 切 妻 造 、 桟 瓦 葺 、 平 入 、 土 蔵 造 、

　 　 　 　 　 梁 間 3 . 6 8 m × 桁 行 き 4 . 5 3 m 。 建 築 面 積 　 1 6 . 6 7 ㎡ 。

⑤ 新 小 屋 ： 木 造 、 ２ 階 建 、 切 妻 造 、 桟 瓦 葺 、 平 入 、 土 蔵 造

　 　 　 　 　 梁 間 5 . 4 6 m × 桁 行 き 1 8 . 2 0 m （ １ 階 桟 瓦 葺 下 屋 付 ）。 建 築 面 積 　 1 2 5 . 3 6 ㎡

⑥ 前 倉 庫 ： 木 造 、 平 屋 建 、 切 妻 造 、 ト タ ン 葺 （ 旧 桟 瓦 葺 ）、 妻 入

　 　 　 　 　 梁 間 7 . 2 8 m × 桁 行 き 1 8 . 2 0 m 。 建 築 面 積 　 1 3 2 . 5 0 ㎡ 。

⑦ 中 倉 庫 ： 木 造 、 平 屋 建 、 切 妻 造 、 桟 瓦 葺 、 妻 入

　 　 　 　 　 梁 間 6 . 3 7 m × 桁 行 き 1 8 . 2 0 m 。 建 築 面 積 　 1 2 1 . 5 7 ㎡ 。

⑧ 奥 倉 庫 ： 木 造 、 平 屋 建 、 切 妻 造 、 ト タ ン 葺 、 妻 入

　 　 　 　 　 梁 間 1 1 . 8 3 m × 桁 行 き 1 4 . 5 6 m 。 建 築 面 積 　 2 2 1 . 3 5 ㎡ 。

⑨ 塀 ： 塀 ： 木 造 、 桟 瓦 葺 　 総 延 長 2 8 . 1 3 ｍ （ 石 垣 （ 切 込 接 （ 布 積 み ・ 谷 積 み ）） 付 ）。

（ ３ ） 所 有 者 等 の 氏 名 及 び 住 所

所 有 者 　 　 　 　 愛 知 県 瀬 戸 市

所 有 者 住 所 　 　 愛 知 県 瀬 戸 市 追 分 町 6 4 番 地 １
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３　文化財の概要

（ １ ） 文 化 財 の 構 成

ア 　 文 化 財 の 構 成 （ 保 存 対 象 ）

　 離 れ ・ 事 務 所 ・ 旧 事 務 所 ・ 土 蔵 ・ 新 小 屋 ・ 前 倉 庫 ・ 中 倉 庫 ・ 奥 倉 庫 ・ 塀 　

　（ 第 ２ 図 　 旧 山 繁 商 店 保 存 建 造 物 配 置 図 ）

イ 　 一 体 と な っ て 価 値 を 形 成 す る も の

　 水 路 （ 窯 垣 に よ る ）

（ ２ ） 文 化 財 の 概 要

ア 　 立 地 環 境

　 旧 山 繁 商 店 離 れ は じ め ９ 棟 の 建 造 物 群 ( 以 下 「 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 」 と 呼 ぶ 。 ) は 、 瀬 戸 川

流 域 の 北 側 に 位 置 す る 北 新 谷 と 呼 ば れ る 地 区 の 一 番 下 手 に 構 え て い る 。 丘 陵 地 の 斜 面 に 多 く

の 窯 屋 が 集 積 し 、 製 品 の 集 積 、 運 搬 に 有 利 な 立 地 で あ っ た 。 広 い 敷 地 に ① 離 れ 、 ② 事 務 所 、

③ 旧 事 務 所 、 ④ 土 蔵 、 ⑤ 新 小 屋 、 ⑥ 前 倉 庫 、 ⑦ 中 倉 庫 、 ⑧ 奥 倉 庫 、 ⑨ 塀 、 そ し て 今 は な い 主

屋 が 配 置 さ れ て い る （ 第 2 図 ）。

イ 　 創 立 沿 革

　 瀬 戸 の 陶 磁 器 卸 問 屋 に つ い て は 、 江 戸 時 代 よ り 在 郷 商 人 の 存 在 が 知 ら れ て い る も の の 、 そ

の 活 動 が 活 発 化 す る の は 、 尾 張 藩 が 直 轄 し て い た 陶 磁 器 流 通 で あ る 蔵 元 制 度 が 廃 止 と な り 、

自 由 販 売 が 可 能 と な っ た 明 治 期 以 降 の こ と で あ る 。

　 万 延 元 ( 1 8 6 0 ) 年 に 瀬 戸 南 新 谷 の 染 付 磁 器 生 産 の 名 家 で あ る 「 白 雲 堂 」 加 藤 周 兵 衛 家 の ４

男 と し て 生 ま れ た 初 代 繁 太 郎 は 、 幼 く し て 瀬 戸 北 新 谷 の 大 物 磁 器 生 産 で 著 名 な 「 蓬 莱 軒 」 加

藤 杢 左 衛 門 家 の 養 嗣 子 と な り 、 明 治 1 2 ( 1 8 7 9 ) 年 に は 杢 左 衛 門 家 近 く の 敷 地 に 繁 太 郎 の 主 屋

( 現 在 滅 失 ) が 建 て ら れ て い る ( 登 記 年 代 よ り 推 定 ) ( 付 属 す る ④ 土 蔵 は 明 治 3 6 ( 1 9 0 3 ) 年 建

造 ) 。 明 治 1 8 ( 1 8 8 5 ) 年 に は 杢 左 衛 門 家 か ら 分 家 独 立 し 、 明 治 1 9 ・ 2 0 年 頃 か ら 陶 磁 器 卸 問

屋 「 山 繁 陶 磁 器 商 店 」 を 起 業 す る 。 主 屋 か ら 庭 を 挟 ん で 南 側 に ２ 階 建 て の ① 離 れ 及 び ⑨ 塀 を

建 造 し た の は 、 登 記 年 代 か ら 明 治 2 2 ( 1 8 8 9 ) 年 の こ と と 考 え ら れ る が 、 ゲ ス ト ハ ウ ス と し て

の 大 き な 離 れ は 、 明 治 4 4 ( 1 9 1 1 ) 年 の 梨 本 宮 守 正 王 、 昭 和 2 ( 1 9 2 7 ) 年 の 李 　 公 ら 内 外 の 要

人 を は じ め と す る 来 訪 ・ 応 接 の 舞 台 と な っ た 。 初 代 繁 太 郎 は 、 本 家 の 加 藤 杢 左 衛 門 ら と と も

に 明 治 2 0 ～ 3 0 年 代 の 瀬 栄 組 ( 後 の 瀬 栄 合 資 会 社 ) や 本 業 合 資 会 社 、 瀬 戸 銀 行 、 瀬 戸 自 動 鉄

道 株 式 会 社 の 設 立 に 関 与 し 、「 山 繁 」 の 事 業 拡 大 の 在 り 様 、 瀬 戸 全 体 の 好 況 を 知 る こ と が で き

る 。 山 繁 商 店 の 明 治 3 4 ～ 3 6 年 の 帳 簿 に は 、 北 は 北 海 道 樺 太 か ら 南 は 九 州 大 分 ま で 全 国 各 地

と の 取 引 記 録 が み え る 。 明 治 3 8 ( 1 9 0 5 ) 年 よ り 黒 田 政 憲 が 「 瀬 戸 の 陶 業 」 を 『 大 日 本 窯 業 協

会 雑 誌 』 に 掲 載 す る 中 に も 、 加 藤 繁 太 郎 は 北 新 谷 地 区 の 「 巨 工 富 商 」 と し て 記 載 さ れ て お り 、

当 時 、 瀬 戸 屈 指 の 陶 磁 器 卸 問 屋 と な っ て い た こ と が う か が わ れ る 。

　 大 正 3 ( 1 9 1 4 ) 年 に は 、 旧 道 通 り 沿 い に ③ 旧 事 務 所 、 そ の 東 側 奥 に ⑤ 「 新 小 屋 」 と 呼 ば れ る
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第２図　旧山繁商店保存建造物配置図（S=1/400）

保存建造物
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土 蔵 造 り の 倉 庫 建 物 が 建 造 さ れ る ( 登 記 年 代 よ り 推 定 ) 。 当 時 、 離 れ の 東 側 で 「 新 小 屋 」 の 北

側 に 既 に 建 っ て い た 倉 庫 ( 大 正 3 年 以 前 に あ っ た 倉 庫 は 大 正 末 か ら 昭 和 初 期 に ⑥ 前 倉 庫 ・ ⑦

中 倉 庫 に 建 て 替 え ら れ た と 考 え ら れ る ) と と も に 、 事 業 拡 大 に と も な う 事 務 所 ・ 商 品 収 蔵 機

能 の 拡 充 が 図 ら れ た も の と 思 わ れ る 。 大 正 7 ( 1 9 1 8 ) 年 に は 東 京 日 本 橋 蛎 殻 町 に 丸 寿 商 店 を 開

設 し 、 翌 大 正 ８ 年 に は 「 山 繁 合 名 会 社 」 に 組 織 変 更 し 、 会 社 組 織 と し て の 体 制 が 整 え ら れ た 。

大 正 1 0 ( 1 9 2 1 ) 年 の 初 代 繁 太 郎 の 逝 去 に と も な い 、 多 治 見 の 陶 磁 器 卸 問 屋 加 藤 鈴 九 郎 ４ 男 か

ら 養 嗣 子 と な っ て い た 二 代 繁 太 郎 が 代 表 社 員 と な っ た が 、昭 和 4 ( 1 9 2 9 ) 年 に 4 1 歳 で 早 逝 し 、

そ の 長 男 を 三 代 繁 太 郎 と し て 家 督 の 継 承 が な さ れ た 。

　 昭 和 1 4 ( 1 9 3 9 ) 年 に は 中 国 上 海 市 に 支 店 を 開 設 す る な ど 海 外 貿 易 も 活 発 化 す る 。 し か

し 、 日 中 戦 争 の 拡 大 ・ 長 期 化 に よ り 本 社 で は 軍 需 用 品 生 産 の た め 旋 盤 等 の 加 工 機 械 が 倉 庫

に 持 ち 込 ま れ 、 昭 和 1 8 ～ 2 0 年 頃 に は 軍 需 用 ネ ジ な ど が 生 産 さ れ て い た よ う で あ る 。 昭 和

2 0 ( 1 9 4 5 ) 年 の 敗 戦 に よ り 上 海 支 店 は 閉 鎖 と な る が 、 翌 年 に は 陶 磁 器 卸 売 業 を 再 開 し 、 東 京

丸 寿 商 店 を 山 繁 東 京 出 張 所 と し て 、 南 洋 向 け 貿 易 陶 磁 器 の 加 工 完 成 業 を 行 う な ど 、 早 期 に 戦

前 の 隆 盛 を 取 り 戻 し て い る 。

　 戦 前 の 昭 和 1 4 ( 1 9 3 9 ) 年 に は 敷 地 東 側 の 低 地 部 に 南 の 記 念 橋 か ら の 直 線 道 路 （ 通 称 「 池 田

通 り 」） が で き て い た が 、 昭 和 2 2 ( 1 9 4 7 ) 年 に 新 た な ② 事 務 所 を 幅 員 の よ り 広 い 池 田 通 り に

面 し て 建 て 搬 入 出 の 基 点 と す る 。 次 い で 絵 付 加 工 場 な ど の 倉 庫 群 を 拡 充 ( 昭 和 2 5 ( 1 9 5 0 ) 年

の ⑧ 奥 倉 庫 の 建 造 な ど ) さ せ る 形 で 新 設 し 、 戦 後 の 企 業 成 長 を 成 し 遂 げ る に 至 っ た 。

　 山 繁 商 店 は 瀬 戸 市 の 中 心 市 街 地 の 中 に あ り 、「 せ と も の 問 屋 」 と し て 、 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 の

各 時 代 を 生 き て き た 。 広 大 な 敷 地 に そ の 時 代 ご と の 建 物 が ま と ま っ た 形 で 残 さ れ て い る の は

貴 重 で あ り 、 ま た そ れ ら の 建 物 群 が 歴 史 的 景 観 に 寄 与 す る も の と 考 え ら れ る 。

ウ 　 瀬 戸 市 中 心 市 街 地 に お け る 旧 山 繁 商 店 の 位 置 づ け

　 瀬 戸 市 域 の 歴 史 的 町 並 み ・ 景 観 に つ い て は 、 現 在 「 窯 垣 の 小 径 」 な ど 中 心 市 街 地 に お け る

保 存 ・ 整 備 が 進 ん で お り 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 を は じ め 「 久 米 邸 」 な ど 窯 業 に 関 わ る 古 建 築

も 保 存 ・ 整 備 が 行 わ れ つ つ あ る 。

① 瀬 戸 の 町 並 み 形 成 に つ い て

　 昭 和 ４ ( 1 9 2 9 ) 年 1 0 月 に 愛 知 県 内 に お い て ５ 番 目 に 市 制 施 行 し た 瀬 戸 市 の 中 心 市 街 地 に お

け る 都 市 景 観 の 形 成 は 、 ほ か の 多 く の 都 市 が 近 世 城 下 町 ・ 宿 場 町 等 を 母 体 と す る の に 比 べ 、

瀬 戸 市 の 近 代 の 窯 業 生 産 の 隆 盛 に と も な う 有 力 窯 屋 等 の 経 済 力 の 拡 大 と 、 明 治 後 半 期 か ら 顕

著 と な っ た 周 囲 か ら の 集 住 人 口 の 増 加 に よ っ て 急 速 に な さ れ た 。

　 古 代 ・ 中 世 の 瀬 戸 窯 で は 、 陶 土 ・ 燃 料 木 材 等 の 窯 業 資 源 を 求 め て 工 人 た ち が 瀬 戸 の 丘 陵 ・

山 間 地 を 移 動 し な が ら 窯 場 を 築 く 「 山 の 窯 」 で あ っ た が 、 室 町 期 後 期 に は 沖 積 地 周 辺 の 村 落

や 城 館 付 近 に 窯 場 が 集 中 す る 「 里 の 窯 」 と な る 。 江 戸 期 以 降 瀬 戸 村 ・ 赤 津 村 ・ 下 品 野 村 等 で

大 規 模 な 連 房 式 登 窯 生 産 が 行 わ れ る よ う に な っ て も 、 窯 炉 と そ の 周 辺 に 工 房 ・ 窯 屋 建 物 が み

ら れ る の み で 、 明 治 前 半 期 に は 依 然 と し て 瀬 戸 川 河 畔 に は 水 田 も 多 く み ら れ る 「 里 の 窯 」 で

あ っ た 。

　 中 で も 、 瀬 戸 川 支 流 の 寺 本 川 流 域 の 谷 地 は 洞 嶋 と 呼 ば れ 、 西 側 の 丘 陵 地 で あ る 郷 嶋 と 並 ん

で 近 世 瀬 戸 村 域 の 窯 業 生 産 初 期 か ら 窯 場 が 集 中 し て お り 、 寺 本 川 ・ 瀬 戸 川 合 流 点 の 宝 泉 寺 門
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前 に か け て 、 江 戸 期 末 に は 家 並 が 続 い て い た と み ら れ る 。 近 世 瀬 戸 村 の 御 蔵 会 所 の 所 在 し た

瀬 戸 川 南 岸 は 、 信 州 飯 田 街 道 の 追 分 か ら 東 に 延 び る 三 州 小 原 道 の 街 道 筋 で 、 窯 場 の 集 中 す る

南 嶋  ( 南 新 谷 ) と 一 体 と な り 、 瀬 戸 川 北 岸 の 窯 場 集 中 区 で あ る 北 嶋  ( 北 新 谷 ) と と も に 、 町

場 形 成 の 核 と な り 、 近 代 に は 瀬 戸 の 窯 場 は 「 街 の 窯 」 へ と 変 わ っ て い く 。

　 近 代 に 至 り 、 こ れ ら の 瀬 戸 村 域 は 国 内 外 へ 向 け た 陶 磁 器 生 産 ・ 流 通 に よ り さ ら な る 繁 栄 を

遂 げ る 。 御 蔵 会 所 は 瀬 戸 村 役 場 と な り 、 近 接 し て 郵 便 局 ・ 勝 川 警 察 署 瀬 戸 分 署 が 建 て ら れ 、

南 北 の 町 場 が 繋 が っ て く る 中 、 瀬 戸 川 北 岸 で 乗 合 馬 車 等 の 往 来 が な さ れ 、 加 藤 杢 左 衛 門 を は

じ め と す る 瀬 戸 の 窯 業 界 の 多 額 の 出 資 に よ り 明 治 3 8 ( 1 9 0 5 ) 年 に 矢 田 ～ 瀬 戸 間 で 瀬 戸 自 動 鉄

道 が 開 通 す る な ど を 契 機 に 商 業 ・ 金 融 の 中 心 地 へ と 発 展 し て い く （ 第 ４ 図 1 ）。 明 治 期 後 半 か

ら 大 正 期 に か け て 、 瀬 戸 川 の 南 の 宝 泉 寺 の 門 前 か ら 西 側 の 低 地 へ 町 場 が 拡 が っ た 大 廻 戸 ・ 旧

桜 町 に は 、 廉 価 陶 磁 器 の 販 売 店 や 歓 楽 街 ・ 商 店 街 が で き 、 キ リ ス ト 教 布 教 の 拠 点 と し て プ ロ

テ ス タ ン ト 教 会 の 瀬 戸 永 泉 教 会 も こ の 地 に 礼 拝 堂 を 建 造 し て い る 。 瀬 戸 川 の 北 の 北 新 谷 は 南

向 き 丘 陵 裾 の 窯 屋 居 宅 や 陶 磁 器 卸 問 屋 が 建 ち 並 び 、 氏 神 で あ る 深 川 神 社 門 前 ほ か の 低 地 に は

商 店 街 を は じ め 劇 場 も み ら れ る よ う に な る 。 今 日 に お い て も 、 大 廻 戸 ・ 旧 桜 町 に は 格 子 の あ

る 家 が 残 っ て い る 。 ま た 、 北 新 谷 の 山 裾 付 近 に は 、 明 治 以 前 か ら の 街 路 と と も に 近 代 の 町 並

み 景 観 が 残 さ れ て お り 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は こ れ ら の 歴 史 的 景 観 の 核 と な っ て い る 。 大 正

期 に 普 及 し た 石 炭 窯 は 、 燃 料 で あ る 石 炭 が 瀬 戸 駅 ( 大 正 1 0 年 か ら 尾 張 瀬 戸 駅 ) を 経 由 し て 供

給 さ れ る た め 、 そ の 近 く に 多 く 築 か れ 、 町 場 も よ り 西 側 に 拡 大 し て い く （ 第 ４ 図 2 ）。

　 ま た 、 江 戸 期 末 か ら 今 日 ま で 、 窯 業 に 用 い た エ ン ゴ ロ や タ ナ イ タ な ど の 「 窯 道 具 」 の 廃 材

を 石 垣 の よ う に 積 み 上 げ て 擁 壁 や 塀 な ど を 造 る 「 窯 垣 」 は 、 瀬 戸 特 有 の 町 並 み 景 観 を な し 、

北 新 谷 ・ 洞 ・ 南 新 谷 ・ 郷 の 各 エ リ ア で 合 計 5 7 8 件 の 存 在 が 確 認 さ れ て い る （ 第 ３ 図 ）。 こ の

よ う な 窯 垣 が 特 に 多 く み ら れ る 洞 地 区 ・ 北 新 谷 地 区 で は 、 陶 磁 器 生 産 に 直 接 関 連 す る も の が

多 く 、 洞 地 区 で は 工 場 で あ る モ ロ や 窯 炉 、 居 宅 が 建 ち 並 び 、 北 新 谷 地 区 で は 有 力 窯 屋 か ら 資

本 家 ・ 卸 問 屋 と な っ た 諸 家 の 商 店 ・ 居 宅 ・ 工 場 が 現 在 の 住 宅 と と も に 残 さ れ て い る 。 明 治

第３図　　窯　垣　分　布　図 (S=1/20,000)

( 大学コンソーシアムせと ( 名古屋産業大学和泉潤ゼミ・瀬戸市文化課協働 )2011 ～ 2016 調査による )

旧山繁商店
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第４図１　瀬戸市中心市街地の町並み変遷（江戸期末・明治 20 年代）
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第４図２　瀬戸市中心市街地の町並み変遷（大正期末・昭和 10 年）
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3 8 ( 1 9 0 5 ) 年 の 瀬 戸 自 動 鉄 道 開 業 に 合 わ せ 瀬 戸 駅 ( 現 尾 張 瀬 戸 駅 ) 周 辺 で は 陶 本 町 通 り 等 が

で き 、 出 荷 す る 陶 磁 器 と 入 荷 す る 燃 料 材 等 の 集 積 場 と し て 問 屋 ・ 倉 庫 が 建 ち 並 び 、 そ の 名 残

の 建 造 物 が 今 日 ま で 残 さ れ て い る 。

②北新谷地区の概要と特徴

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 近 代 に は 瀬 戸 川 北 岸 で 大 型 磁 器 を 焼 成 し た 丸 窯 を は じ め と す る 窯

炉 が 丘 陵 斜 面 に 集 中 し た 北 新 谷 地 区 に 位 置 し 、 こ の 丘 陵 の 下 端 に 沿 う よ う に し て 北 東 か ら 南

西 に 続 く 近 世 以 前 か ら の 街 路 と は 敷 地 の 西 側 で 接 し て い る 。 こ の 街 路 は 、 西 は 尾 張 瀬 戸 駅 、

西 ～ 北 西 側 に 接 す る 丘 陵 斜 面 に は 数 多 く の 窯 屋 が 所 在 し （ 第 ５ 図 「 窯 屋 エ リ ア 」）、 丘 陵 斜 面

下 の 街 路 沿 い に は 大 規 模 な 窯 屋 や 卸 問 屋 の 居 宅 が 建 ち 並 ん で い た （ 同 図 「 名 家 エ リ ア 」）。 こ

れ ら の エ リ ア よ り 南 側 か ら 瀬 戸 川 沿 い に か け て 銀 座 通 り 商 店 街 を は じ め と す る 繁 華 街 （ 同 図

「 商 業 エ リ ア 」） に も 隣 接 し 、 旧 山 繁 商 店 敷 地 の 南 西 隅 付 近 の 三 叉 路 を 東 に 向 か え ば 深 川 神 社

門 前 の 繁 華 街 に 通 じ る 。 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 位 置 は 、 ま さ に 陶 磁 器 等 の 流 通 の 拠 点 的 位 置

に 所 在 し て い た 。

③北新谷地区の現状

　 瀬 戸 市 で は 、 平 成 1 1 ( 1 9 9 9 ) 年 度 よ り 2 6 ( 2 0 1 4 ) 年 度 に か け て 『 陶 の 路 』 【 伝 統 を 感 じ 夢

を 語 る 出 会 い の 散 歩 道 ・ せ と 】 と い う キ ャ ッ チ フ レ ー ズ を 持 つ 4 つ の 散 策 路 を 設 定 し 、 市 民

が 歩 き や す い 安 全 で 快 適 な 道 づ く り を 進 め る と と も に 、 市 外 か ら 訪 れ る 人 々 に 瀬 戸 の 歴 史 や

文 化 を 分 か り や す く 示 し な が ら 、や き も の に 触 れ た り 、楽 し く 買 い 物 で き る ル ー ト を『 陶 の 路 』 

整 備 事 業 と し て 舗 装 整 備 を 行 っ た 。 こ の 内 、 道 泉 連 区 の 「 小 狭 間 坂 」、 深 川 連 区 の 「 炎 護 路 」

が 北 新 谷 地 区 に 所 在 し 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は そ れ ら の 中 間 点 に 位 置 す る （ 第 ５ 図 ）。 こ れ ら

『 陶 の 路 』 整 備 事 業 で 整 備 さ れ た 街 路 、「 小 狭 間 坂 」 の 周 辺 に 、 前 述 の 愛 知 県 近 代 和 風 建 築 調

査 の 第 ３ 次 調 査 物 件 で あ る 久 米 邸 ( 旧 川 本 桝 吉 別 邸 ) を は じ め 、 米 実 商 店 、 旧 川 本 桝 吉 本 宅

等 の 近 代 の 魅 力 的 な 歴 史 的 景 観 が 残 る 貴 重 な エ リ ア と な っ て い る 。「 炎 護 路 」 の 周 辺 に は 、 式

内 社 で あ る 深 川 神 社 や 法 雲 寺 が み ら れ る 。 ま た 、 瀬 戸 市 中 心 市 街 地 に 特 徴 的 な 「 窯 垣 」 に つ

い て も こ の 北 新 谷 地 区 の 丘 陵 斜 面 を 中 心 と し て 数 多 く み ら れ る エ リ ア で あ る ( 第 ３ 図 ) 。 し か

し な が ら 、 観 光 目 的 等 で の 来 訪 者 へ の 歴 史 的 景 観 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン に つ い て は 、 ハ ー ド・

ソ フ ト と も に 充 実 し て い る と は 言 い 難 い 現 状 に あ る 。

　 近 年 の 人 口 減 少 な ど に よ り 、 北 新 谷 地 区 を 含 む 中 心 市 街 地 で は 空 家 が 増 加 し て い る 。 瀬 戸

市 で は 、「 瀬 戸 市 空 家 等 対 策 計 画 ～ せ と で 住 も ま い  プ ロ ジ ェ ク ト ～ 」 に 基 づ き 、 定 住 ・ 交 流

人 口 の 増 加 や 観 光 、 景 観 な ど 地 域 活 性 化 の 観 点 か ら 空 家 の 有 効 活 用 方 策 を 検 討 す る と と も に 、

防 災 、 衛 生 上 の 観 点 か ら 周 辺 の 生 活 環 境 に 影 響 を 及 ぼ す 空 家 等 に 関 す る 対 策 を と っ て お り 、

中 心 市 街 地 の 再 生 も 課 題 の １ つ と し て 挙 げ ら れ て い る 。

④北新谷地区における旧山繁商店の位置づけ

　 北 新 谷 地 区 に は 平 成 1 7 ・ 1 8 年 度 に 行 わ れ た 愛 知 県 近 代 和 風 建 築 調 査 の 第 ３ 次 調 査 物 件 で

あ る 久 米 邸 ( 旧 川 本 桝 吉 別 邸 ) を は じ め 、 米 実 商 店 、 旧 川 本 桝 吉 本 宅 な ど の 近 代 の 魅 力 的 な

歴 史 的 景 観 が 残 る 貴 重 な エ リ ア と な っ て い る ( 第 ５ ・ 1 0 図 ) 。 こ の 中 で 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物

群 は 、 現 状 で は こ の よ う な 歴 史 的 景 観 が 残 さ れ 、 尾 張 瀬 戸 駅 に も 至 近 で 、 銀 座 通 り 商 店 街 や

深 川 神 社 、 周 囲 に 残 さ れ て い る 窯 垣 や 陶 磁 器 工 房 、 子 ど も 向 け ノ ベ ル テ ィ 製 作 等 体 験 施 設 で
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あ る ノ ベ ル テ ィ ・ こ ど も 創 造 館 ら を 繋 ぐ 歴 史 探 訪 ・ 観 光 の 新 た な ル ー ト 拠 点 に な り う る 。

（３）文化財の価値

ア　登録基準

　 １ 　 国 土 の 歴 史 的 景 観 に 寄 与 し て い る も の

イ　説　明

① 離 れ （ 巻 末 資 料 1  P 2 ～ 6 参 照 ）

　 木 造 、 寄 棟 造 り 桟 瓦 葺 、 間 口 6 . 5 間 × 奥 行 5 間 、 建 ち の 高 い ２ 階 建 て で あ る 。 今 は な い 主

屋 と は 渡 り 廊 下 で 繋 が れ 、 そ の 間 に 広 い 中 庭 が あ っ た と い わ れ て い る 。 屋 根 の 鬼 瓦 に 影 盛 り

を 施 し て い る 。 同 様 な 意 匠 は 川 越 の 町 屋 が 有 名 で あ る が 、 名 古 屋 市 内 の 事 例 で も 、 明 治 2 0

年 ～ 3 0 年 ご ろ の 土 蔵 で 影 盛 り を 施 す 事 例 が み ら れ る 。 瀬 戸 に お け る 類 例 は 確 認 で き て い な

い 。 架 構 は 梁 、 隅 木 と も に 太 い 野 も の を 使 っ た 和 小 屋 形 式 で あ る 。 北 入 り 玄 関 は ６ 畳 ほ ど の

土 間 で あ り 、 奥 ま で 通 り 土 間 で あ っ た と 思 わ れ る 。 右 手 の 部 屋 が 前 室 、 そ の 右 奥 に 格 式 を 感

じ さ せ る 床 の 間 の あ る 座 敷 が あ る 、 廊 下 を 介 し て 中 庭 を 見 る こ と が で き る 。 そ の 廊 下 は 数 寄

屋 造 り 、 欄 間 の 無 双 窓 を 設 け る 。 前 室 の 奥 が ８ 畳 の 次 の 間 、 そ の 右 手 奥 に 押 入 付 き ８ 畳 の 間

が あ る 。 そ の 押 入 に 階 段 が あ り ２ 階 の 倉 庫 に 通 じ て い る 。 階 段 を 上 が る と 正 面 に ３ 畳 の 前 室

が 現 れ て く る 。 前 室 の 右 手 が 押 入 付 き の 次 の 間 、 そ の 奥 が ８ 畳 の ２ 階 座 敷 、 び わ 台 付 き の 床

の 間 が あ る 。 前 室 の 奥 に は 4 . 5 畳 の 茶 室 が あ り 、 ２ 階 座 敷 か ら も 直 接 入 る こ と が で き る 。 ２

階 西 端 に は 1 6 畳 ほ ど の 茶 器 、 什 器 な ど を 収 納 し た 倉 庫 が あ る 。 建 物 の 東 に 壁 を 保 護 す る た

め の 庇 が 設 け ら れ て い る 、 よ り 深 い 軒 を 出 す た め 持 ち 送 り を つ け る 等 、 細 部 に も 行 き 届 い た

意 匠 に 仕 上 げ て い る 。 太 い 野 物 材 で が っ ち り 組 ん だ 小 屋 組 み 、 座 敷 廻 り の 意 匠 、 材 の 風 化 具

合 な ど と 合 わ せ て 、 登 記 台 帳 に 記 さ れ る 明 治 2 2 ( 1 8 8 9 ) 年 ご ろ の 建 造 と 考 え ら れ る 。 な お 、

２ 階 東 半 分 に 関 し て は 、 撤 去 さ れ た 茶 室 部 分 に 露 出 し て い る 壁 下 地 が 、 木 舞 に プ ラ ス タ ー 塗

り で あ る こ と 、 ま た 明 治 4 4 ( 1 9 1 1 ) 年 に 梨 本 宮 守 正 王 と い っ た 皇 族 が 来 訪 さ れ て い る こ と な

ど か ら 、 明 治 2 2 ( 1 8 8 9 ) 年 以 降 に 改 修 が 行 わ れ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 ２ 階 及 び １ 階 の 便 所

も 同 様 な 時 期 に 手 が 加 え ら れ た も の で あ ろ う 。

② 事 務 所 　（ 巻 末 資 料 1  P 7 ～ 1 0 参 照 ）

　  戦 後 の 事 業 拡 充 の た め に 、 敷 地 の 東 側 に 戦 前 の 昭 和 1 4 ( 1 9 3 9 ) 年 に で き た 直 線 道 路 （ 通 称

「 池 田 通 り 」） 沿 い に 、 昭 和 2 2 ( 1 8 8 9 ) 年 に 建 て ら れ た （ 登 記 台 帳 に よ る ）。 間 口 5 間 × 奥 行

6 間 の L 字 型 平 面 構 成 。 正 面 に 受 付 け 、 事 務 室 を 、 事 務 室 の 西 側 に 8 畳 ほ ど の 応 接 室 、 西 側

奥 に 便 所 、洗 面 な ど を 付 け る 。現 状 の 事 務 室 の 床 は 長 尺 ビ ニ ー ル シ ー ト 張 り 、壁 は ク ロ ス 貼 り 、

天 井 は 吸 音 ボ ー ド 張 り の 仕 上 で あ る 。 応 接 間 の 床 は 板 張 り 、 腰 壁 は 竪 羽 目 板 張 り 、 壁 と 天 井

は 漆 喰 塗 り の 仕 上 で あ る 。屋 根 は 寄 棟 造 桟 瓦 葺（ 現 亜 鉛 鉄 板 覆 い ）。外 壁 は モ ル タ ル 刷 毛 引 き 、

石 目 調 目 地 、 現 在 は 亜 鉛 鉄 板 で 覆 っ て い る 、 正 面 入 口 に ポ ー チ を 設 け る 。 内 部 空 間 は 直 線 を

基 調 に 、 窓 は 出 入 口 を 除 き 中 窓 と し 、 窓 下 と 事 務 室 西 面 に は 作 り 付 け 収 納 を 設 け る な ど 事 務

機 能 重 視 の 空 間 構 成 に し て あ る 。

③ 旧 事 務 所 　（ 巻 末 資 料 1  P 1 1 ～ 1 5 参 照 ）



　　　　　　                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１章　計画の概要　

13

　 旧 事 務 所 は 、 敷 地 の 南 西 部 に 位 置 し 、 南 北 の 旧 道 に 東 に 面 し て 建 っ て い る 。 入 口 は 東 か ら

入 る 。 屋 根 は 入 主 屋 造 桟 瓦 葺 で あ る 。 軒 を よ り 深 く 出 す た め に 、 持 ち 送 り 梁 を 柱 材 の 位 置 か

ら 取 り 付 け 桁 を 受 け 、 垂 木 が 垂 れ な い 工 夫 を し て い る 。 外 壁 は 漆 喰 仕 上 げ 。 １ 階 東 、 北 面 の

開 口 部 の 上 に 持 ち 送 り 庇 を 設 け て 開 口 部 を 保 護 し て い る 。 間 口 4 . 5 間 × 奥 行 ５ 間 の 長 方 形 プ

ラ ン で あ る 。 １ 階 は 西 半 分 が 事 務 ス ペ ー ス 。 入 り 口 を 入 っ て 右 手 に カ ウ ン タ ー が あ っ た と 伝

え ら れ て い る 。 床 は コ ン ク リ ー ト 押 さ え 仕 上 げ 、 腰 は 羽 目 板 張 り 、 天 井 は 化 粧 梁 表 わ し 、 踏

み 天 井 。 東 、 北 面 に 中 窓 を 設 け 事 務 ス ペ ー ス に 光 を 入 れ る 工 夫 を し 、 防 犯 上 も 考 え た も の か

木 製 の 縦 格 子 を 付 け て い る 。 東 半 分 は 土 間 通 路 、 和 室 ６ 畳 の 前 室 、 そ の 奥 に 床 の 間 、 縁 側 付

き ８ 畳 の 座 敷 が 並 ぶ 。 当 時 の 事 務 所 空 間 の 使 わ れ 方 が 示 さ れ て い る 。 ２ 階 へ は １ 階 北 東 角 か

ら 上 が る 。 現 在 は 陶 磁 器 類 の 商 品 を 陳 列 す る ギ ャ ラ リ ー に な っ て い る 。 戦 後 の 一 時 期 、 従 業

員 用 居 宅 と し て 使 わ れ た 時 期 も あ っ た と い わ れ て い る 。

　 小 屋 組 み は 、 屋 根 が 入 主 屋 造 に も 関 わ ら ず 、 ト ラ ス 構 造 で あ る 。 合 掌 な ど 材 は 太 い 部 材 を

用 い て い る が 、 真 束 上 下 に は 造 り 出 し を 設 け な い 点 は 新 し い 。 方 杖 や 合 掌 の 止 め 金 具 で は 、

四 角 ナ ッ ト 、 六 角 ナ ッ ト が 混 用 さ れ て お り 、 明 治 末 年 を さ ほ ど 下 ら な い 時 期 と な る 。 登 記 台

帳 に 記 さ れ る 大 正 ３ ( 1 9 1 4 ) 年 の 建 造 と い う 時 代 を よ く 示 し た も の と い え る 。 柱 は 全 般 に 細

く 、 大 正 期 の も の と 考 え て 違 和 感 は な く 、 柱 ・ 梁 の 表 面 の 造 作 は 丹 精 で 、 製 材 技 術 の 向 上 が

認 め ら れ る 点 も 、 大 正 期 の 特 徴 と 考 え る こ と が で き る 。

④ 土 蔵 　（ 巻 末 資 料 1  P 1 6 ～ 1 8 参 照 ）

　 旧 主 屋 の 北 側 の 位 置 に あ る 。 い わ ゆ る 道 具 蔵 で あ る と 思 わ れ る 。 間 口 ２ 間 半 × 奥 行 き ２ 間 、

平 入 り ２ 階 建 て 。 基 礎 は 切 石 積 み 、 そ の 上 に 土 台 を 廻 す 。 1 1 2 ～ 1 2 0 ｍ ｍ 角 の 柱 を 9 0 0 ～

9 4 0 ｍ ｍ の 間 隔 で 立 て る 。 小 屋 組 み は 登 り 梁 を 用 い ず 、 地 棟 を 二 分 し た 丸 太 梁 で 受 け る 形 式

に し て い る 。モ ヤ は 角 材 、垂 木 を 用 い ず 直 接 野 地 板 を 受 け て い る 。１ 階 と ２ 階 の 床 仕 上 は 板 床 、

内 部 の 壁 は １ 階 が 板 壁 、２ 階 は 漆 喰 壁 で あ る 。 １ 階 天 井 は 9 0 0 ｍ ｍ 間 隔 の 梁 現 し 踏 み 板 天 井 、

２ 階 天 井 は 化 粧 野 地 板 で あ る 。 外 部 は 傷 み が 激 し い が 、 １ 階 が 出 入 り 口 の 扉 （ 漆 喰 仕 上 ） 廻

り の ナ マ コ 壁 仕 上 、 ２ 階 は 漆 喰 塗 り 仕 上 で あ る と 分 か る 。 内 部 の 材 料 は 非 常 に き れ い で 、 新

し さ を 感 じ さ せ る が 、 蔵 前 の 下 屋 庇 （ 現 在 は 失 わ れ て い る ） を 取 り 付 け る ボ ル ト 材 は 座 金 を

入 れ て 四 角 ナ ッ ト で 止 め ら れ て お り 、 登 記 台 帳 に 記 さ れ る 明 治 3 6 ( 1 9 0 3 ) 年 ご ろ の 建 造 と 考

え ら れ る 。

⑤ 新 小 屋 　（ 巻 末 資 料 1  P 1 9 ～ 2 3 参 照 ）

　 ③ 旧 事 務 所 の 東 奥 に 、 並 ぶ よ う に 建 っ て い る 。 木 造 ２ 階 建 て 、 切 妻 造 り 桟 瓦 葺 。 外 壁 を 塗

籠 と す る 土 蔵 形 式 の 建 物 で あ る 。 間 口 1 0 間 × 奥 行 き ３ 間 と 瀬 戸 で 散 見 で き る 陶 磁 器 工 場 に

あ る モ ロ （ 工 場 、 作 業 場 ） と 同 形 式 で あ る 。 モ ロ の 内 部 は 柱 を 設 け な い の が 普 通 で あ る が 、

こ の 建 物 は 最 初 か ら 梁 間 の 中 間 に ２ 間 ピ ッ チ で 柱 が 設 け ら れ て い る 。 ２ 階 の 倉 庫 に 相 当 重 量

の 荷 物 を 保 管 す る 目 的 が 最 初 か ら 想 定 さ れ て い た と 考 え ら れ る 。 小 屋 組 み は 和 小 屋 形 式 で 組

み 、 荷 物 積 み 上 げ の た め １ ス パ ン お き に 登 り 梁 を 用 い る な ど 、 が っ ち り と 組 ん だ 土 蔵 の 一 般

的 な 小 屋 組 み で あ る 。 １ 階 廻 り は 前 土 間 に 面 し て 開 放 的 な 構 成 を 採 る が 、 痕 跡 か ら 旧 状 は 壁

で あ っ た 部 分 も 多 い 。 戦 後 の 海 外 貿 易 の 拡 大 の た め に 北 側 の ⑦ 倉 庫 「 前 倉 庫 」 と 一 体 化 す る

た め に よ り 開 放 的 な 構 成 に し た と 考 え ら れ る 。 登 記 台 帳 に 記 さ れ る 大 正 ３ ( 1 9 1 4 ) 年 ご ろ の

建 造 と 考 え ら れ る 。
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⑥ 前 倉 庫 　（ 巻 末 資 料 1  P 2 4 ～ 2 7 参 照 ）

　「 前 倉 庫 」 は 倉 庫 「 新 小 屋 」 の 北 側 に 位 置 し て い る 。 梁 間 ４ 間 × 1 0 間 、 屋 根 桟 瓦 葺 、 ト ラ

ス 構 造 。 建 物 の 基 礎 廻 り 、 石 段 等 の 造 り か ら 、 南 側 に 建 つ ⑥ 「 新 小 屋 」 と 同 じ ご ろ に 建 て ら

れ た と 考 え ら れ る 。 大 正 期 の 事 業 拡 大 に と も な う 商 品 収 蔵 の 機 能 拡 充 が 図 ら れ た と 思 わ れ る 。

ト ラ ス の 小 屋 組 み は キ ン グ ポ ス ト で 真 束 上 下 端 を 造 り 出 し 、 帯 金 物 、 箱 金 物 は 角 ナ ッ ト で 止

め ら れ る 。 明 治 末 年 か ら 大 正 初 め ご ろ を 下 ら な い 技 法 で あ る 。 一 方 、 挟 み 吊 り 束 や 挟 み 方 杖

は 材 の 色 が 若 干 浅 く 、 六 角 ナ ッ ト で 止 め ら れ て お り 、 時 代 を 下 ら せ る 技 法 で あ る 。 お そ ら く

方 杖 等 は 大 正 末 か ら 昭 和 初 期 の 補 強 と 考 え ら れ る 。 ⑦ 「 中 倉 庫 」 と 同 様 、 戦 時 中 は 一 時 的 に

軍 需 工 場 に 使 用 さ れ 、 戦 後 の 輸 出 に よ る 成 長 期 に は 陶 磁 器 の 加 工 ・ 完 成 を 行 う 作 業 場 と し て

使 用 さ れ る な ど 、 時 代 ご と の 使 用 目 的 に 対 応 し て き た 建 物 で あ る 。

⑦ 中 倉 庫 　（ 巻 末 資 料 1  P 2 8 ～ 3 1 参 照 ）

　「 中 倉 庫 」 は 「 奥 倉 庫 」 と 「 前 倉 庫 」 の 間 に 位 置 し て い る 。 梁 間 3 . 5 間 × 桁 行 1 0 間 、 屋 根

桟 瓦 葺 、 ト ラ ス 構 造 、 東 に 下 屋 付 き 。 連 続 し て い る 倉 庫 の ト ラ ス 構 造 の 造 り は 、 建 設 年 代 の

違 い か ら 、 そ れ ぞ れ 違 う 部 材 の 大 き さ 、 納 ま り 、 仕 口 な ど で で き て い る 。「 中 倉 庫 」 は ト ラ

ス の 真 束 上 部 、 合 掌 と 真 束 の 緊 結 が 通 常 の 帯 金 物 で な く 、 木 材 で あ る 。 箱 金 物 を 用 い る 真 下

端 は ボ ル ト を 曲 げ た 材 で 代 用 し て い る な ど で あ る 。 い か に も 資 材 が 無 く 急 場 し の ぎ で 造 っ た

建 物 と み ら れ る 。 登 記 台 帳 に は 昭 和 2 2 ( 1 9 4 7 ) 年 か ら と あ り 、 翌 昭 和 2 3 （ 1 9 4 8 ） 年 の 米 軍

撮 影 の 航 空 写 真 に も 写 っ て い る こ と か ら 戦 争 中 の 物 資 窮 乏 時 代 の 建 造 と 考 え ら れ る 。 昭 和 1 8

～ 2 0 年 ご ろ は 軍 需 工 場 と し て 使 用 さ れ 、 戦 後 は 電 気 窯 に よ る 上 絵 付 工 場 と し て 、 そ の 後 は

製 品 の 倉 庫 と し て 使 わ れ て い る 。

⑧ 奥 倉 庫 　（ 巻 末 資 料 1  P 3 2 ～ 3 5 参 照 ）

　「 奥 倉 庫 」 は 敷 地 の 北 東 に 位 置 し 、 今 は な い 主 屋 の 東 側 に 建 っ て い る 。 梁 間 6 . 5 間 × 桁 行

８ 間 、 屋 根 亜 鉛 鉄 板 葺 き 、 ト ラ ス 構 造 、 北 、 東 に 下 屋 付 き 。 こ の 倉 庫 は 事 業 拡 大 に と も な い 、

昭 和 2 5 ( 1 9 5 0 ) 年 ご ろ 上 絵 付 工 場 と し て 建 て ら れ る ( 年 代 は 登 記 台 帳 よ り ) 。 用 途 上 内 部 空

間 を 広 く 使 う た め に ト ラ ス 構 造 で 造 り 、 ⑦ 「 中 倉 庫 」、 ⑥ 「 前 倉 庫 」 と 違 っ て 、 屋 根 を 亜 鉛 鉄

板 で 葺 き 重 量 を 軽 く す る こ と に よ り 、 構 造 材 の 陸 梁 材 や 合 掌 材 の 負 担 を 軽 減 し て い る 。 ま た 、

西 、 東 の 両 妻 面 の 壁 に は 、 内 部 に 光 を 取 り 入 れ る た め に 、 高 い 位 置 に 明 か り 窓 を 設 け る 工 夫

を し て い る 。

⑨ 塀 　（ 巻 末 資 料 1  P 3 6 ～ 3 7 参 照 ）

  ① 「 離 れ 」 を 囲 む よ う に 旧 道 沿 い に 塀 が 廻 ら さ れ て い る 。 石 垣 は 花 崗 岩 の 乱 積 み で 、 道 な

り に 石 垣 が 組 ま れ 、 高 い と こ ろ で 1 . 0 ｍ の 高 さ 、 長 さ が 2 7 . 8 ｍ に 渡 る 。 し か し 、 南 側 正 面

の み は 布 積 み と し 、 そ の 左 右 に 扇 の 形 を し た 花 崗 岩 を 嵌 め 込 ん で お り 、 そ の 当 時 の 石 工 の 心

意 気 で あ ろ う か 。 石 垣 の 上 に 御 影 石 の 延 石 を 施 し 、 塀 が 造 ら れ て い る 。

　 塀 は 高 さ 2 . 2 ｍ 、 長 さ 2 7 . 8 ｍ の 土 塀 で 、 半 間 間 隔 で 柱 を 建 て 、 表 側 は 名 栗 板 を 、 裏 側 は

杉 板 を 網 代 に 組 ん で あ る 。 上 部 の 小 壁 は 半 間 お き に 透 か し が 入 り 、 黒 漆 喰 塗 り で あ る 。 庇 は

小 ぶ り な 瓦 で 葺 か れ て い る 。
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４　文化財保護の経緯

（ １ ） 保 存 事 業 履 歴

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 に つ い て 、 文 化 財 保 存 の た め の 大 規 模 な 修 繕 等 は な さ れ て い な い が 、

平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 度 に 北 西 部 分 の 柱 の 腐 朽 が 著 し い 中 倉 庫 に つ い て 合 板 を 当 て て 柱 部 分 を 支

え る 緊 急 応 急 修 理 が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 同 年 に 離 れ ・ 旧 事 務 所 ・ 新 小 屋 ・ 塀 に つ い て 屋 根

瓦 の ズ レ 等 を 部 分 的 に 直 し た 応 急 修 理 を 行 っ て い る 。

　 建 造 物 そ の も の で は な い が 、 母 屋 が 所 在 し て い た 部 分 が 若 干 の 窪 地 に 雨 水 や 北 西 丘 陵 か ら

の 地 下 水 の 湧 水 に よ る と 思 わ れ る 水 溜 ま り が 常 時 で き て い た た め 、 平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 度 に 表

土 の グ ラ イ 層 を 除 去 し 山 土 を 搬 入 し て 排 水 路 を 設 け 、 そ の 場 所 の 乾 燥 化 を 図 っ た 。

　 平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 度 に は 、用 地・建 造 物 が 公 有 化 さ れ 、敷 地 の 草 刈 り 等 の 管 理 を 行 っ て い る 。

　 平 成 2 4 ( 2 0 1 2 ) 年 度 に は 、 瀬 戸 市 の 中 心 市 街 地 を 中 心 と し た 窯 業 関 連 建 造 物 に つ い て

国 庫 補 助 を 活 用 し た 実 測 調 査 を 行 う 中 で 、 旧 山 繁 商 店 離 れ に つ い て 調 査 が 行 わ れ 、 平 成

2 6 ( 2 0 1 4 ) 年 度 に は 国 登 録 文 化 財 意 見 具 申 に 向 け た 旧 山 繁 商 店 の 他 の 8 棟 の 建 造 物 に つ い て

も 実 測 調 査 を 行 っ て い る 。 平 成 2 8 ( 2 0 1 6 ) 年 度 に は 地 盤 の 地 質 調 査 、 平 成 2 9 ( 2 0 1 7 ) 年 度

に は 敷 地 の 用 地 測 量 を 行 っ て い る 。 平 成 2 8 ・ 2 9 ( 2 0 1 6 ・ 2 0 1 7 ) 年 度 に は 、 そ れ ら の 前 年 度

に 国 文 化 財 登 録 と な っ た 9 棟 の 建 造 物 群 に つ い て 耐 震 診 断 を 射 程 に 入 れ た 詳 細 実 測 図 作 成 を

行 っ た 。 保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 会 は 平 成 2 8 ( 2 0 1 6 ) 年 度 に 設 置 し た 。

（ ２ ） 活 用 履 歴

　 平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 ９ 月 に 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 国 文 化 財 登 録 ( 国 文 化 審 議 会 答 申 段 階 )

を 記 念 し て 同 文 化 財 及 び 、 国 登 録 文 化 財 瀬 戸 永 泉 教 会 礼 拝 堂 を 含 む 瀬 戸 市 中 心 部 の 建 造 物 ・

文 化 財 を め ぐ る 「 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 の セ ト マ チ Ⅱ 」 を 開 催 し 、 1 1 1 名 の 参 加 者 を 得 た 。

　 同 年 1 1 月 に は 、 瀬 戸 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 の た め の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 一 環 と し て 「 ま

ち め ぐ り P a r t 1 」 を 開 催 し 、 2 6 名 の 参 加 者 を 得 た 。

　 平 成 2 8 ( 2 0 1 6 ) 年 1 1 月 に は 、「 第 3 1 回 国 民 文 化 祭 ・ あ い ち 2 0 1 6 」 が 愛 知 県 で 開 催 さ れ

る 中 で 、 瀬 戸 市 の 歴 史 文 化 イ ベ ン ト と し て 「 瀬 戸 焼 千 年 の 魅 力  ま ち め ぐ り 」 を 開 催 し 、 4 9

名 の 参 加 者 を 得 た 。

　 平 成 2 9 ( 2 0 1 7 ) 年 9 月 に は 、 せ と も の 祭 開 催 に 合 わ せ 、 市 民 周 知 の た め の イ ベ ン ト 「 旧 山

繁 商 店 特 別 公 開 」を 、子 ど も 向 け イ ベ ン ト「 つ く っ て あ そ ぼ う i n 旧 山 繁 商 店 － 出 張 ノ ベ ル テ ィ・

こ ど も 創 造 館 － 」 と と も に 開 催 し 、 両 イ ベ ン ト 参 加 延 べ 人 数 は 6 6 6 名 に 及 ん だ 。 同 年 1 1 月

に は せ と 歴 ！ （ せ と の 歴 史 と 文 化 財 を 知 る 見 学 会 ） と し て 「 3 つ の 登 録 文 化 財 を 巡 る 見 学 バ

ス ツ ア ー 」 を 開 催 し 、 瀬 戸 市 域 に 所 在 す る 旧 山 繁 商 店 を は じ め 瀬 戸 永 泉 教 会 礼 拝 堂 ・ 雲 興 寺

鐘 楼 を あ い ち ヘ リ テ ー ジ マ ネ ー ジ ャ ー の 建 築 士 ら の 解 説 で 見 学 ツ ア ー を 行 い 7 8 名 の 参 加 者

を 得 た 。
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５　保護の現状と課題

（ １ ） 保 存 の 現 状 と 課 題

ア 　 保 存 環 境

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 東 側 は 昭 和 1 4 ( 1 9 3 9 ) 年 に 建 設 さ れ た 県 道 定 光 寺 山 脇 線 に 面 し 、

西 側 は 近 世 か ら の 表 通 り で あ っ た 現 市 道 瀬 戸 側 朝 日 線 に 面 す る 。 5 0 0 ｍ 範 囲 内 に は 、 東 に 法

雲 寺 ・ 深 川 神 社 ・ 宮 前 商 店 街 ・ 深 川 公 民 館 ・ 深 川 小 学 校 、 西 に 無 風 庵 ・ 古 民 家 久 米 邸 ・ 丸 一

国 府 商 店 ・ パ ル テ ィ せ と ・ 名 鉄 尾 張 瀬 戸 駅 ・ 窯 神 神 社 ・ 窯 神 グ ラ ン ド ・ 瀬 戸 北 保 育 園 、 南 に

銀 座 通 り 商 店 街・か わ ら ば ん 家・窯 の 広 場・瀬 戸 蔵・新 世 紀 工 芸 館・せ と ま ち ツ ク リ テ セ ン タ ー・

記 念 橋 交 番 ・ 招 き 猫 ミ ュ ー ジ ア ム ・ せ と 末 広 町 商 店 街 、 北 に ひ か り 保 育 園 な ど が 立 地 す る 環

境 に あ る 。 こ れ ら の 施 設 と 連 携 し な が ら 、 中 心 市 街 地 活 性 化 の 拠 点 施 設 と し て 活 用 を 図 る こ

と が で き る 可 能 性 を 持 っ て い る 。

イ 　 管 理 体 制

　 平 成 2 6 ( 2 0 1 4 ) 年 度 ま で は 、 山 繁 合 名 会 社 の 管 理 下 に あ り 、 陶 磁 器 卸 売 業 の 事 務 所 兼 倉 庫

と し て 通 年 営 業 の 中 で 維 持 管 理 が な さ れ て き た が 、 平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 度 に 建 造 物 ・ 用 地 が 瀬

戸 市 所 有 と な っ て 以 降 は 、 建 造 物 の 管 理 ・ 草 刈 り 等 の 敷 地 内 維 持 管 理 ・ 一 時 的 な 公 開 等 の た

め に 職 員 が 出 入 り す る 以 外 は 、 無 人 の 状 態 で あ る 。

　 ま た 、 防 災 ・ 防 犯 設 備 に つ い て は 、 平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 度 よ り 消 火 器 を 場 内 に 8 本 設 置 し 、

東 西 の 入 口 付 近 を 中 心 に 防 犯 カ メ ラ ・ セ ン サ ー を 設 置 し 、 自 動 警 備 シ ス テ ム に よ る 常 時 警 備

を 行 っ て お り 、 侵 入 者 等 か ら の 警 備 と 初 期 消 火 に 努 め 、 警 察 ・ 消 防 等 へ の 迅 速 な 通 報 を 図 っ

て い る 。

ウ 　 建 造 物 の 状 態

　 平 成 期 に は 適 切 な メ ン テ ナ ン ス が 行 わ れ て い な か っ た た め 、 離 れ 屋 根・内 装 、 事 務 所 外 壁・

内 装 、 旧 事 務 所 屋 根 、 土 蔵 外 壁 、 新 小 屋 北 側 屋 根 ・ 南 側 外 壁 ・ 東 側 外 壁 、 前 倉 庫 内 装 、 中 倉

庫 北 側 屋 根 ・ 柱 、 奥 倉 庫 西 壁 ・ 北 壁 、 塀 棟 瓦 ・ 内 外 壁 に 損 傷 が 著 し く 、 中 倉 庫 や 前 倉 庫 ・ 新

小 屋 間 の 床 面 が 抜 け る 等 の 状 態 が み ら れ る 。 な か で も 中 倉 庫 北 側 は 、 天 井 屋 根 が 一 部 抜 け て

お り 、 早 期 の 保 存 修 理 工 事 を 要 す る 状 態 で あ る 。

　 ま た 、 電 気 ・ 水 道 ・ 汚 水 処 理 管 等 の 配 線 ・ 配 管 も 老 朽 化 し て い る こ と が 懸 念 さ れ る た め 、

再 整 備 が 必 要 で あ る 。

（ ２ ） 活 用 の 現 状 と 課 題

ア 　 活 用 の 状 況

　 現 在 の と こ ろ 、 常 時 活 用 ・ 公 開 で き る 状 態 で は な い 。 近 代 か ら 現 代 に 至 る 陶 磁 器 卸 問 屋 の

歴 史 的 建 造 物 で あ る こ と を 踏 ま え た 、 中 心 市 街 地 活 性 化 の た め の 拠 点 施 設 と し て 整 備 ・ 活 用

を 図 る こ と を 目 指 す 。
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イ 　 管 理 体 制

　 建 物 を 保 存 し 、 歴 史 的 建 造 物 で あ る こ と を 踏 ま え た 、 中 心 市 街 地 活 性 化 の た め の 拠 点 施 設

と し て 公 開 活 用 し て い く こ と に よ り 、 清 掃 な ど の 常 時 の メ ン テ ナ ン ス と 建 造 物 の 破 損 ・ 腐 朽

状 況 の 監 視 な ど を 行 う こ と が 可 能 と な る た め 、 公 開 時 に 管 理 人 が 常 駐 す る 体 制 を 整 え る こ と

が 必 要 で あ る 。

ウ 　 建 造 物 の 状 態

　 一 部 床 の 陥 没 等 が み ら れ る こ と な ど か ら 、 現 状 は 常 時 一 般 公 開 し て 内 部 で の 公 開 行 事 等 を

行 え る 状 態 に な い 。 そ の た め に 、 近 代 か ら 現 代 に 至 る 陶 磁 器 卸 問 屋 の 歴 史 的 建 造 物 と し て の

価 値 を 踏 ま え た 、改 修 を 行 う こ と が 必 要 で あ る 。改 修 後 は 、常 時 の メ ン テ ナ ン ス を 行 い な が ら 、

建 造 物 の 魅 力 を 活 用 し た 取 り 組 み を 行 っ て い く こ と が 肝 要 で あ る 。

　 ま た 、 来 訪 者 の 便 宜 の た め に 、 バ リ ア フ リ ー に 配 慮 し た 男 女 別 の ト イ レ 及 び そ の 排 水 施 設 、

建 造 物 内 部 の 利 活 用 に 対 応 し た 配 水 ・ 配 電 等 を 行 う 等 の 整 備 、 来 訪 者 の 動 線 ・ 災 害 時 の 避 難

路 等 を 考 慮 に 入 れ た 場 内 整 備 、 防 火 ・ 防 災 施 設 等 の 配 置 が 必 要 で あ る 。
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６　計画の概要

（ １ ） 計 画 区 域

　 本 計 画 の 対 象 区 域 は 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 敷 地 で あ る 。 い ず れ も 市 の 公 有 地 で あ る 。 区

域 上 の 計 画 区 分 を 以 下 に 示 す 。

設 　 定 　 区 　 域 区 域 の 設 定 内 容

文 化 財 と し て の 価 値 を 特 に 有 す る 範 囲 保 存 範 囲

文 化 財 の 価 値 を 減 じ な い よ う 配 慮 す る が 、 活 用 ・ 補 強 及 び 防 災 等 の た
め 改 造 が 不 可 欠 と な る 範 囲

保 全 範 囲

文化財的・意匠的な価値があまりなく、活用にともない変更していく範囲 整 備 範 囲

　 各 範 囲 に つ い て は 、 第 ６ 図 に 示 す 。

（ ２ ） 計 画 の 目 的

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 原 位 置 で 保 存 さ れ て い る 公 有 の 施 設 で あ る 。 こ の 旧 山 繁 商 店 を 文

化 財 建 造 物 と し て 健 全 な 状 態 に し 、 周 辺 環 境 を 整 え 、 災 害 に 備 え つ つ 有 効 に 活 用 す る こ と を

本 計 画 の 目 的 と す る 。

（ ３ ） 基 本 方 針

　 公 有 の 施 設 と し て 、 大 型 で 意 匠 を 凝 ら し た 離 れ 及 び 土 蔵・塀 と 大 正・昭 和 期 の 各 事 務 所 、 4

棟 の 新 旧 の 倉 庫 群 等 か ら な る 歴 史 的 建 造 物 群 の 価 値 を 有 す る 施 設 と し て 保 存 を 図 る 。

　 本 計 画 の 基 本 方 針 は 、 以 下 の と お り と す る 。

① 　 明 治 期 以 降 の 瀬 戸 の 陶 磁 器 の 流 通 を 物 語 る 貴 重 な 文 化 財 建 造 物 と し て 保 護 を 図 り 、 将 来

に わ た り そ の 価 値 を 維 持 す る と と も に 、 近 代 を 中 心 と す る 瀬 戸 の 歴 史 や 周 囲 の 文 化 財 ・ 文

化 遺 産 を 後 世 に 伝 え る 機 能 を 有 す る 施 設 と す る 。

② 　 瀬 戸 市 の 中 心 市 街 地 に お い て 、 街 路 整 備 さ れ た 『 陶 の 路 』 の 「 小 狭 間 坂 」 及 び 「 炎 護 路 」

の 中 間 に 位 置 す る 特 性 を 考 慮 し 、 来 訪 者 の 観 光 ・ 交 流 を 推 進 す る 拠 点 的 施 設 と し て 、 既 存

施 設 と の 連 携 を 図 り 、 活 用 を 推 進 す る 。

③ 　 地 域 住 民 を は じ め と す る 多 世 代 の 市 民 が 集 い 、 能 動 的 活 動 の 行 え る 居 場 所 と し て 活 用 を

図 る 中 で 、 施 設 周 辺 を 含 め た 地 域 活 性 化 を 推 進 し 、 市 民 定 住 を 促 進 す る 。

　 基 本 方 針 は 以 上 と す る が 、 利 用 者 の 提 案 等 に よ り 、 施 設 の 公 開 後 に 順 次 具 体 的 な 活 用 方 法

に つ い て は 付 加 し て 、 市 民 ニ ー ズ に 応 じ た 多 様 な 活 用 を 柔 軟 に 実 現 し て い く も の と す る 。

（ ４ ） 計 画 の 概 要

　 本 計 画 は 、 以 下 の 4 項 目 に つ い て 定 め る 。 　



塀

「シタノコヤ」跡

主　屋　跡

井戸

事務所
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第６図　旧山繁商店保存活用計画基本方針図（S=1/400）

保存部分範囲
保全部分範囲
整備部分範囲
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① 　 保 存 管 理

　 国 登 録 文 化 財 で あ る 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 に つ い て 、 文 化 財 的 価 値 の 所 在 を 明 ら か に し 、 こ

れ を 良 好 に 維 持 す る た め の 保 護 の 方 針 と 管 理 の 方 法 に つ い て 定 め る 。

②　環境保全

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 近 代 か ら 現 代 に 至 る 陶 磁 器 卸 問 屋 の 歴 史 的 建 造 物 で あ っ て 、 原 位

置 に 保 存 さ れ て い る 。 敷 地 内 の 保 存 環 境 の 維 持 、 整 備 の 方 針 を 定 め る 。 ま た 、 敷 地 周 辺 の 環

境 を 良 好 に 維 持 し 、 よ り 良 い 景 観 を 形 成 す る た め の 方 策 に つ い て 提 案 す る 。

③ 　 防 　 災

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 に お い て 想 定 さ れ る 、 人 的 災 害 及 び 自 然 災 害 に つ い て 、 予 防 と 対 応 の

方 策 を 定 め る 。 防 災 機 器 の 設 置 及 び 維 持 管 理 、 災 害 発 生 時 の 対 処 方 針 を 定 め る 。

④　活　用

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 公 開 及 び 活 用 に つ い て 方 針 を 定 め る 。 あ わ せ て 効 果 的 な 文 化 財 に 関

連 す る 公 開 方 法 及 び 必 要 な 施 設 整 備 に つ い て 検 討 す る 。
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第２章　保存管理計画

１　保存管理の状況

（ １ ） 保 存 状 況

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 瀬 戸 市 中 心 市 街 地 の 瀬 戸 市 仲 切 町 及 び 深 川 町 に 所 在 す る 。 現 存 最

古 の 離 れ ・ 塀 を は じ め 、 明 治 中 期 以 降 各 時 代 に 建 造 さ れ た 原 位 置 に 保 存 さ れ て お り 、 平 成

2 6 ( 2 0 1 4 ) 年 度 末 に 瀬 戸 市 が 公 有 化 し た 。 現 在 は 、 内 装 ・ 屋 根 ・ 一 部 構 造 材 に 経 年 劣 化 が み ら

れ る 状 況 で あ る 。

（ ２ ） 管 理 状 況

　 平 成 2 6 ( 2 0 1 4 ) 年 度 末 ま で は 、 前 所 有 者 の 倉 庫 兼 事 務 所 と し て 使 用 さ れ て い た 。 平 成

2 6 ( 2 0 1 4 ) 年 度 末 に 公 有 化 さ れ 、 現 在 は 建 造 物 群 ・ 敷 地 と も に 瀬 戸 市 の 所 有 に あ る 。 現 状 は 無

人 施 設 で あ り 、 警 備 業 者 と 契 約 し 、 防 火 防 犯 通 報 シ ス テ ム に よ り 有 事 の 際 に は 駆 け つ け 警 備 ・

初 期 消 火 活 動 等 を 行 っ て い る 。 瀬 戸 市 は 所 有 者 と し て 、 管 理 の 責 を 負 う が 、 日 常 の 管 理 は 外 部

組 織 に 委 託 し 、 公 開 活 用 に 関 す る 事 業 は 市 と 施 設 を 活 用 し て い く 市 民 を 含 む 外 部 組 織 及 び 地 元

住 民 の 協 力 に よ り 実 施 す る 。
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２　保護の方針

（ １ ） 保 護 方 針 の 設 定

　 国 登 録 文 化 財 で あ る 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 に つ い て 、保 護 に 関 す る 基 準 を 以 下 の と お り 設 定 し 、

保 護 の 方 針 を 定 め る 。 平 成 2 8 ( 2 0 1 6 ) 年 に 耐 震 診 断 等 準 備 の た め の 詳 細 実 測 調 査 を 行 い 、 平 成

2 9 ( 2 0 1 7 ) 年 度 以 降 に 各 建 造 物 の 保 存 修 理 ・ 耐 震 改 修 に 関 す る 設 計 等 を 順 次 行 っ て い く 予 定 で

あ る 。 改 修 整 備 工 事 に あ た っ て は 、 本 計 画 に お け る 保 護 の 方 針 に 従 っ て 実 施 す る も の と す る 。

計 画 す る 建 造 物 に つ い て は 、 以 下 の と お り 「 部 分 」 を 設 定 す る 。 ま た 、 部 位 を 設 定 し 、 部 位 の

状 況 に よ り 基 準 を 定 め る 。 な お 、 こ れ ら の 方 針 は 、 保 存 ・ 修 理 ・ 活 用 工 事 が 行 わ れ る 際 の 基 本

情 報 と な る 。

（ ２ ） 部 分 の 設 定

　 当 初 及 び 歴 史 的 改 変 に お け る 特 徴 的 な 構 造 や 意 匠 が 残 っ て い る な ど 文 化 財 的 、 意 匠 的 に 価 値

が 高 く 、 将 来 的 に 保 存 し て い く 部 分 を 「 保 存 部 分 」 と す る 。 ま た 、 当 初 の 意 匠 や 材 料 に 配 慮 し

つ つ 活 用 ま た は 安 全 性 向 上 の た め に 整 備 を 行 う 部 分 を 「 保 全 部 分 」、 活 用 ま た は 安 全 性 の 向 上

の た め に 整 備 を 行 う 部 分 を 「 整 備 部 分 」 と す る 。

〔建造物〕

① 　 外 　 部

　 通 常 望 見 で き る 部 分 を 「 保 存 部 分 」 と す る 。 そ の 他 部 分 に つ い て は 、 戦 後 の 改 変 の 度 合 い や

防 火 上 の 措 置 等 現 状 に 応 じ て 判 断 す る 。

② 　 内 　 部

　 大 部 分 を 「 保 存 部 分 」 と す る が 、 一 部 は 「 保 全 部 分 」「 整 備 部 分 」 と す る 。

　（ た だ し 、 こ れ ら の 部 分 に よ る 区 分 は 、 包 括 的 ・ 機 能 的 な 意 味 に お け る 区 分 で あ り 、 補 修 、

耐 震 補 強 に よ る 部 材 等 に つ い て は 個 別 に 部 位 に よ る 区 分 で 扱 う も の と す る 。）

部 分 の 区 分 保  護  の  方  針

保 存 部 分 特 徴 的 な 構 造 や 意 匠 が 残 っ て い る な ど 文 化 財 的 、 意 匠 的 に 価 値 を
保 存 す る 部 分 。 原 則 、 当 初 ま た は 改 造 当 初 の 材 料 及 び 仕 様 を 保 存
も し く は 復 原 す る 。 構 造 補 強 な ど の 改 変 を 行 わ ざ る を 得 な い 場 合
は 、 文 化 財 的 価 値 に 十 分 な 配 慮 を 行 う 。

保 全 部 分 活 用 ま た は 安 全 性 の 向 上 の た め の 整 備 を 行 う が 、 文 化 財 的 価 値 を
維 持 す る た め の 配 慮 が 要 求 さ れ る 部 分

整 備 部 分 活 用 ま た は 安 全 性 の 向 上 の た め の 整 備 を 優 先 す る 部 分
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（ ３ ） 部 位 の 設 定 と 保 護 の 方 針

　「 部 位 」 と は 、 一 連 の 部 材 等 （ 建 造 物 の 基 礎 、 柱 ・ 梁 等 の 構 造 材 か ら な る 軸 組 、 床 、 土 壁 、

天 井 等 ）を 単 位 と し て 設 定 さ れ る 区 分 で あ る 。各 部 位 に 係 る 保 存 の 基 準 を 定 め る 。基 本 的 に 各「 部

位 」 の 設 定 に あ た っ て は 、 そ の 「 部 位 」 が 構 成 す る 「 部 分 」 の 区 分 に 準 ず る も の と す る が 、 特

に 保 存 が 必 要 な 「 部 位 」 あ る い は 活 用 ・ 公 開 等 の た め の 改 修 ・ 改 造 が 不 可 欠 と な る 「 部 位 」 に

つ い て は 個 別 に 扱 う 。 各 建 造 物 に つ い て の 詳 細 は 、 巻 末 資 料 2 「 保 護 方 針 図 」 ( 巻 末 資 料 P 3 8

～ 4 6 ) 、 同 ３ 「 保 存 管 理 計 画 表 ・ 写 真 」 ( 巻 末 資 料 P 4 7 ～ 8 6 ) に 示 し た と お り で あ る 。

基 　 準 部  位  の  基  準  の  選  定  方  針

基 準 1 当 初 の 部 材 が 残 存 も し く は 修 復 さ れ た 部 位 。 材 料 自 体 の 保 存 を 行 う 部 位

基 準 ２
（ 文 化 庁 要 領
の 基 準 ２・３ ）

当 初 の 部 材 が 残 存 も し く は 修 復 さ れ て い る も の の う ち 、 定 期 的 に 材 料 の
取 替 え 等 を 行 う 補 修 が 必 要 な 部 位 、 ま た は 、 当 初 意 匠 に 配 慮 し て 更 新 さ
れ る 部 位

基 準 ３
（ 文 化 庁 要 領
の 基 準 ４・５ ）

近 年 の 改 変 も し く は 新 た に 設 置 さ れ た 部 位
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３　管 理 計 画
（ １ ） 管 理 の 体 制

　 所 有 者 で あ る 瀬 戸 市 を 管 理 の 主 体 と し 、 瀬 戸 市 交 流 活 力 部 が 担 当 部 局 と な り 管 理 及 び 管 理

に 関 わ る 対 応 を 行 う 。 建 造 物 の 状 態 は 、 現 地 で の 定 期 的 な 確 認 を 主 と す る

ア 　 所 有 者 及 び 管 理 人

【 名 称 】　 　 　 愛 知 県 瀬 戸 市

【 担 当 部 局 】　 愛 知 県 瀬 戸 市 交 流 活 力 部 　 文 化 課

【 住 所 】　 　 　 〒 4 8 9 - 0 8 8 4 　 愛 知 県 瀬 戸 市 西 茨 町 1 1 3 番 地 の 3

【 電 話 番 号 】　 0 5 6 1 - 8 4 - 1 0 9 3

【 管 理 内 容 】

旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 公 開 活 用 が な さ れ る 場 合 に 以 下 の 管 理 を 行 う 。 　

・ 文 化 財 建 造 物 の 月 例 管 理 （ 活 用 ・ 運 営 者 へ の 現 地 指 導 月 2 回 以 上 ）

・ 保 存 管 理 に 係 る 年 間 計 画 の 策 定 と 実 施

・ 保 存 管 理 に 係 る 中 長 期 計 画 の 策 定 と 実 施

・ 破 損 状 況 調 査 及 び 軽 微 な 補 修 、 並 び に 補 修 時 の 記 録 作 成

・ 防 災 設 備 等 維 持 管 理

・ 保 護 の 方 針 に 基 づ く 関 係 機 関 と の 協 議

・ そ の 他 所 有 者 の 権 限 に 基 づ く 行 為

イ 　 活 用 ・ 運 営 に 関 わ る 者

　 第 １ 章 第 ６ 節 に 示 す 計 画 の 基 本 方 針 に 基 づ き 、 第 3 章 第 2 節 の 保 護 方 針 及 び 第 5 章 の 活 用

計 画 に 沿 い 、 保 存 修 理 ・ 公 開 活 用 の た め の 基 本 設 計 を 行 う 中 で 、 公 開 活 用 を 有 効 に 行 う こ と

が で き る 公 共 団 体 あ る い は 民 間 団 体 に よ る 運 営 主 体 （ 単 体 な い し 複 数 ） を 決 定 し て い く も の

と す る 。

（ ２ ） 管 理 の 方 法

ア 　 保 存 環 境 の 整 備

① 　 清 掃 ・ 整 頓

　 開 館 日 に は 、各 建 造 物 の 施 錠・清 掃・整 頓 等 に つ い て 運 営 主 体 が 行 う 。各 建 造 物 の 構 造 体 ( 柱・

貫 等 ) や 壁 の 基 準 1 の 部 位 は 傷 め な い よ う 軽 く ハ タ キ か け を す る な ど 、 注 意 を 払 っ て 清 掃 を

行 う 。 離 れ 等 の 床 板 は ホ ウ キ で 掃 い て ゴ ミ ・ ホ コ リ を 払 い 、 必 要 に 応 じ て 水 拭 き す る 。 三 和

土 に よ る 土 間 は ホ ウ キ で 掃 い て 清 掃 を 行 う が 、 乾 湿 に 注 意 し 、 必 要 に 応 じ て 水 分 を 与 え る 。

② 　 日 照 ・ 通 風

　 建 造 物 を 保 存 上 、 日 照 の 妨 げ と な る 樹 木 ・ 工 作 物 等 は 、 保 存 整 備 工 事 の 際 に 整 理 を す る 。

　 開 館 日 に は 、 天 候 を 見 計 ら い 、 建 具 を 開 放 し 、 通 風 に 努 め る 。

③ 　 虫 害 と 腐 朽 の 防 止

　 虫 害 と 腐 朽 を 防 止 す る た め に 、 特 に 通 風 に 留 意 す る 。 ま た 、 定 期 的 に 年 １ 回 程 度 、 防 虫 と
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湿 気 の 除 去 を 目 的 と し て 燻 蒸 を 行 う 。

　 ま た 、 虫 害 の 兆 候 と な る 木 粉 等 に つ い て 日 常 的 に 点 検 す る 。

　 異 常 が み ら れ た 場 合 は 、 所 有 者 及 び 管 理 者 の 協 議 に よ り 防 腐 ・ 防 虫 の 処 理 を 行 う 。

④ 　 風 水 雪 害

　 風 水 雪 害 に よ る き 損 は 早 期 に 発 見 し 、 所 有 者 に よ り 被 害 の 拡 大 防 止 に 努 め る 。

　 ま た 緊 急 修 理 、 軽 微 な 修 繕 を 、 所 有 者 と 管 理 者 協 議 （ 緊 急 対 応 に 供 え 、 想 定 さ れ る 案 件 に

つ い て 十 分 な 事 前 協 議 が 必 要 ） の 上 、 適 宜 実 施 す る も の と す る 。

⑤ 　 防 犯 ・ 防 火 等

　 防 犯 の た め 、 公 開 時 間 以 外 は 対 象 建 造 物 及 び 管 理 用 建 物 の 施 錠 を す る 。

　 防 火 の た め 、 対 象 建 造 物 及 び 管 理 用 建 物 周 辺 の 可 燃 物 の 管 理 に 留 意 す る 。

　 詳 細 は 第 4 章 防 災 計 画 に 定 め る 。

イ 　 建 造 物 の 維 持 管 理　（第１表参照）

　 登 録 有 形 文 化 財 の 管 理 上 の 留 意 点 を 以 下 に 記 す 。 あ わ せ て 、 維 持 の 措 置 及 び 軽 微 な 修 理 と

し て 所 有 者 が 実 施 し 、 現 状 変 更 を 必 要 と し な い 行 為 （ 維 持 の 措 置 ） を 示 す 。 ま た 、 軽 微 な 現

状 変 更 で も 、 実 施 す る 際 に は 記 録 を 作 成 す る こ と と す る 。

　 維 持 の 措 置 と は 、 登 録 有 形 文 化 財 建 造 物 の 維 持 を 目 的 と し た 行 為 で 、 形 状 を 変 更 す る 部 分

の 面 積 が 通 常 望 見 す る 範 囲 の ４ 分 の １ 以 下 の 場 合 や 内 装 の み を 模 様 替 え す る 場 合 が 該 当 す る 。

雨 漏 り や 壁 の ひ び 割 れ と い っ た き 損 の 発 生 や そ の 拡 大 を 防 止 す る た め の 工 事 も こ れ に 該 当 す

る 。

　 災 害 や 経 年 に よ り 何 ら か の 破 損 が 発 見 さ れ た 場 合 に 、 き 損 の 拡 大 を 防 ぐ た め の 応 急 的 な 措

置 や 、 仮 設 的 に 施 す 行 為 、 修 理 に と も な っ て 取 り 外 さ れ た 部 材 の う ち 、 資 料 的 な 価 値 が あ る

と 判 断 さ れ る も の は 、 部 材 名 称 、 場 所 、 取 り 外 し 年 月 日 等 を 記 録 し て 定 め ら れ た 場 所 に 保 管

す る 。

ウ 　 管 理 に 関 わ る 届 出

① 　 滅 失 届

　 滅 失 の 事 実 を 知 っ た 日 か ら 1 0 日 以 内 に 文 化 庁 長 官 へ 届 出 す る 。 登 録 有 形 文 化 財 建 造 物 が

失 わ れ た 場 合 で 、 具 体 的 に は 地 震 に よ る 倒 壊 、 水 害 に よ る 流 出 や 火 災 に よ る 焼 失 な ど が 該 当

す る 。

② 　 き 損 届

　 き 損 の 事 実 を 知 っ た 日 か ら 1 0 日 以 内 に 文 化 庁 長 官 へ 届 出 す る 。 登 録 有 形 文 化 財 建 造 物 が

何 ら か の 原 因 で 破 損 ・ 損 傷 し て し ま っ た 場 合 が 該 当 す る 。 破 損 等 の 範 囲 が 軽 微 な 場 合 は 愛 知

県 教 育 委 員 会 等 と 協 議 す る 。

③ 　 現 状 変 更 届

　 現 状 変 更 し よ う と す る 日 の 3 0 日 前 ま で に 文 化 庁 長 官 へ 届 出 す る 。 現 状 変 更 と は 、 位 置 や

形 （ 形 状 ・ 材 質 ・ 色 合 い な ど ） を 変 え よ う と す る 行 為 の こ と で 、 登 録 有 形 文 化 財 建 造 物 で は 、

移 築 す る 場 合 や 、 外 観 を 変 更 す る 範 囲 が 通 常 望 見 で き る 範 囲 の 4 分 の 1 を 超 え る 場 合 に は 、

届 出 が 必 要 と な る 。 本 計 画 の 保 存 部 分 に つ い て は 届 出 を 必 要 と し 、 そ れ 以 外 は 届 出 は 不 要 で
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あ る 。 現 状 変 更 の 規 模 ・ 内 容 に 関 わ ら ず 、 愛 知 県 教 育 委 員 会 等 と 密 に 連 携 ・ 情 報 共 有 を 行 え

る 体 制 が 望 ま し く 、 届 出 に つ い て は 事 前 に 愛 知 県 教 育 委 員 会 等 と 協 議 す る 。

部 　 分 留 意 事 項 維 持 の 措 置

雨 落 及 び 軒 下 コ ン
ク リ ー ト

・ 雨 落 と そ の 周 辺 の 除 草 に 努 め る 。
・ コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ の 点 検 に 努 め 、 地 盤

の 変 位 等 を 早 期 に 発 見 す る 。

・ コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ の 補 修 は
適 宜 行 う 。

基 礎 ・ 礎 石 等 の 不 同 沈 下 の 早 期 発 見

外 壁 ・ 内 壁 ・ 土 壁 の 亀 裂 、 崩 落 、 剥 離 等 に 留 意 す る 。
・ 柱 ・ 梁 等 の 木 部 と 接 触 し て い る 部 分 や 基 礎 石

と の 間 に 隙 間 が 生 じ て い な い か 注 意 す る 。

・ 土 壁 の 中 塗 り 仕 上 げ の 補 修 は 、 適
宜 行 う 。 外 壁 木 部 の 腐 食 に 注 意 す
る 。

※ 荒 壁 に 至 る 修 理 を 要 す る 場 合 は 注
意 を 要 す る 。

土 間 ・ 物 品 の 移 動 の 際 に は 土 間 面 を 傷 め な い よ う 注
意 す る

・ 乾 湿 に 注 意 し 、 乾 燥 す る 場 合 は 水 分 を 補 い 、
湿 潤 す る 場 合 は 通 風 に 努 め る 。

・ 土 間 上 面 の 凹 凸 は 適 宜 補 修 す る 。

床 及 び 畳 ・ 床 の 強 度 に 注 意 し 、 重 量 物 は 置 か な い 。
・ 物 品 の 移 動 の 際 に は 床 板 及 び 畳 を 傷 め な い よ

う 注 意 す る 。

・ 床 板 の 割 れ や ヒ ビ の 軽 微 な 補 修 は
適 宜 行 う 。

※ 根 太 に 至 る 修 理 を 要 す る 場 合 は 注
意 を 要 す る 。

・ 畳 は 湿 気 に 注 意 し て 必 要 に 応 じ 乾
か し た り 位 置 換 え を す る 。

屋 根 ・ 雨 漏 り の 有 無 に 注 意 す る 。
・ 屋 根 防 水 の 劣 化 、 欠 落 の 点 検 、 雨 樋 に 堆 積 し

た 枯 葉 や 土 、 雑 草 等 の 清 掃 ・ 除 去 。

・ 瓦 ・ セ メ ン ト 瓦 の 補 修

建 具 ・ 開 閉 時 に は 無 理 に 力 を 入 れ な い よ う に す る 。
・ 敷 居 溝 の 塵 埃 は 常 に 除 去 し 、 必 要 に 応 じ て 施

蝋 す る 。
・ 同 一 材 に よ る 修 理 を 行 う 。

・ 障 子 紙 は 適 時 張 り 替 え 、 美 し く 維
持 す る 。

・ 開 閉 に 不 具 合 が あ る 場 合 は 、 適 宜
調 整 す る 。

・ 押 入 れ は 湿 気 に 注 意 し 、 時 々 ふ す
ま を 開 け て 換 気 を す る 。

そ の 他 ・ 管 理 上 の 必 要 に よ り 、 掲 示 板 以 外 の 箇 所 に 掲
示 す る 場 合 は 、 ピ ン ま た は 画 鋲 を 用 い る 。

第１表　旧山繁商店の維持管理に係る必要事項一覧
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４　改 修 計 画

（ １ ） 破 損 状 況

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 最 古 の 建 造 物 （ 離 れ ・ 塀 ） で 1 2 5 年 以 上 経 過 し 、 平 成 期 に は 事 業

に 使 用 さ れ て い た 事 務 所 ・ 前 倉 庫 等 を 除 き 十 分 な メ ン テ ナ ン ス が な さ れ て い な か っ た た め 、

経 年 劣 化 が 進 ん で い る 。

【主な破損状況】

① 離 れ 　 　  屋 根 材 ( 瓦 ・ 漆 喰 影 盛 ) の 欠 損 ・ 破 損 が み ら れ 、 雨 水 の 漏 水 に よ る 野 地 板 ・ 垂 木

等 の 腐 食 も 顕 著 な 部 分 が あ る 。 な か で も 、 1 階 南 東 ・ 北 東 の 隅 瓦 付 近 や 東 側 1 階

の 下 屋 庇 及 び 北 側 の 主 屋 渡 廊 下 屋 根 に 続 く 下 屋 屋 根 に つ い て 、 下 地 ・ 支 え の 持 ち

送 り 腕 木 か ら 劣 化 腐 食 す る 部 分 が 顕 著 。 外 壁 の 黒 漆 喰 ・ 下 見 板 張 ・ 洗 出 し 等 す べ

て に 劣 化 ・ 剥 落 が み ら れ 、 残 存 す る 無 双 窓 ・ 木 格 子 も 部 分 的 な 欠 損 が み ら れ る 。

　 　 　 　     玄 関 ・ 北 縁 ・ 西 縁 ・ 南 縁 に つ い て 風 雨 に よ る 柱 材 等 の 腐 食 ・ 欠 損 が み ら れ る 。 雪

隠 に つ い て は 、 瓦 屋 根 の 下 縁 に 檜 皮 葺 痕 跡 が 残 っ て お り 、 現 状 で は 亜 鉛 鉄 板 葺 き

と な っ て い る 。 雪 隠 ・ 北 縁 ・ 南 縁 の 窓 ・ 雨 戸 に は 風 雨 除 け の 新 た な 板 が 打 ち 付 け

ら れ て い る 。

　 　 　 　 　  ２ 階 茶 室 及 び 踊 り 場 東 面 の 押 し 入 れ に 床 ・ 棚 の 痕 跡 が み ら れ 、 聚 楽 壁 も 劣 化 ・ 剥

落 が 目 立 ち 、 天 井 は 撤 去 さ れ て い る 。 2 階 座 敷 の 西 壁 の 床 壁 は 剥 落 し 、 飾 り 畳 も 腐

朽 が 進 む 。 2 階 座 敷 ・ 次 の 間 の 天 井 は 新 た な 合 板 が は め 込 ま れ 旧 材 を 覆 う か 撤 去 さ

れ て い る 可 能 性 が あ る 。 2 階 の 建 具 取 手 は 脱 落 ・ 欠 損 す る も の が 目 立 つ 。

　 　 　 　 　 　 建 物 内 に 水 道 ・ 電 気 ・ ガ ス が 引 き 込 ま れ て い る が 、 配 管 ・ 配 線 等 の 老 朽 化 が み

ら れ る た め 、 再 整 備 が 必 要 。 　 　 　 　 　

② 事 務 所 　  屋 根 及 び 北・東・南 壁 は 、 当 初 の 瓦 屋 根・砂 モ ル タ ル 壁 を 亜 鉛 鉄 板 で 覆 っ て お り 、

そ れ ら を 保 護 し て い る が 、 瓦 屋 根 は 雨 漏 り し た 痕 跡 が あ り 、 す べ て 撤 去 し て 保 存

修 理 工 事 を 行 う 必 要 が あ る 。

             事 務 室 の 床 面 は 玄 関 土 間 と 板 張 り 床 が ビ ニ ー ル シ ー ト 等 で 被 わ れ て い る 。 事 務 室

天 井 は 、 新 た な 吸 音 ボ ー ド を 取 り 付 け ら れ て い る が 、 そ の 上 に 漆 喰 塗 り の 当 初 の

天 井 が 残 存 し て い る 。 応 接 室 ほ か の 壁 は 当 初 の 漆 喰 塗 り の 上 に プ ラ ス タ ー 塗 上 塗

装 さ れ て お り 、 所 々 で 剥 落 が み ら れ る 。 窓 は 応 接 室 等 に 当 初 の 窓 枠 が 残 さ れ て い

る が 、 塗 装 等 が 剥 が れ ガ ラ ス も 欠 損 す る 部 分 が あ り 、 建 て 付 け も 悪 い 部 分 が 多 い 。

　 　 　 　 　 　 建 物 内 に 水 道 ・ 電 気 ・ ガ ス が 引 き 込 ま れ て い る が 、 配 管 ・ 配 線 等 の 老 朽 化 が み

ら れ る た め 、 再 整 備 が 必 要 。

③ 旧 事 務 所 　 屋 根 材 に つ い て は 、 北 東 隅 鬼 瓦 及 び 周 辺 の 棟 瓦 が 脱 落 し 木 部 の 劣 化 防 止 の た め

シ ー ト で 保 護 し て い る 。 2 階 屋 根 北 面 に も 東 半 に 亜 鉛 鉄 板 の 覆 い に よ る 屋 根 保 護 が

行 わ れ て い る 。 ま た 、 外 壁 は 黒 漆 喰 等 に よ る 仕 上 げ が 残 る が 、 多 く は 黒 色 の 亜 鉛

鉄 板 に よ る 覆 い が な さ れ る が 、 こ れ ら の 修 理 時 に 取 り 外 し て 木 部 等 の 状 況 を 見 極

め な が ら 旧 状 に 戻 し て い く べ き で あ る 。

　 　 　 　 　  事 務 室 は 、 当 初 の 状 況 か ら 改 変 さ れ て い る 部 分 も あ る が 、 事 務 所 と し て 機 能 し て

い た 戦 前 の 状 況 は 概 ね 保 た れ て い る 。 和 室 座 敷 の 床 壁 等 は 聚 楽 土 風 の 仕 上 げ だ が
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歪 み ・ 浮 き が あ る た め 塗 り 替 え が 必 要 と な る 。 枚 数 が 不 足 す る 建 具 は 復 原 整 備 す

る 必 要 が あ る 。 ２ 階 の 現 展 示 室 は 、 改 変 が 著 し く 、 南 側 壁 を は じ め 後 補 の 内 壁 を

外 し た 際 に 痕 跡 調 査 か ら 可 能 な 限 り 旧 状 に 復 す る こ と が 好 ま し い 。

　 　 　 　 　  建 物 内 に 電 気 が 引 き 込 ま れ て い る が 、 配 線 等 の 老 朽 化 が み ら れ る た め 、 再 整 備 が

必 要 。

④ 土 蔵 　 　  内 壁 ・ 柱 に つ い て は 健 全 な 部 分 が 多 い が 、 １ 階 基 礎 付 近 の 土 台 ・ 床 に 腐 食 ・ 蟻 害

が 顕 著 。 外 壁 は 、 雨 除 庇 ・ 黒 漆 喰 ・ な ま こ 壁 ・ 洗 出 し の 欠 損 ・ 剥 落 が み ら れ 、 芯

材 が 露 出 す る 部 分 も み ら れ る 。 蔵 前 に は 西 側 に 塀 を 持 つ 下 屋 が 付 属 し て い た が 、

屋 根 の 一 部 分 が 残 存 す る の み と な っ て お り 、 防 火 扉 等 の 劣 化 を 防 ぐ た め に も 復 原

修 理 が 必 要 で あ る 。 東 壁 に は 付 属 小 屋 の 屋 根 痕 ・ 柱 が 残 存 し て い る 。

⑤ 新 小 屋 　  外 観 に お い て 、 南 西 端 に わ ず か な が ら 不 動 沈 下 に よ る 構 造 材 ・ 屋 根 の 撓 み が み ら

れ る 。 壁 は 、 本 来 腰 壁 に 砂 モ ル タ ル 塗 、 壁 に 漆 喰 塗 ・ 下 見 板 張 の 仕 様 だ が 欠 損 箇

所 も 多 く 、 東 壁 ・ 南 壁 を 中 心 に 亜 鉛 鉄 板 が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 北 側 の 前 倉 庫 と

の 間 は 、 昭 和 2 3 ( 1 9 4 8 ) 年 の 航 空 写 真 で は 空 間 で あ っ た が 、 そ の 後 、 両 建 物 の 柱

を 繋 い で 波 板 亜 鉛 鉄 板 を 被 せ 下 屋 を 施 し て い る 。 １ 階 の 北 壁 部 分 は 、 本 来 の 壁 を

外 し て 出 入 り の し や す い 柱 の み に 改 造 さ れ て い る 。 １ 階 南 壁 部 分 は 、 当 初 窓 は ほ

と ん ど な か っ た が 、 後 年 窓 状 に 開 け ら れ 半 透 明 の 塩 ビ 波 板 で 塞 が れ て お り 、 採 光

の た め と 思 わ れ る 。 ２ 階 へ の 階 段 は 、 当 初 北 壁 に 接 し て 西 寄 り に 造 ら れ て い た が 、

西 壁 寄 り に 移 設 さ れ 、 当 初 の 跡 部 分 は 合 板 で 塞 い で い る 。

　 　 　 　 　  建 物 内 に 電 気 が 引 き 込 ま れ て い る が 、 配 線 等 の 老 朽 化 が み ら れ る た め 、 再 整 備 が

必 要 。

⑥ 前 倉 庫 　  屋 根 は 桟 瓦 葺 の 上 を 波 板 亜 鉛 鉄 板 で 覆 っ て お り 、 残 存 す る 桟 瓦 葺 や 部 分 後 補 の セ

メ ン ト 瓦 の 全 容 は 明 ら か で は な い 。 修 理 時 の 亜 鉛 鉄 板 取 り 外 し の 際 に 確 認 し 当 初

の 状 況 に で き る だ け 復 す べ き で あ る 。 外 壁 は 四 周 漆 喰 塗 で あ る が 、 多 く は 亜 鉛 鉄

板 で 覆 わ れ 、 残 存 す る 漆 喰 も 剥 落 し た 部 分 が 多 い 。 天 井 ・ 内 壁 は 、 後 年 保 温 等 の

た め プ リ ン ト 合 板 張 り と し て い る が 、 当 初 は 小 屋 あ ら わ し で あ っ た と 思 わ れ 、 小

屋 組 等 の 保 存 状 況 は 良 好 で あ る 。

　 　 　 　 　  建 物 内 に 電 気 が 引 き 込 ま れ て い る が 、 配 線 等 の 老 朽 化 が み ら れ る た め 、 再 整 備 が

必 要 。

⑦ 中 倉 庫 　  屋 根 は 、 燻 瓦 や 赤 津 瓦 等 の 陶 器 瓦 が 用 い ら れ て い る が 、 破 損 ・ 欠 損 し た も の も 多

く 、 湿 気 の 多 い 北 壁 付 近 を 中 心 に 雨 漏 り 等 に よ り 屋 根 が 下 地 ご と 抜 け て い る 部 分

が み ら れ る 。 屋 根 ・ 小 屋 組 を 支 え る 柱 も 細 く 、 腐 朽 す る も の も 多 く 早 急 に 応 急 的

な 措 置 で あ れ 保 護 措 置 を 講 ず る 必 要 が あ る 。 東 側 外 面 を 中 心 に 横 板 張 が み ら れ る

が 、 抜 け 落 ち た 部 分 も 多 い 。

　 　 　 　 　  建 物 内 に 電 気 が 引 き 込 ま れ て い る が 、 配 線 等 の 老 朽 化 が み ら れ る た め 、 再 整 備 が

必 要 。

⑧ 奥 倉 庫 　  屋 根 は 、 野 地 板 に 防 水 シ ー ト を 挟 ん で 波 板 亜 鉛 鉄 板 が 打 ち つ け ら れ て い る の み

で あ る 。 当 初 は 桟 瓦 葺 で あ っ た 可 能 性 も あ る が 、 葺 材 に つ い て は 保 存 修 理 の 際 に

要 検 討 で あ る 。 壁 は 土 壁 で 歪 み ・ 浮 き が あ り 、 剥 離 ・ 崩 壊 直 前 の 部 分 も み ら れ る 。

特 に 西 妻 壁 は 、 細 い 貫 が 1 本 み ら れ る の み で 、 内 側 に 倒 れ こ ん で く る こ と も 懸 念
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さ れ る 。

　 　 　 　 　  建 物 内 に 電 気 が 引 き 込 ま れ て い る が 、 配 線 等 の 老 朽 化 が み ら れ る た め 、 再 整 備 が

必 要 。

⑨ 塀 　 　 　  屋 根 頂 部 の 棟 瓦 が 剥 が れ て い る 部 分 も 南 東 ・ 南 西 部 で 広 く み ら れ 、 雨 水 の 浸 透 に

よ り 崩 壊 の 危 険 性 も あ る 。 壁 は 黒 漆 喰 、 外 側 腰 壁 は ナ グ リ 仕 上 げ の 竪 板 張 が よ く

残 っ て い る も の 、 剥 落 欠 損 す る 部 分 も 多 い 。 内 側 の 腰 壁 は 杉 皮 に よ る 網 代 張 が み

ら れ る が 、 ず れ た り 欠 失 す る 部 分 も 多 い 。

（２）耐震診断

　 平 成 2 8 ( 2 0 1 6 ) 年 度 実 施 の 地 質 調 査 で 、 中 倉 庫 西 側 の ボ ー リ ン グ 調 査 地 点 で は 、 G L - 1 . 0 0

～ 1 . 5 5 ｍ で N 値 1 未 満 の 非 常 に 軟 弱 な 地 盤 が 確 認 さ れ て い る 。 瀬 戸 市 の 防 災 ガ イ ド マ ッ プ

で は 、 液 状 化 危 険 度 は 「 低 い 」 と さ れ て い る が 、 敷 地 の 東 側 を 流 れ る 沢 筋 を 中 心 に 形 成 さ れ

た 敷 地 の 地 盤 は 、 丘 陵 下 の 谷 地 に 砂 礫 ・ 粘 土 層 が 堆 積 し て 形 成 さ れ た 沖 積 地 ( 谷 底 平 野 ) で

あ り 、 構 造 物 の 基 礎 を 検 討 す る 場 合 、 こ の 点 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。

　 ま た 、 平 成 2 8 ・ 2 9 ( 2 0 1 6 ・ 1 7 ) 年 度 に 実 施 し た 耐 震 診 断 等 準 備 調 査 と し て の 旧 山 繁 商 店

建 造 物 群 の 詳 細 調 査 結 果 よ り 全 建 造 物 に つ い て 、 修 理 計 画 に 基 づ い た 限 界 耐 力 計 算 が 必 要 と

さ れ 、 検 討 委 員 会 の 木 質 構 造 の 専 門 家 の 指 摘 に よ り 、 構 造 補 強 の 必 要 性 が 認 め ら れ た 。 本 建

造 物 群 の 構 造 補 強 に つ い て は 、 通 常 の 限 界 耐 力 計 算 の み な ら ず 個 々 の 建 物 の 構 造 特 性 に 応 じ

て 耐 震 性 を 把 握 し 、 保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 会 委 員 の 指 導 の も と に 、 修 理 ・ 耐 震 補 強 工 事 設 計

を 逐 次 行 う 必 要 が あ る 。

（ ３ ） 改 修 計 画

ア 　 現 況 調 査

　 平 成 2 8 ・ 2 9 ( 2 0 1 6 ・ 1 7 ) 年 度 に 、 耐 震 診 断 等 準 備 調 査 と し て 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 詳 細

調 査 が 行 わ れ 、 各 建 造 物 の 形 状 ・ 仕 様 ・ 損 傷 ・ 痕 跡 ・ 柱 の 沈 下 傾 斜 等 に 関 す る 図 面 、 及 び 痕

跡 調 査 表 、 損 傷 調 査 表 、 復 原 平 面 図 （ 巻 末 資 料 1 ） が 作 成 さ れ て い る 。

イ 　 建 造 物 の 形 式 の 変 遷 に つ い て　（第２表参照）

① 　 離 れ   ・  ⑨   塀

　 離 れ 及 び 塀 は 一 体 と し て 建 造 及 び 改 修 ・ 修 理 が 行 わ れ て き た と 考 え ら れ る た め 、 こ こ で は

ま と め て 記 載 す る 。 現 況 調 査 に よ り 、 建 造 さ れ た 明 治 2 2 ( 1 8 8 9 ) 年 頃 の 段 階 （ 巻 末 資 料  １ 建

造 物 実 測 図 （ 以 下 「 実 測 図 」 と 記 載 す る ） P 3 ） は 、 1 階 の 北 西 に 付 属 す る 雪 隠 は 存 在 せ ず 、

玄 関 ・ 奥 の 水 回 り は 三 和 土 土 間 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 2 階 南 西 の 四 畳 半 部 屋 も 、 現 状 は 茶

室 の 痕 跡 が み ら れ る が 、 当 初 は 茶 室 で は な か っ た も の と 考 え ら れ る 。

　 1 階 の 雪 隠 や 2 階 の 茶 室 の 造 営 は 当 初 の も の で は な く 、 お そ ら く は 3 度 皇 族 ・ 公 族 の 来 訪

が な さ れ た 最 初 の 明 治 4 4 ( 1 9 1 1 ) 年 梨 本 宮 守 正 王 来 訪 時 に な さ れ た も の と 考 え ら れ る 。戦 後 、

山 繁 商 店 の 従 業 員 の 宿 舎 と し て 利 用 さ れ た た め 、 1 階 の 玄 関 奥 に 風 呂 ・ 台 所 な ど の 水 回 り が

大 き く 改 修 ・ 増 設 さ れ た 。 な お 、 水 回 り の 洗 面 所 等 は 仕 口 の 古 い も の も あ り 、 解 体 修 理 時 に

詳 細 な 検 討 を 要 す る 。
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　 塀 は 、 全 体 と し て 建 造 後 に 大 き く 改 変 さ れ た 状 況 は み ら れ な い 。 南 西 面 に 1 間 幅 の 開 口 痕

跡 が あ り 、 離 れ の 改 修 工 事 等 の 際 に 開 口 し た も の で あ ろ う か （ 実 測 図 P 3 6 ）。

② 　 事 務 所

　 昭 和 1 4 ( 1 9 3 9 ) 年 に 開 通 し た 「 池 田 通 り 」（ 現  県 道 定 光 寺 山 脇 線 ） に 面 し て 、 戦 後 間 も な

い 昭 和 2 2 ( 1 9 4 7 ) 年 に 建 造 さ れ た 事 務 所 は 、 戦 後 の 山 繁 商 店 の 表 玄 関 と し て 事 務 室 ・ 応 接 室

が 当 初 に 建 て ら れ た 。 背 後 の 廊 下 ・ 台 所 ・ 洗 面 ・ 便 所 に つ い て は 、 事 務 所 の 機 能 拡 充 の た め

に 後 年 増 築 さ れ た も の と み ら れ る 。 当 初 、 壁 面 は 漆 喰 塗 等 に よ る も の で 瓦 葺 建 物 で あ っ た が 、

廊 下 等 の 増 築 以 降 に 屋 根 ・ 南 東 北 壁 面 を 亜 鉛 鉄 板 で 覆 っ て い る （ 実 測 図 P 7 ）。

③ 　 旧 事 務 所

　 江 戸 時 代 以 前 か ら の 山 裾 の 本 通 り に 面 し た 山 繫 商 店 敷 地 南 西 に は 大 正 ３ ( 1 9 1 4 ) 年 に ２ 階

建 の 本 建 造 物 が 建 造 さ れ 、 昭 和 2 2 ( 1 9 4 7 ) 年 に 敷 地 東 側 に 新 た な 事 務 所 が 建 造 さ れ る ま で 事

務 所 と し て 機 能 し て い た （ 実 測 図 P 1 2 ）。 当 初 、 1 階 西 側 土 間 は 延 石 の 存 在 か ら そ の 上 に 設

け ら れ て い た で あ ろ う カ ウ ン タ ー で 待 合 と 事 務 室 が 仕 切 ら れ て い た も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、

前 室 北 面 に 開 口 し て い る 出 入 口 は 、 当 初 の も の で な く 、 事 務 所 と し て 機 能 し て い た 時 期 に 設

け ら れ た も の と み ら れ 、西 側 の 土 間 と 北 口 と を そ の ま ま 繋 ぐ よ う に 1 間 半 の 土 間 と し て い る 。

前 室 床 面 は 畳 敷 の 設 え と な っ て い る が 、 当 初 は 板 張 で あ っ た 可 能 性 が あ る 。 1 階 東 側 の 便 所

と 内 側 に 続 く 廊 下 は 後 年 の 増 設 ・ 改 修 に よ る 。 平 成 ７ ( 1 9 9 5 ) 年 に は 、 ２ 階 内 装 の 大 幅 な 改

修 工 事 を 行 い 、 真 壁 な い し 窓 を も っ て い た 南 壁 面 を 塞 ぎ 、 商 品 展 示 場 と し て い る 。

④ 　 土 　 蔵

　 主 屋 北 西 に 隣 接 し て 明 治 3 6 ( 1 9 0 3 ) 年 に 建 造 さ れ た 土 蔵 は 、 道 具 蔵 で あ っ た と 思 わ れ 、 当

初 1 階 室 内 の 西 側 に あ っ た 棚 が 後 に 撤 去 さ れ た り 、 1 階 内 壁 に 付 柱 が 設 け ら れ た り す る 小 規

模 な 改 変 は 認 め ら れ る も の の 、 建 造 当 初 か ら 大 き な 改 変 は 行 わ れ て い な い （ 実 測 図 P 1 6 ）。

⑤ 　 新 小 屋

　 大 正 3 ( 1 9 1 4 ) 年 、 旧 事 務 所 と 同 時 期 に 建 造 さ れ た 新 小 屋 は 、 以 降 本 建 造 物 群 の 中 で も 最

も 長 く 木 造 2 階 建 倉 庫 と し て 機 能 し た 建 造 物 で あ る 。 土 蔵 造 の 新 小 屋 は 、 当 初 か ら 外 観 上 に

大 き な 変 化 は み ら れ な い 。 北 側 に 前 倉 庫 と 梁 材 を 掛 け 渡 し た 下 屋 が 設 け ら れ て い る が 、 昭 和

2 3 ( 1 9 4 8 ) 年 の 航 空 写 真 に は 確 認 さ れ ず 、 戦 後 の 増 築 で あ る 。 東 側 に は 水 路 の 形 に 合 わ せ て

拡 張 し た 下 屋 を も つ が 、 当 初 の も の で は な い 可 能 性 が あ る 。

　 倉 庫 と し て 使 用 さ れ 続 け る 中 で 、 最 終 的 に は 北 側 の 壁 の 多 く は 撤 去 さ れ 、 １ 階 部 分 は 前 倉

庫 と の 間 の 渡 り 部 分 と 一 体 化 し て 広 く 使 用 さ れ て い る が 、 当 初 は 西 側 １ 間 半 分 は 土 壁 に よ っ

て 仕 切 ら れ 、 北 側 引 戸 の み を 出 入 口 と す る 蔵 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 ２ 階 に 繋 が る 階 段 は 、

現 在 の 西 端 の も の が 当 初 で は な く 、 北 側 中 央 西 寄 り に 痕 跡 が み ら れ る た め １ 階 蔵 の 仕 切 り の

そ ば に 設 け ら れ て い た と 考 え ら れ る 。 １ 階 南 面 の 窓 や 明 り 取 り の 半 透 明 ビ ニ ー ル 板 部 分 は 、

当 初 す べ て 土 壁 で あ り 、 開 口 部 は な か っ た も の と 考 え ら れ る （ 実 測 図 P 2 0 ）。

⑥ 　 前 倉 庫 　

　 小 屋 組 に 古 材 を 用 い た 前 倉 庫 は 昭 和 2 2 ( 1 9 4 7 ) 年 の 登 記 年 で あ る が 、 そ れ 以 前 か ら の も の

で あ る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 新 小 屋 と と も に 最 終 段 階 ま で 倉 庫 ・ 荷 造 り 場 と し て 使 用 さ れ た 。

当 初 桟 瓦 葺 屋 根 で あ っ た が 、 東 側 壁 等 と と も に 亜 鉛 鉄 板 で 覆 わ れ 、 内 部 は 当 初 小 屋 あ ら わ し

で あ っ た も の が 、 プ リ ン ト 合 板 張 り の 天 井 を 設 け 、 床 を 合 板 張 と し て い る （ 実 測 図 P 2 5 ）。
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第２表　旧山繁商店　関連年表  (『瀬戸市歴史的建造物実測調査報告書』より作成 )

⑦ 　 中 倉 庫

　 ト ラ ス 小 屋 組 の 中 倉 庫 は 、 簡 易 な 留 め 具 に よ り 、 古 材 も 多 く み ら れ る 継 い だ 梁 材 を 用 い て

お り 、 物 資 の 整 わ な か っ た 時 代 の 建 造 物 で あ る こ と が わ か る 。 前 倉 庫 同 様 昭 和 2 3 ( 1 9 4 8 ) 年

の 航 空 写 真 で そ の 存 在 を 確 認 す る こ と が で き る 。 東 側 に 増 設 さ れ た 下 屋 に は 、 大 き な 変 電 器

が 設 置 さ れ 、 戦 後 電 気 窯 を 設 置 し 上 絵 付 け 工 程 を 行 っ た 際 に 増 設 さ れ た 建 物 で あ る と 考 え ら

れ る （ 実 測 図 P 2 9 ）。

⑧ 　 奥 倉 庫

　 波 形 亜 鉛 鉄 板 葺 の 奥 倉 庫 は 昭 和 2 3 ( 1 9 4 8 ) 年 の 航 空 測 量 写 真 で は 建 造 が 確 認 で き ず 、 登 記

さ れ た 昭 和 2 5 ( 1 9 5 0 ) 年 の 建 造 と 考 え ら れ る 。 南 西 部 を 除 く 床 面 に み ら れ る 合 板 張 は 後 補 と

考 え ら れ る が 、 小 屋 組 等 は 当 初 の ま ま と 考 え ら れ る （ 実 測 図 P 3 3 ）。 屋 根 に は 、 野 地 板 が み

ら れ る た め 当 初 よ り 亜 鉛 鉄 板 葺 で あ っ た か ど う か は 、 修 理 部 分 解 体 時 等 に 検 討 を 要 す る 。

（ ４ ） 改 修 方 針

　 基 本 的 に 部 分 ・ 部 位 の 取 り 扱 い は 文 化 財 と し て の 価 値 に 配 慮 し て 、 第 2 章 で 定 め た 保 護 の

方 針 に 従 い 、 か つ 時 代 ご と に 特 徴 的 な 造 作 を 残 す 。 そ の 上 で 、 耐 震 性 能 の 向 上 と 活 用 の 内 容
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に 配 慮 す る 。 復 原 の 時 代 設 定 は 、 各 建 造 物 の 建 造 段 階 を 主 と し 、 場 合 に よ っ て 顕 著 な 歴 史 的

改 変 段 階 も 加 味 す る 。 大 ま か な 間 取 り は 以 下 の と お り と す る ( 巻 末 資 料 　 １ 建 造 物 実 測 図 、

２ 保 護 方 針 図 、 ３ 保 存 管 理 計 画 表 ・ 写 真  参 照 ) 。

① 離 れ ・ ⑨ 塀

・離 れ 及 び 塀 は 明 治 2 2 ( 1 8 8 9 ) 年 の 建 造 当 初 の 復 原 平 面 及 び 痕 跡 調 査 結 果 を 基 に し て 、 玄 関・

玄 関 奥 を 土 間 に 戻 し 、 東 面 の 明 り 取 り に 開 け ら れ た ガ ラ ス 窓 及 び １ 階 水 廻 の 増 築 部 分 は 建

造 当 初 の 旧 状 に 戻 す 。

・ 離 れ の 明 治 末 か ら 昭 和 初 期 の 皇 族 ・ 公 族 逗 留 時 に 改 変 さ れ た と 推 定 さ れ る ２ 階 茶 室 ・ 雪 隠

は 歴 史 的 ・ 意 匠 的 価 値 を 有 す る こ と か ら 、 そ の 改 変 時 の 状 況 を 保 つ 。

・ 塀 は 離 れ 建 造 と 同 時 期 に 建 造 さ れ た も の と 思 わ れ る 。 市 道 に も 面 し て い る た め 、 耐 震 補 強

等 に つ い て 十 分 検 討 し た 上 で 、 劣 化 部 分 の 部 材 を 取 り 替 え 当 初 の 状 況 を 保 つ 。

② 事 務 所

・ 当 初 に み ら れ な か っ た 屋 根 、 及 び 南 ・ 東 ・ 北 面 に 覆 わ れ て い る 亜 鉛 鉄 板 に つ い て は 、 撤 去

し 旧 状 に 戻 す 。 事 務 室 の 後 補 天 井 は 除 去 し 漆 喰 塗 天 井 に 戻 す 。 増 築 部 分 と 考 え ら れ る 廊 下・

台 所 ・ 洗 面 ・ 便 所 に つ い て は 、 活 用 計 画 に 応 じ て 管 理 エ リ ア 等 と し て 使 用 し て い く 。

③ 旧 事 務 所

・ 外 壁 の 亜 鉛 鉄 板 は 除 去 し 、 窓 等 の 開 口 部 は 残 存 す る 部 分 を 参 考 に 木 製 建 具 等 を 旧 状 に 戻 す 。

・ 内 部 は 、 1 階 の 平 面 形 状 は 当 初 か ら 改 変 さ れ た 部 分 も み ら れ る が 、 戦 前 に 事 務 所 と し て 機

能 し て い た 状 況 を 保 存 し 、 2 階 は 平 成 7 ( 1 9 9 5 ) 年 改 変 部 分 を 除 去 し 活 用 計 画 と 照 ら し 合 わ

せ 、 で き う る 限 り 旧 状 に 戻 す 。

④ 土 蔵

・ 外 壁 に 痛 み が 激 し い た め 、 蔵 前 庇 屋 根 等 を 復 原 的 に 修 理 す る 。 東 側 の 付 属 屋 根 痕 に つ い て

は 調 査 記 録 を 残 し 、 撤 去 も 含 め 保 存 修 理 の 計 画 を 立 て る 。 内 部 に 関 し て は 、 構 造 上 の 改 変

は 行 わ ず 、 活 用 計 画 と 照 ら し 合 わ せ 必 要 な 工 事 を 行 っ て い く 。

⑤ 新 小 屋

・ 1 階 北 壁 は 、 耐 震 性 向 上 の 観 点 か ら も 旧 状 に 戻 す 。 活 用 計 画 に 応 じ て 、 階 段 位 置 や 西 側 部

屋 痕 跡 に つ い て 、 倉 庫 と し て 使 用 さ れ て い た 状 況 を 保 全 し 活 か す 保 存 修 理 を 行 う 。 東 側 下

屋 の 事 務 室 は 管 理 エ リ ア 等 と し て 活 用 計 画 に 応 じ 改 修 ・ 使 用 す る 。

⑥ 前 倉 庫

・ 屋 根 や 側 壁 の 亜 鉛 鉄 板 は 除 去 し 、 旧 状 に 戻 す 。 天 井 は 小 屋 あ ら わ し と し 、 保 存 計 画 に 応 じ

て 保 存 改 修 工 事 を 行 う 。

⑦ 中 倉 庫

・ 現 在 の 梁 を 継 い だ ト ラ ス 小 屋 組 で は 建 造 物 自 体 を 永 ら く 支 え て い く こ と が 困 難 で あ る た め 、

小 屋 組 の 状 況 を 観 察 可 能 な 状 況 と し な が ら 、 建 造 物 全 体 の 補 強 を 行 う 必 要 が あ る 。 保 存 計

画 に 応 じ た 保 存 改 修 工 事 を 行 う 。

⑧ 奥 倉 庫

・ 内 部 空 間 が 広 い 本 建 造 物 の 特 性 を 活 か し 保 存 計 画 に 応 じ た 保 存 改 修 工 事 を 行 う 。 現 在 の 部

材 を 継 い だ ト ラ ス 小 屋 組 で は 建 造 物 自 体 を 支 え て い く こ と が 困 難 で あ る た め 、 小 屋 組 の 状

況 を 観 察 可 能 な 状 況 と し な が ら 、 建 造 物 全 体 の 補 強 を 行 う 必 要 が あ る 。
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第３章　環境保全計画

１　環境保全の現状と課題

（ １ ） 現 　 状

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 中 心 市 街 地 に 所 在 す る 。 中 心 市 街 地 は 旧 瀬 戸 村・瀬 戸 町 域 に あ た り 、

本 件 は こ の 区 域 の 中 で 、 西 流 す る 瀬 戸 川 の 北 側 丘 陵 裾 部 に 広 が る 北 新 谷 の 一 角 で 、 南 に 伸 び る

御 亭 山 の 尾 根 と 深 川 神 社 の 低 い 尾 根 と の 間 の 谷 戸 を 東 に 望 む 高 位 段 丘 面 に 位 置 す る 。 敷 地 の 西

側 で 、 丘 陵 裾 に 続 く 近 世 以 前 か ら の 街 路 （ 市 道 瀬 戸 側 朝 日 線 ） に 面 し 、 東 側 は 昭 和 1 4 ( 1 9 3 9 )

年 に 開 通 し た 「 池 田 通 り 」 ( 現 在 は 県 道 定 光 寺 山 脇 線 ) に 面 し て い る 。 第 １ 章 ３ ( 3 ) ウ に も あ る

よ う に 、 近 代 よ り 急 速 に 都 市 化 す る 瀬 戸 村 ・ 瀬 戸 町 に あ っ て 、 窯 屋 や 陶 磁 器 卸 問 屋 の 住 宅 が 建

ち 並 ん だ エ リ ア に あ た り 、 現 在 も 旧 山 繁 商 店 を は じ め わ ず か に 旧 家 の 住 宅 等 が 残 っ て い る 箇 所

が み ら れ る も の の 、 多 く の 敷 地 は 分 割 さ れ 戦 後 新 旧 の 住 宅 が 建 て ら れ て い る 現 状 で あ る 。

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 平 成 2 7 ( 2 0 1 5 ) 年 2 月 に 公 有 化 ( 瀬 戸 市 ) さ れ 、 あ わ せ て 敷 地

( 2 , 4 5 8 . 0 3 ㎡ ) 、 シ タノコヤ跡地 (350 .41㎡ ) も同所有となっている。

（ ２ ） 課 　 題

　 建 造 物 群 敷 地 の 西 側 ・ 北 側 は 市 道 が 接 し て お り 、 敷 地 西 側 の 出 入 口 は 明 治 ・ 大 正 期 の 表 口 で

あ っ た 。 南 側 の 尾 張 瀬 戸 駅・銀 座 通 り 商 店 街 か ら 北 上 す る 街 路 が 突 き 当 た る 離 れ 正 面 の 景 観 は 、

石 垣 の 上 に 名 栗 板 と 黒 漆 喰 が 続 く 塀 と そ の 背 後 に あ る 2 階 建 の 離 れ が 重 厚 な 存 在 感 を 持 っ て い

る 。 こ の 景 観 は 街 路 の 幅 員 が 3 m 程 度 と 狭 い た め 、 塀 や 離 れ が よ り 大 き く 感 じ ら れ 、 狭 く 曲 が

り く ね っ た 街 路 に は 、 あ ち こ ち に 近 代 和 風 建 造 物 が 面 す る 趣 の あ る 歴 史 的 景 観 を な し て い る 。

明 治 期 か ら の こ の 街 路 は 、 そ の よ う な 特 徴 を 有 し て い る が 、 歴 史 的 景 観 保 全 の 面 か ら い え ば 、

そ れ ら が 保 全 さ れ る こ と が 望 ま し い が 、 道 路 利 用 の 便 益 ・ 消 防 車 等 緊 急 車 両 の 通 行 の 点 で は 直

線 的 な 幅 員 の 広 い 道 路 も 地 域 住 民 の 中 に は 望 ん で い る 者 が い る こ と も 事 実 で あ り 、 歴 史 的 景 観

保 全 と 地 域 住 民 の 快 適 な 生 活 と の 無 理 の な い 調 整 を 図 る こ と が 求 め ら れ て い る 。

　 敷 地 北 東 を 画 す る 水 路 は 、 旧 山 繁 商 店 と 東 側 隣 接 地 裏 手 と の 間 に 挟 ま れ 、 衆 目 が 及 ば ず 清 掃

等 が 行 わ れ る 機 会 も 少 な い た め 、 ゴ ミ が 溜 ま り や す く 、 夏 場 な ど は ヘ ド ロ の 悪 臭 が 若 干 、 気 に

な る 場 面 も 見 受 け ら れ る 。

　 敷 地 東 側 は 、昭 和 1 4 ( 1 9 3 9 ) 年 に 開 通 し た 県 道 定 光 寺 山 脇 線（ 通 称「 池 田 通 り 」）に 接 し 、戦 中・

戦 後 の ト ラ ッ ク 搬 入 出 に 対 応 し た 表 口 と な っ た 。 事 務 所 と 池 田 通 り と の 間 に は 立 ち が 高 く 成 長

し た 生 垣 が あ る が 、 事 務 所 と 通 り と の 間 が そ れ ほ ど 広 く な い こ と に 加 え 、 長 期 に わ た り 手 入 れ

を さ れ て い な い こ と か ら 、 生 垣 は 大 き く 成 長 し 道 路 に は み 出 て し ま う ほ ど 繁 茂 し て い る 。 事 務

所 西 側 の シ ュ ロ 等 が 高 木 化 し て い る 状 況 と と も に 、 如 何 に ボ リ ュ ー ム を コ ン ト ロ ー ル し て い く

か が 課 題 と な る 。 池 田 通 り は 北 西 方 向 に 愛 知 県 陶 磁 器 工 業 協 同 組 合 の 陶 土 採 掘 場 や 水 野 地 区 に

抜 け て い く 県 道 で あ り 、自 家 用 車 の み な ら ず ト ラ ッ ク 等 大 型 車 両 も 頻 繁 に 往 来 す る 。 こ の た め 、

池 田 通 り で は 、 交 通 事 故 の 危 険 性 も は ら ん で お り 、 可 能 性 と し て 例 え ば 敷 地 南 部 の 空 き 地 を 中

心 と し た エ リ ア に 駐 車 場 を 設 置 す る の で あ れ ば 、 車 で 来 た 来 訪 者 が 駐 車 場 か ら 直 接 保 存 区 域 や

保 全 区 域 の あ る 敷 地 中 心 部 に 入 場 で き る よ う に な る こ と が 好 ま し い と 考 え ら れ る 。
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２　環境保全の基本方針

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 公 有 化 さ れ た 歴 史 的 建 造 物 群 で あ り 、 近 代 の 陶 磁 器 卸 問 屋 と し て の

価 値 を 維 持 し な が ら 保 存 し 、 さ ら に 中 心 市 街 地 活 性 化 の 拠 点 施 設 と し て 活 用 を 図 り 、 公 共 財 と

し て 瀬 戸 市 民 内 外 に 親 し ま れ る 施 設 と な る こ と が 求 め ら れ て い る 。 こ の た め 、 歴 史 的 建 造 物 群

と し て の 価 値 を 損 な う こ と な く 、 活 用 し て い く た め の 保 存 整 備 の 折 り 合 い を 如 何 に つ け て い く

か が 環 境 保 全 上 の 課 題 で あ り 、 両 者 の 検 討 を 常 に 行 い な が ら 各 建 造 物 及 び そ の 周 辺 の 環 境 保 全

を 行 っ て い く 必 要 が あ る 。

旧山繁商店の外観（西より）
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３　区域の区分と保全方針

　 現 在 、 公 有 化 さ れ て い る 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 及 び そ の 敷 地 ・ 隣 接 地 に つ い て 、 区 分 と 保 全 方

針 を 定 め る （ 第 ７ 図 ）。

（ １ ） 保 存 区 域

　 保 存 区 域 は 、 登 録 文 化 財 9 棟 の 立 地 す る 区 域 で あ る 。 こ の 区 域 内 で は 建 造 物 等 の 新 築 ・ 増 築

及 び 土 地 の 形 質 の 変 更 は 、 原 則 と し て 行 わ な い 。

（ ２ ） 保 全 区 域

　 保 全 区 域 は 、 ９ 棟 の 建 造 物 が 立 地 す る 保 存 区 域 に 隣 接 す る 区 域 で 、 歴 史 的 な 景 観 や 環 境 を 保

全 す る 。 こ の 区 域 で は 建 造 物 等 の 新 築 ・ 改 築 及 び 土 地 の 形 質 の 変 更 は 、 原 則 と し て 当 該 文 化 財

建 造 物 の 管 理 及 び 活 用 も し く は 防 災 上 必 要 な 場 合 に 限 る 。

　敷地北西境には、離れ南及び西側を囲む板・黒漆喰塀と同様な塀が延びていたものと考えら

れるが、現在は鉄角柱を芯材として塩ビ波板を外面に取り付けた塀に変えられている。外縁の

街路からの景観や、敷地内からの景観を良好にするためには、板塀・漆喰塀に戻すないしそれ

らに類した塀に変えていく方法が考えられる。

　離れ北面は、かつて西側塀や北側の母屋、東側の渡り廊下で囲まれた庭空間をなしていた。

現在も北面は、柱等に数寄屋風の意匠で統一され、下屋の瓦屋根も小振りで瀟洒なものを使用

している。離れ北西に付属する便所も元々は下屋庇に檜皮葺屋根を用いており、現在広い中庭

状空間をなしている主屋跡地には、これらの旧中庭の景観も考慮した保存活用が好ましい。

　敷地中央に南北に４棟の倉庫が建ち並んでいる西側妻部には、後付の広い庇が続いている。

これらは、登録文化財となっておらず、倉庫群の利活用のためには撤去も含め大幅な改修を行

うことが考えられるが、隣接する各倉庫間の渡り屋根ともあわせ防火・防災上の問題を解決し

ながら、卸問屋の倉庫外縁の作業空間としての趣を一部にでも感じられるような配慮を必要と

する。

　前倉庫や事務所からは東側敷地の建物が隣接しており、両者の間には遮蔽物がなく、隣接地

建物の裏手が露わである。旧山繁商店建造物群の歴史的景観を保全し、隣地住民のプライバシー

保護をなすためには、景観に配慮した塀を設置する必要がある。

（ ３ ） 整 備 区 域

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 活 用 の た め に 必 要 な 施 設 の 整 備 を 行 う こ と の で き る 、 旧 事 務 所 ・ 新 小

屋 ・ 事 務 所 の 南 側 隣 接 地 を 整 備 区 域 と し た 。 活 用 の た め の 施 設 と し て 駐 車 場 等 を 整 備 す る こ と

を 検 討 す る 。 駐 車 場 と し て の 来 訪 者 の 利 便 性 を 確 保 す る と と も に 、 火 災 等 の 罹 災 時 の 緊 急 車 両

の 入 場 ・ 活 動 を 可 能 と す る た め に は 、 で き る だ け 広 い 敷 地 を 確 保 し 一 体 と し て 整 備 す る こ と が

望 ま れ る 。

　新小屋と事務所の間に下水路が北から南に向かって伸びており、側壁の一部に窯垣である部

分も残されている。この水路敷は、池田通りから高い位置に存しており、駐車場整備との十分

な調整が必要と考えられる。
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第７図　旧山繁商店保存管理区域図（S=1/400）
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４　環境整備計画

（ １ ） 活 用 に 向 け た 環 境 整 備 が 必 要 な 事 項

ア 　 衛 生 設 備 及 び 排 水 路 の 整 備

　 現 状 で は 、 敷 地 内 に ２ か 所 の 水 洗 ト イ レ ( 合 併 浄 化 槽 ) 及 び ３ か 所 の 水 道 施 設 が あ る が 、

部 分 的 に ひ び 割 れ が 入 っ て い た り し て 将 来 に わ た り 、 そ の ま ま で は 利 用 し て い く こ と が 困 難

な 状 態 で あ る た め 、 比 較 的 新 し い 設 備 で 利 用 で き る も の は 積 極 的 に 利 用 す る が 、 老 朽 化 し て

い る も の は 利 便 性 向 上 の た め 活 用 計 画 に あ わ せ て 撤 去 ・ 取 替 ・ 新 設 す る 。

　 ま た 、 敷 地 内 で の 雨 水 ・ 湧 水 、 合 併 浄 化 槽 や 水 道 利 用 時 の 排 水 を 処 理 す る 敷 地 内 の 排 水 路

は 経 年 劣 化 し 、 新 小 屋 南 側 は ビ ニ ー ル パ イ プ が む き 出 し と な っ て お り 景 観 上 も 好 ま し く な い 。

こ の た め 、 駐 車 場 整 備 時 に あ わ せ て 排 水 管 の 地 中 埋 設 等 を 行 い 、 機 能 の 保 全 を 図 る 。

イ 　 駐 車 ス ペ ー ス の 確 保

　 駐 車 ス ペ ー ス が 、 事 務 所 北 側 や 南 側 シ タ ノ コ ヤ 跡 部 分 の 合 計 1 0 台 程 度 の 駐 車 ス ペ ー ス の

み で あ る 。 今 後 、 来 訪 者 の 動 向 予 測 に よ っ て 駐 車 場 の 要 不 要 を 検 討 す る 必 要 が あ り 、 将 来 的

に 更 な る 駐 車 ス ペ ー ス が 必 要 と な っ た 場 合 、 そ の 確 保 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。 例 え ば 、 計 画 区

域 の 南 側 隣 接 地 ( 第 7 図 の 「 計 画 検 討 区 域 」 ) を 用 地 取 得 し 、「 シ タ ノ コ ヤ 」 跡 の ス ペ ー ス と

と も に 駐 車 場 と し 、 県 道 定 光 寺 山 脇 線 （ 池 田 通 り ） か ら の 自 動 車 の 乗 り 入 れ を 可 能 と す る こ

と が で き れ ば 、 2 0 台 以 上 の 駐 車 ス ペ ー ス の 拡 大 が な さ れ 、 狭 い 西 側 市 道 か ら の 出 入 を 避 け て

車 両 の 出 入 り が ス ム ー ズ と な る 。 こ の 駐 車 ス ペ ー ス に つ い て は 、 災 害 時 の 大 型 緊 急 車 両 の 乗

り 入 れ や 地 域 の 災 害 避 難 場 所 等 に 活 用 す る こ と が で き る 。

ウ 　 案 内 板 の 設 置

　 現 状 で は 旧 山 繁 商 店 及 び 建 造 物 群 に 関 す る 案 内 板 の 設 置 は な い 。 東 側 の 県 道 定 光 寺 山 脇 線

（ 池 田 通 り ） か ら の 自 動 車 等 に よ る 入 場 や 、 西 側 の 市 道 背 戸 側 朝 日 線 か ら の 歩 行 者 等 の 来 訪 者

へ の 誘 導 標 識 と あ わ せ て 案 内 板 を 設 置 す る こ と が 求 め ら れ る 。 案 内 板 の 設 置 に 際 し て は 、 敷

地 内 及 び 周 囲 の 歴 史 的 景 観 を 損 な わ な い よ う な 配 慮 が 必 要 と な る 。

エ 　 主 屋 跡 地 の 活 用

　 主 屋 跡 地 に は 約 2 0 0 ㎡ の 広 場 空 間 が 存 す る 。 屋 外 イ ベ ン ト を 実 施 す る こ と が 可 能 な 空 間 と

し て 、 隣 接 す る 離 れ 北 面 の 意 匠 を 活 か す な ど 周 囲 の 景 観 保 全 に 配 慮 し な が ら 保 存 活 用 の 方 法

を 検 討 す べ き で あ る 。

（ ２ ） 維 持 の 上 で 必 要 な 事 項

ア 　 周 辺 樹 木 の 管 理

　 事 務 所 西 側 に 植 え ら れ た 高 木 群 や 事 務 所 東 側 の 元 生 垣 の 植 木 等 は 、 倒 木 や 道 路 敷 へ 越 境 し

て し ま う 将 来 的 な リ ス ク を 考 慮 し 、 大 幅 に 整 備 す る 必 要 が あ る 。 整 備 後 は 、 新 た な 植 栽 を 考

慮 し つ つ 市 街 地 内 の 貴 重 な 憩 い の 場 と し て 、 建 造 物 群 の 保 存 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い 範 囲 で コ

ン ト ロ ー ル し て い く こ と が 求 め ら れ る 。
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５　建造物の区分と保護の方針

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 及 び そ の 周 辺 の 建 造 物 に つ い て 、 以 下 の よ う に 区 分 し 保 護 の 方 針 を 定 め

る （ 第 ８ 図 ）。

（ １ ） 保 存 建 造 物

　 登 録 文 化 財 9 棟 を 対 象 と す る 。 保 護 の 方 針 は 、 本 計 画 第 2 章 に 詳 述 す る 。

（ ２ ） 保 全 建 造 物

　 文 化 財 建 造 物 で あ る 新 小 屋 と 前 倉 庫 と の 間 に 架 け ら れ た 屋 根 は 、 保 全 建 造 物 と 一 連 で 保 全 を

図 る こ と が 望 ま し い 建 造 物 で あ る 。 防 火 ・ 防 災 の 観 点 か ら 、 保 存 建 造 物 と 接 し た り 組 み 合 っ た

り し て い る 部 分 の 切 り 離 し 等 も 含 め 、 大 幅 な 仕 様 の 変 更 も 必 要 で あ る 。 し か し な が ら 、 倉 庫 群

の 間 を 連 携 し て 倉 庫 を 補 完 す る 作 業 空 間 を 持 っ て い た 歴 史 的 経 緯 や 、 広 い 各 倉 庫 を 利 活 用 す る

上 で そ れ ら の 空 間 を 連 携 す る べ き 機 能 的 役 割 を 考 慮 し た 設 計 ・ 施 工 が 必 要 と な る 。

（ ３ ） そ の 他 建 造 物

　敷地北西境には、離れ南及び西側を囲む板・黒漆喰塀と同様な塀が伸びていたものと考えら

れるが、現在は鉄角柱を芯材として塩ビ波板を外面に取り付けた塀に変えられている。外縁の

街路からの景観や、敷地内からの景観を良好にするためには、板塀・漆喰塀に戻すかそれらに

調和的な塀に修景していく。

　前倉庫・中倉庫・奥倉庫の西側妻を繋ぐ屋根、前倉庫と中倉庫の間の屋根、中倉庫と奥倉庫

の間の屋根、旧事務所と新小屋の屋根は垂木に塩ビ波板を取り付けたのみの簡易な屋根である。

これらの屋根は、塩ビ波板では長期の耐久性も弱く、（2）の保全建造物の屋根同様、保存建造

物との組み合った部分の切り離しも含め、周囲の景観を損ねることなく、保存活用する上で耐

久性のある安全な仕様で付け替えるか、あるいは撤去する必要がある。

イ 　 保 存 管 理 区 域 東 側 水 路 に 求 め ら れ る 維 持 管 理

　 奥 倉 庫 か ら 新 小 屋 に か け て そ れ ら の 東 側 に 隣 接 す る 水 路 は 、 瀬 戸 市 用 地 で あ り 維 持 管 理 も

瀬 戸 市 が 行 っ て い る 。 旧 山 繁 商 店 の 居 心 地 の 良 い 快 適 な 環 境 を 形 成 す る た め に は 、 管 理 区 域

内 を 清 浄 に 保 つ こ と の み な ら ず 、 こ の 隣 接 す る 水 路 に つ い て 、 雨 水 ・ 生 活 排 水 等 が 滞 水 す る

な ど し て 異 臭 を 放 つ こ と が な い よ う 適 切 に 維 持 管 理 さ れ る こ と が 必 要 で あ る 。
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６　防災上の課題と対策

（ １ ） 防 災 上 の 課 題 と 対 策

ア 　 瀬 戸 市 中 心 市 街 地 に お け る 治 山 ・ 治 水 計 画

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 敷 地 か ら 約 2 0 0 ｍ 南 側 に 瀬 戸 川 が 流 れ 、 そ の 支 流 で あ る 印 所 川 は 東

側 約 2 0 0 m の 位 置 に あ り 、 敷 地 の 立 地 は 瀬 戸 川 を 南 に 望 む 丘 陵 下 の 小 高 い 平 坦 地 に あ る 。 平

成 2 8 ( 2 0 1 6 ) 年 1 1 月 に 改 正 さ れ た 瀬 戸 市 地 域 防 災 計 画 及 び 防 災 地 区 カ ル テ で は 、 山 地 災 害

危 険 地 区 や 土 砂 災 害 危 険 地 区 に 指 定 さ れ た 箇 所 に は 該 当 し て い な い 。 　

イ 　 洪 水 ・ 土 砂 災 害 等 の お そ れ

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 中 心 市 街 地 の 北 側 丘 陵 裾 部 の 高 位 段 丘 上 に ほ と ん ど 立 地 す る た め 、

洪 水 等 の 発 生 に よ る 被 害 を 被 る 可 能 性 は 低 い 。 し か し 、 東 側 深 川 町 に 位 置 す る 事 務 所 及 び 東

出 入 口 付 近 は 、 旧 水 田 域 を 埋 め 立 て て い る た め 、 北 側 斜 面 に お け る 上 方 か ら の 洪 水 が 起 こ っ

た 場 合 、 洪 水 の 被 害 を 被 る 可 能 性 は 否 定 で き な い 。 ま た 、 敷 地 の 仲 切 町 域 の 東 縁 に 北 か ら 南

へ 続 く 水 路 が あ り 、 大 雨 や 台 風 時 に 水 路 の 水 が せ き 止 め ら れ な い よ う 注 意 す る と と も に 、 定

期 的 に 清 掃 を 行 う 。

ウ 　 危 険 木 等 の 有 無

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 に 隣 接 す る 範 囲 で の 高 木 等 に つ い て は 、事 務 所 の 西 側 に 植 え ら れ た シ ュ

ロ 等 が 繁 茂 し 、 離 れ の 南 と 西 に 樹 木 が 植 え ら れ て い る 。

（ ２ ） 当 面 の 改 善 措 置 と 今 後 の 対 処 方 針

　 保 存 修 理 工 事 ・ 耐 震 補 強 工 事 に 際 し て は 、 以 下 に 留 意 し て 設 計 を 行 う 。

ア 　 保 存 建 造 物 の 管 理

　 保 存 建 造 物 で あ る ９ 棟 に つ い て 、 平 成 3 0 ( 2 0 1 8 ) 年 度 以 降 に 保 存 修 理 ・ 耐 震 補 強 工 事 関 連

の 基 本 設 計 等 を 検 討 す る 中 で 、 防 災 対 策 に つ い て 実 施 し 、 そ の 内 容 に つ い て は 第 4 章 に 記 載

す る 。

イ 　 保 全 建 造 物 の 管 理

　 保 存 建 造 物 に 付 随 す る 施 設 に つ い て も 消 防 用 設 備 等 ・ 防 犯 設 備 に つ い て 検 討 す る 。

ウ 　 周 辺 樹 木 の 管 理

　 事 務 所 の 西 側 の シ ュ ロ 等 に つ い て は 、 隣 接 す る 事 務 所 ・ 新 小 屋 よ り も か な り 高 く 、 樹 幹 も

太 く 生 育 し て お り 、 密 生 し て い る 。 枯 死 等 の 兆 候 は み ら れ な い も の の 、 今 後 の 管 理 上 の 問 題

や 景 観 ・ 防 犯 上 の 問 題 を 考 え た 場 合 、 適 切 な ボ リ ュ ー ム に コ ン ト ロ ー ル す る 必 要 が あ る 。

　 離 れ 南 側 の 庭 空 間 に カ エ デ 等 が 植 え ら れ て い る が 、 こ れ に つ い て は 枯 死 等 を 防 ぎ 景 観 上 も

適 切 な 管 理 を 行 え ば 現 状 の ま ま で 問 題 は な い 。 離 れ 西 側 の 樹 木 に つ い て は 、 離 れ と 同 程 度 の

高 木 と な っ て お り 、 樹 勢 は 旺 盛 で 枯 死 等 の 兆 候 は な い が 、 根 の 伸 長 に よ る 建 造 物 基 礎 等 の 危

険 性 を 考 慮 し 、 伐 採 等 も 含 め て 検 討 す る 必 要 が あ る 。
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第４章　防災計画

１　防火防犯計画

（ １ ） 火 災 時 の 安 全 性 に 係 る 課 題

ア 　 当 該 文 化 財 の 燃 焼 特 性

　 ９ 棟 か ら な る 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 に つ い て 、 規 模 、 構 造 等 の 特 に 留 意 す べ き 特 性 に つ い て

記 す 。 火 気 の 使 用 は 、 今 後 計 画 さ れ る 活 用 の 基 本 設 計 に よ り 詳 細 を 決 定 す る 。 常 時 火 気 を 使

用 す る 可 能 性 の あ る も の は 、 事 務 所 ・ 新 小 屋 ・ 前 倉 庫 ・ 中 倉 庫 ・ 奥 倉 庫 で あ り 、 離 れ ・ 土 蔵

に つ い て は 、 行 事 等 開 催 時 の み 小 規 模 な 火 気 器 具 等 を 用 い る 可 能 性 が あ る 。 他 で は 火 気 は 使

用 し な い 。

　 離 れ は 、 木 造 ２ 階 建 、 桟 瓦 葺 屋 根 の 建 造 物 で あ り 、 屋 根 や 漆 喰 壁 を 除 き 燃 え や す い 素 材 で

構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ２ 階 茶 室 で は 風 炉 を 利 用 し た 炭 火 等 に よ る 湯 沸 か し な ど に 際 し て 、

建 造 物 内 部 で の 火 気 管 理 に は 注 意 が 必 要 で あ る 。

　 事 務 所 は 、 木 造 平 屋 建 、 桟 瓦 葺 屋 根 の 建 造 物 で あ り 、 屋 根 や 漆 喰 壁 を 除 き 燃 え や す い 素 材

で 構 成 さ れ て い る 。 事 務 所 南 西 部 の 旧 台 所 部 分 で は 、 管 理 用 及 び 公 開 行 事 等 に 関 連 し 煮 炊 を

行 う 必 要 が 生 じ た 場 合 、 Ｉ Ｈ 器 具 等 の 火 気 を 用 い な い 方 法 に よ り 対 応 す る べ き で あ る 。

　 旧 事 務 所 は 、 木 造 ２ 階 建 、 桟 瓦 葺 の 建 造 物 で あ り 、 屋 根 を 除 き 燃 え や す い 素 材 で 構 成 さ れ

て い る 。 室 内 で は 火 気 は 使 用 し な い 。

　 土 蔵 は 、 土 蔵 造 ２ 階 建 、 桟 瓦 葺 屋 根 の 建 造 物 で あ り 、 外 面 は 燃 え に く い 素 材 で 構 成 さ れ て

い る 。 将 来 的 に 、 公 開 行 事 等 の 一 時 的 な 活 用 方 法 と し て 、 室 内 で 飲 食 等 を 行 う 行 事 も 行 わ れ

る こ と も 考 え ら れ る が 、 そ の 場 合 は 室 内 へ の 配 電 設 備 等 を 利 用 し 、 火 気 を 遠 ざ け る 利 用 を 行

う 必 要 が あ る 。

　 新 小 屋 は 、 木 造 ２ 階 建 、 桟 瓦 葺 屋 根 の 建 造 物 で あ り 、 外 壁 板 壁 部 分 を 除 き 燃 え に く い 土 蔵

造 で あ る 。

　 前 倉 庫 ・ 中 倉 庫 は 、 と も に 木 造 平 屋 建 、 桟 瓦 葺 屋 根 の 建 造 物 で あ り 、 屋 根 を 除 き 燃 え や す

い 素 材 で 構 成 さ れ て い る 。

　 奥 倉 庫 は 、 木 造 平 屋 建 、 桟 瓦 葺 屋 根 の 建 造 物 で あ り 、 屋 根 を 除 き 燃 え や す い 素 材 で 構 成 さ

れ て い る 。

　 塀 は 、 木 造 、 桟 瓦 葺 屋 根 の 建 造 物 で あ り 、 屋 根 を 除 き 燃 え や す い 素 材 で 構 成 さ れ て い る 。

イ 　 延 焼 の 危 険 性

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 離 れ ・ 塀 、 旧 事 務 所 ・ 新 小 屋 ・ 前 倉 庫 ・ 中 倉 庫 ・ 奥 倉 庫 が そ れ ぞ

れ 隣 接 し 、 土 蔵 、 事 務 所 が 独 立 し て 建 て ら れ て お り 、 こ れ ら は す べ て 木 造 の 建 造 物 で あ る 。

　 前 倉 庫 ・ 中 倉 庫 ・ 奥 倉 庫 に 隣 接 し て 東 側 に は 1 . 5 ｍ の 水 路 を 挟 ん で ３ 棟 の 民 家 が あ る た め 、

こ れ ら ３ つ の 倉 庫 の 軒 裏 及 び 外 壁 等 の 延 焼 の 恐 れ の あ る 部 分 に つ い て は 、 景 観 上 の 配 慮 を 行

い な が ら 、 延 焼 防 止 に 努 め る 必 要 が あ る 。 そ の 他 、 法 的 基 準 等 に よ り 、 延 焼 の 恐 れ の あ る 部

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 防 災 計 画 に つ い て は 、 瀬 戸 市 防 災 会 議 に よ り 策 定 さ れ た 瀬 戸 市 地 域

防 災 計 画 ( 昭 和 3 8 年 策 定 、 平 成 2 6 年 全 面 修 正 ) に の っ と り 、 災 害 予 防 計 画 と し て そ の 文 化

財 保 護 対 策 に あ る よ う に 、 防 災 関 係 状 況 等 の 文 化 財 保 存 状 況 の 把 握 に 努 め 、 必 要 な 消 防 ・ 防

災 設 備 の 設 置 を 推 進 す る と と も に 管 理 者 の 定 期 的 な 点 検 の 実 施 な ど の 対 策 が 求 め ら れ て い る 。
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分 に 対 す る 防 火 措 置 が 求 め ら れ る 場 合 に も 、 同 様 に 景 観 上 の 配 慮 を 行 い な が ら 延 焼 防 止 に 努

め る 。

ウ 　 防 火 管 理 と 利 用 状 況 に よ る 課 題

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 市 道 に 面 す る 部 分 や シ タ ノ コ ヤ 跡 の 開 放 空 間 に 面 す る 部 分 な ど 、

一 部 、 放 火 等 を 受 け る 危 険 性 も は ら ん で い る 。 夜 間 及 び 管 理 者 が 退 出 し て い る 場 合 の 防 火 ・

防 犯 管 理 は 、外 部 の 警 備 会 社 へ 委 託 し 実 施 す る 。 所 轄 消 防 署 か ら は 、消 防 本 部 か ら 約 2 . 3 k m 、

東 分 署 か ら は 約 2 . 0 k m の 位 置 に あ り 、 通 報 か ら 消 防 隊 の 到 着 ま で 時 間 を 要 す る た め 、 火 災 の

早 期 発 見 と 有 効 な 初 期 消 火 活 動 が 肝 要 で あ る 。

　 活 用 計 画 内 に お い て 、 公 開 期 間 は 複 数 の 人 々 の 利 用 を 計 画 し て い る た め 、 以 下 に 示 す 防 火

管 理 計 画 に よ り 消 防 の 基 本 方 針 を 示 す 。 詳 細 な 活 用 方 法 が 決 定 し 次 第 消 防 計 画 を 策 定 し 、 そ

れ に 沿 っ た 火 災 の 予 防 と 早 期 発 見 及 び 初 期 消 火 の 徹 底 、 火 気 の 使 用 箇 所 の 限 定 が 必 要 で あ る 。

　 平 成 3 0 年 度 以 降 に 作 成 す る 各 建 造 物 等 の 改 修 整 備 工 事 設 計 の 中 で 、 自 動 火 災 報 知 設 備 等

の 消 防 用 設 備 等 の 設 置 を 計 画 す る 。 ま た 、公 開 時 以 降 に は 修 理 改 修 後 の 新 た な 管 理 体 制 に 合 っ

た 警 備 装 置 に 改 修 し 、 警 備 シ ス テ ム を 配 備 す る 。

　 ま た 、 常 時 管 理 人 に は 、 消 防 計 画 に 基 づ く 消 火 ・ 避 難 及 び 通 報 の 訓 練 が 必 要 で あ る 。

（ ２ ） 防 火 管 理 計 画

ア 　 防 火 管 理 者 の 氏 名 及 び 住 所

【 名 称 】　 　 　 愛 知 県 瀬 戸 市

【 担 当 部 局 】　 愛 知 県 瀬 戸 市 交 流 活 力 部 　 文 化 課

【 住 所 】　 　 　 〒 4 8 9 - 0 8 8 4 　 愛 知 県 瀬 戸 市 西 茨 町 1 1 3 番 地 の 3

【 電 話 番 号 】　 0 5 6 1 - 8 4 - 1 0 9 3

イ 　 防 火 管 理 区 域 の 設 定（第９図）

　 公 有 化 さ れ た 旧 山 繁 商 店 敷 地 内 と す る 。

ウ 　 防 火 環 境 の 把 握

　 公 有 化 さ れ た 旧 山 繁 商 店 敷 地 内 と す る 。

　 防 火 区 域 の 南 側 に 面 し た 市 道 深 川 仲 切 線 の 北 端 ラ イ ン 以 南 及 び 2 0 ｍ ま で が 準 防 火 地 域 に

指 定 さ れ て お り 、 防 火 管 理 区 域 内 で は 事 務 所 の み が そ の 対 象 と な る ( 第 ９ 図 ) 。

エ 　 予 防 措 置

① 火 気 な ど の 管 理

　 管 理 人 及 び 来 訪 者 に 対 し て 火 気 使 用 範 囲 を 限 定 し 、 明 示 す る 。 実 施 設 計 図 に よ り 限 定 さ れ

た 指 定 地 以 外 は 全 面 禁 煙 と す る 。

　 通 常 管 理 に お け る 下 記 の 使 用 に 対 し て の 管 理 及 び 後 始 末 を 厳 重 に し 、 火 災 を 未 然 に 防 ぐ 。
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第９図　旧山繁商店の防火区域・防火対象建造物（S=1/400）
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② 可 燃 物 の 管 理

　 敷 地 内 の 清 掃 に お け る 可 燃 物 の 除 去 及 び 整 理 整 頓 を 徹 底 す る 。

　 日 常 管 理 に 使 う 燃 料 等 の 保 管 場 所 の 限 定 を す る 。

③警　備

　 公 開 期 間 及 び 公 開 時 間 内 に お い て は 、 特 に 火 気 管 理 を 厳 重 に す る 。 夜 間 に 関 し て は 、 周 辺

に 可 燃 物 を 放 置 し な い こ と を 徹 底 し 、 室 内 は 施 錠 と 機 械 警 備 シ ス テ ム に よ り 管 理 す る 。

④ 安 全 対 策

　（ ア ）　 排 煙 　 管 理 人 及 び 来 訪 者 に 対 し て 建 造 物 内 で の 火 気 使 用 範 囲 を 限 定 し 、 実 施 設 計 図

に よ り 明 示 す る 。 敷 地 内 の 限 定 さ れ た 指 定 地 以 外 は 全 面 禁 煙 と す る 。

　（ イ ）　 避 難 　 各 建 造 物 に お け る 緊 急 時 の 避 難 口 は 、 下 記 に 記 す 。

　 離 れ は 、玄 関 土 間 か ら の 北 側 出 入 口 1 か 所 で あ る が 、小 規 模 な 木 造 建 造 物 で あ り 、

北 側 廊 下 の 開 口 部 か ら の 避 難 も 可 能 で あ る 。 南 側 廊 下 の 開 口 部 か ら は 、 塀 に 囲 ま れ

た 小 規 模 な 庭 に 出 た 後 、 塀 の 一 部 に 設 置 さ れ た 非 常 口 を 通 っ て 外 部 に 避 難 で き る 。

　 事 務 所 は 、 玄 関 土 間 か ら の 北 側 出 入 口 、 南 西 側 勝 手 口 の 2 か 所 で あ る が 、 小 規 模

な 木 造 建 造 物 で あ り 、 事 務 室 東 ・ 南 ・ 北 面 、 応 接 室 北 ・ 西 面 か ら 窓 を 開 け て 非 難 す

る こ と も 可 能 で あ る 。

　 旧 事 務 所 は 、 事 務 所 の 西 側 及 び 北 側 出 入 口 の 2 か 所 で あ り 、 2 階 か ら 階 段 を 降 り

て 北 側 に 直 接 避 難 す る 出 入 口 が 1 か 所 あ る 。 小 規 模 な 木 造 建 造 物 で あ り 、 東 側 廊 下

の 開 口 部 か ら の 避 難 も 可 能 で あ る 。

　 土 蔵 は 、 南 側 出 入 口 1 か 所 の み で あ る 。

　 新 小 屋 は 、 基 本 設 計 で 設 け ら れ る 北 側 各 出 入 口 で あ る 。 ま た 、 南 壁 西 端 に 設 置 さ

れ た 非 常 口 1 か 所 を 通 っ て 南 側 シ タ ノ コ ヤ 跡 の 開 放 空 間 に 避 難 で き る 。

　 前 倉 庫 は 、 北 面 出 入 口 2 か 所 、 南 面 出 入 口 2 か 所 で あ る 。 小 規 模 な 木 造 建 造 物 で

あ り 、 東 面 ・ 西 面 か ら 窓 を 開 け て 非 難 す る こ と も 可 能 で あ る 。

　 中 倉 庫 は 、 西 面 出 入 口 1 か 所 、 北 面 出 入 口 2 か 所 、 南 面 出 入 口 2 か 所 で あ る 。

　 奥 倉 庫 は 、 西 面 出 入 口 1 か 所 、 南 面 出 入 口 2 か 所 で あ る 。 西 面 ・ 南 面 ・ 東 面 ・ 北

面 か ら 窓 を 開 け て 非 難 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 北 面 ・ 東 面 は 窓 を 出 た 後 水 路 底 ま

で 高 低 差 が あ り 、 安 全 に 避 難 で き る 方 法 を 検 討 す る 。

オ 　 消 火 体 制

　 火 災 の 通 報 及 び 初 期 消 火 は 、 開 館 中 は 管 理 人 に よ り 、 閉 館 時 に お い て は 近 隣 居 住 民 、 地 元

消 防 団 な ど の 協 力 及 び 警 備 会 社 に よ る 。

　 消 防 訓 練 は 、 所 有 者 及 び 管 理 人 に よ る 訓 練 を 毎 年 ２ 回 以 上 実 施 す る 。 ま た 、 地 元 消 防 団 等

と 連 携 し た 訓 練 を 年 １ 回 以 上 実 施 す る こ と が 望 ま し い 。

　 消 防 車 等 大 型 車 両 の 場 内 進 入 口 は 、 現 状 北 出 入 口 及 び 東 出 入 口 で あ る 。 第 ７ 図 に 示 す よ う

に 事 務 所 南 側 用 地 を 確 保 し 駐 車 場 及 び 進 入 路 を 設 置 す る こ と が で き れ ば 、 事 務 所 南 側 か ら 大

型 車 両 の 場 内 南 側 へ の 進 入 が 可 能 と な る 。



第 4 章　防災計画　

45

（ ３ ） 防 犯 計 画

ア 　 事 故 歴

　 き 損 ・ 放 火 に 係 る 事 故 歴 は な し 。

イ 　 事 故 防 止 の た め の 措 置 及 び 今 後 の 対 処 方 法

　 計 画 策 定 時 現 在 、 管 理 人 は 常 駐 し て い な い が 、 建 造 物 に 施 錠 し 、 可 燃 物 を 立 ち 入 り 可 能 な

範 囲 や そ の 周 辺 に 置 か な い よ う 留 意 し て い る 。

　公開後は、公開期間及び公開時間内においては、管理人による巡回の実施を行う ( 案内等

を通し、来訪者と会話することにより人物把握を行う )。夜間または閉館期間中については、

施錠による管理で対応する。あわせて機械警備により随時監視する。

（４）消防用設備等計画

ア　消防用設備等設置の必要性

　 消 防 法 で 設 置 が 義 務 付 け ら れ て い る 消 火 器 、 自 動 火 災 報 知 設 備 、 誘 導 灯 等 の 設 置 に 留 ま ら

ず 、 防 火 水 槽 や 必 要 と 思 わ れ る 設 備 を 設 け る こ と を 検 討 す る 。 夜 間 は 機 械 警 備 に つ い て 必 要

と な る 新 た な 機 器 ・ 警 備 シ ス テ ム を 配 し 、 警 備 会 社 と 契 約 を 行 う 。

イ 　 保 守 管 理 計 画

　 防 火 管 理 者 を 選 任 し 、 防 火 設 備 の 維 持 管 理 に つ い て 、 自 動 火 災 報 知 設 備 に つ い て は 消 防 法

に 定 め ら れ た 点 検 を 、 ま た 消 火 設 備 に つ い て は こ れ に 準 じ て 点 検 を 実 施 す る 。 あ わ せ て 管 理

委 託 契 約 に 防 火 設 備 日 常 点 検 を 設 定 し 、 機 器 の 目 視 点 検 等 を 実 施 し 、 設 備 の 維 持 ・ 構 造 ・ 不

良 事 項 な ど を 的 確 に 把 握 す る と と も に 、 使 用 予 定 者 （ 管 理 者 ・ 管 理 委 託 先 ） の 共 通 理 解 の 徹

底 を 図 る こ と に よ り 、 設 備 の 機 能 が 最 良 の 状 態 で 維 持 管 理 が で き る よ う に 努 力 す る 。
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２　耐震対策

（ １ ） 耐 震 診 断

　 2 9 ペ ー ジ に 記 載 し た よ う に 、 ９ 棟 か ら な る 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 に つ い て は 、 各 建 造 物 ご と

に 構 造 補 強 の 必 要 性 が 認 め ら れ る た め 、修 理 計 画 に 基 づ い た 耐 震 診 断 を 行 い 、そ の 診 断 に よ っ

て 必 要 と さ れ る 耐 震 補 強 を と も な っ た 改 修 整 備 工 事 を 行 う 。 ま た 、 耐 震 補 強 方 法 に つ い て は 、

既 存 建 造 物 の 文 化 財 的 価 値 を 損 な わ な い 方 法 を 検 討 す る 。

（ ２ ） 地 震 発 生 時 の 対 処 方 針

　 地 震 発 生 後 に 関 係 者 が と る べ き 行 動 と し て は 、 以 下 の 内 容 に つ い て 所 有 者 及 び 管 理 者 が 行

動 で き る よ う に 周 知 の 徹 底 を 図 る 。

ア 　 施 設 利 用 者 の 避 難 誘 導

イ　火災防止のための措置 ( 旧事務所等での火気使用禁止 )

ウ　当該文化財関係者への連絡

エ　倒壊の危険性のある場合は、建造物周辺への立ち入りを制限

オ　傾斜した柱や落下の恐れのある梁等には支柱、屋根のき損には養生シート等で応急処置

を実施

カ　倒壊した場合は、建造物の部材を確保
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３　耐風対策

（ １ ） 被 害 の 想 定

ア 　 被 害 の 想 定

　 今 後 の 改 修 整 備 工 事 に よ り 、 文 化 財 建 造 物 と し て 公 開 活 用 す る た め の 良 好 な 状 態 へ 改 修 す

る 。

　 台 風 等 の 強 風 時 に は 、 屋 根 の 飛 散 、 建 具 の き 損 等 の 被 害 が 予 想 さ れ る 。 な か で も 、 前 倉 庫・

中 倉 庫 ・ 奥 倉 庫 に つ い て は 、 屋 根 ・ 壁 ・ 柱 が 比 較 的 軽 量 で あ り 、 か つ 建 築 面 積 が 広 い た め 、

台 風 時 の 風 圧 力 ・ 吹 上 げ に よ る 屋 根 飛 散 さ ら に は 建 物 倒 壊 の 危 険 性 が あ る 。

イ 　 今 後 の 対 処 方 針

　 前 述 の 前 倉 庫 ・ 中 倉 庫 ・ 奥 倉 庫 の ３ 棟 の 建 造 物 に 関 し て は 、 強 風 時 の 安 全 性 を 構 造 的 に 確

保 す べ く 、 現 状 確 認 を 行 っ た 上 で そ の 対 策 を と る 必 要 が あ る 。

　 強 風 下 で の 屋 根 の 飛 散 を 防 止 す る た め に は 、 屋 根 を 健 全 に 維 持 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、

日 常 的 な 点 検 と 破 損 を 発 見 し た 場 合 に は 、 適 切 に 修 繕 工 事 を 実 施 す る 。 敷 地 周 辺 は 住 宅 が 集

中 し 、 強 風 が 全 面 吹 き 込 む 可 能 性 は 低 い も の の 、 土 蔵 東 側 で 北 側 に 北 上 す る 道 路 に 面 し た 部

分 か ら は 一 部 強 風 が 集 中 す る 。 こ の た め 、 こ の 部 分 に つ い て は 、 飛 散 す る 恐 れ の あ る 部 材 を

用 い な い な ど の 耐 風 対 策 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 倒 木 ・ 落 枝 等 に よ り 文 化 財 建 造 物 及

び 近 隣 住 宅 に 被 害 を 生 じ な い よ う の 敷 地 内 の 樹 木 に つ い て 樹 勢 に 注 意 し て 管 理 し 、 必 要 に 応

じ て 樹 種 の 変 更 等 を 検 討 す る 。 台 風 に よ る 暴 風 警 報 な ど が 発 令 さ れ 、 災 害 の 発 生 が 予 想 さ れ

る 気 象 条 件 下 で は 、通 常 の 公 開・利 用 を 中 止 し 、必 要 な 対 策 を 行 う 。 建 具 等 が き 損 し た 場 合 は 、

部 材 の 確 保 に 努 め る と と も に 被 害 が 拡 大 し な い よ う 、 応 急 措 置 を 早 急 に と る 。
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４　その他の災害対策

（ １ ） 予 想 さ れ る 災 害

　 雷 害 に よ る 被 害 歴 は な い 。 ま た 、 東 側 の 水 路 に 示 さ れ る よ う に や や 勾 配 の あ る 谷 状 地 形 と

な っ て い る が 、 出 水 、 土 砂 崩 れ 等 の 水 害 に よ る 被 害 歴 は な い 。

　 し か し 、 近 年 の 記 録 的 短 時 間 豪 雨 が 各 地 で 報 告 さ れ て い る 状 況 を 鑑 み 、 倉 庫 群 東 側 を 流 れ

る 水 路 に 突 発 的 に 雨 水 が 集 中 し 、 あ ふ れ 出 た 土 砂 が 、 下 手 の 事 務 所 に 影 響 を 与 え る 状 況 も 懸

念 さ れ る 。

（ ２ ） 今 後 の 対 処 方 針

　 現 在 、 避 雷 設 備 は 設 置 し て い な い が 、 防 火 施 設 の 設 置 に よ り 、 落 雷 ま た は 誘 導 雷 に よ る 設

備 被 害 が 発 生 す る 危 険 性 は あ る た め 、 今 後 の 経 過 に 注 意 し て い く 必 要 が あ る 。

　 水 路 か ら の 出 水 に 関 し て も 、 今 後 の 経 過 に 注 意 し て い く 必 要 が あ る 。
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第５章　活用計画

１　公開活用その他活用の基本方針

　 公 有 の 施 設 と し て 、 大 型 で 意 匠 を 凝 ら し た 離 れ 及 び 土 蔵・塀 と 大 正・昭 和 期 の 各 事 務 所 、 4

棟 の 新 旧 の 倉 庫 群 等 か ら な る 歴 史 的 建 造 物 群 の 価 値 を 有 す る 施 設 と し て 保 存 を 図 る 。

　 本 計 画 の 基 本 方 針 は 、 以 下 の と お り と す る 。

① 　 明 治 期 以 降 の 瀬 戸 の 陶 磁 器 の 流 通 を 物 語 る 貴 重 な 文 化 財 建 造 物 と し て 保 護 を 図 り 、 将 来

に わ た り そ の 価 値 を 維 持 す る と と も に 、 近 代 を 中 心 と す る 瀬 戸 の 歴 史 や 周 囲 の 文 化 財 ・ 文

化 遺 産 を 後 世 に 伝 え る 機 能 を 有 す る 施 設 と す る 。

② 　 瀬 戸 市 の 中 心 市 街 地 に お い て 、街 路 整 備 さ れ た 『 陶 の 路 』 の 「 小 狭 間 坂 」 及 び 「 炎 護 路 」

の 中 間 に 位 置 す る 特 性 を 考 慮 し 、 来 訪 者 の 観 光 ・ 交 流 を 推 進 す る 拠 点 的 施 設 と し て 、 既 存

施 設 と の 連 携 を 図 り 、 活 用 を 推 進 す る 。

③ 　 地 域 住 民 を は じ め と す る 多 世 代 の 市 民 が 集 い 、 能 動 的 活 動 の 行 え る 居 場 所 と し て 活 用 を

図 る 中 で 、 施 設 周 辺 を 含 め た 地 域 活 性 化 を 推 進 し 、 市 民 定 住 を 促 進 す る 。

　 基 本 方 針 は 以 上 と す る が 、 利 用 者 の 提 案 等 に よ り 施 設 の 公 開 後 も 具 体 的 な 活 用 方 法 に つ い

て は 順 次 見 直 す こ と と し 、 市 民 に よ る 活 用 案 等 の 発 案 に 対 し 、 今 後 と も 傾 聴 し て い き 、 市 民

ニ ー ズ に 基 づ く 多 様 な 活 用 を 柔 軟 に 実 現 し て い く も の と す る 。

　なお、活用していくにあたって、必要な改修整備を行うが、文化財的価値の損失がないよ

うに配慮し、文化財としての魅力を引き出す手法を採るよう配慮する。
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２　公開活用計画

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 公 開 活 用 計 画 に つ い て は 、 平 成 2 8 年 度 の 市 民 参 加 ワ ー ク シ ョ ッ プ や

平 成 2 9 年 度 の 意 見 交 換 会 の 市 民 意 見 （ 巻 末 資 料 ４ ・ ５ ） を 考 慮 に 入 れ な が ら 、 建 造 年 代 や 構

造 の 様 々 な 建 造 物 の 特 性 に よ り い く つ か の 区 分 ゾ ー ン に 分 け 、 敷 地 全 体 及 び 外 構 ・ 周 辺 地 の 公

開 活 用 の 基 本 方 針 を 示 し て い く 。

（ １ ） 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 公 開 活 用

９ 棟 の 建 造 物 及 び そ の 敷 地 に つ い て 、 公 開 活 用 の 基 本 方 針 に 基 づ き 以 下 の と お り 公 開 す る 。

巻 末 資 料 4 に あ る よ う に 、 建 造 物 詳 細 調 査 終 了 前 の 市 民 の 旧 「 山 繁 商 店 」 建 造 物 群 に 対 す る

市 民 意 見 ・ 印 象 と し て は 、 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 各 時 代 の 「 瀬 戸 の 繁 栄 」 を 示 す も の で あ り 、 尾 張

瀬 戸 駅 ・ 銀 座 通 り 商 店 街 に 近 接 し た 立 地 や 広 い 敷 地 を 活 か し た 「 人 が 集 う 」、「 人 と 人 ・ 空 間 と

空 間 」 を 「 繋 ぐ 」 場 と し て の 機 能 が 求 め ら れ て い る 。 文 化 財 と し て の 展 示 見 学 の み な ら ず 、 観

光 を は じ め と す る 瀬 戸 の 案 内 処 、 瀬 戸 焼 の 器 を 用 い た 飲 食 店 、 陶 磁 器 ・ ガ ラ ス 等 の も の づ く り

ギ ャ ラ リ ー ・ 販 売 ・ 体 験 施 設 、 音 楽 ・ パ フ ォ ー マ ン ス ・ せ と も の 祭 等 で の イ ベ ン ト 会 場 、 あ る

い は 地 域 の 集 会 場 、宿 泊 施 設 、図 書 館 、育 児・介 護 施 設 等 の 多 様 な 意 見 が 寄 せ ら れ て い る 。 ま た 、

少 子 高 齢 化 社 会 の 進 行 に と も な い 、 公 共 施 設 の 集 約 化 を 検 討 す る 中 で 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は

貴 重 な 文 化 財 で あ る と と も に 市 民 に と っ て 地 域 活 性 化 の た め の 必 要 な 機 能 を 有 す る 施 設 で あ る

こ と も 同 時 に 求 め ら れ る 。

こ れ ら の 活 用 案 に つ い て は 、 前 節 に 示 さ れ た 「 公 開 活 用 そ の 他 活 用 の 基 本 方 針 」 ① ～ ③ の 各

項 に 沿 っ て ま と め ら れ 、 以 下 に 、 今 後 の 基 本 設 計 等 に よ る 具 体 的 な 検 討 を 行 う 上 で 必 要 な 公 開

活 用 の 機 能 を 示 す 。

① 　 近 代 瀬 戸 の 陶 磁 器 流 通 を 物 語 る 文 化 財 と し て の 公 開

　 離 れ ・ 事 務 所 ・ 旧 事 務 所 ・ 土 蔵 ・ 新 小 屋 ・ 前 倉 庫 ・ 中

倉 庫 ・ 奥 倉 庫 ・ 塀 に つ い て は 、 原 則 公 開 範 囲 と す る 。 内

部 に つ い て は 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 歴 史 と 使 わ れ 方 に

つ い て の 理 解 を 深 め る た め の 必 要 な 解 説 展 示 を 行 い 、 あ

わ せ て 適 所 に 使 用 さ れ て い た 道 具 類 や 出 荷 物 等 を 展 示 す

る が 、 そ の 展 示 は 建 造 物 の 公 開 ・ 活 用 の 詳 細 な 実 施 計 画

と ス ム ー ズ に 折 り 合 う よ う 、 調 整 が 必 要 で あ る 。

　 各 建 造 物 を 公 開 活 用 し て い く 中 で は 、 当 該 建 造 物 群 と

近 代 を 中 心 と し た 瀬 戸 ・ 瀬 戸 焼 の 歴 史 に つ い て の 理 解 を 深 め ら れ る よ う に す る 。 例 え ば 、 市

民 ボ ラ ン テ ィ ア 等 に よ る ガ イ ド ツ ア ー な ど 対 話 を 通 じ た 事 業 展 開 を 行 い 、 ソ フ ト 面 で の 取 り

組 み が 考 え ら れ る 。

② 　 瀬 戸 市 中 心 市 街 地 と し て の 立 地 を 活 か し た 観 光 ・ 交 流 を 推 進 す る 拠 点 施 設 と し て の 活 用

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 所 在 す る 北 新 谷 地 区 は 、 細 い 街 路 が 入 り 組 ん で お り 、 近 代 の 木 造 町

家 も 多 く み ら れ 、 歴 史 的 景 観 を 部 分 的 に で も 残 し て い る 「 瀬 戸 ら し さ 」 を 感 じ る こ と が で き

る 地 区 で あ る 。 歩 き や 自 転 車 で ゆ っ く り 町 並 み 散 策 を 楽 し み 、 そ の 途 中 に 立 ち 寄 っ て 見 学 や

休 憩 す る こ と の で き る 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、「 ま ち あ る き 」 の 立 ち 寄 り 拠 点 で も あ る と と も

に 、 町 並 み 景 観 を 構 成 す る 貴 重 な 存 在 で あ る 。 現 在 、 散 策 路 と し て 計 画 整 備 中 の 『 陶 の 路 』

旧山繁商店のガイドツアー
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小 狭 間 坂 ・ 炎 護 路 の 中 間 地 点 に 位 置 す る （ 第 1 0 図 ） こ

と か ら も 、 今 後 、 他 の 歴 史 的 建 造 物 等 と 連 携 し た イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー と し て の 役 割 も 求 め ら れ る 。 ま

た 、 尾 張 瀬 戸 駅 か ら 徒 歩 圏 に あ る こ と は 、 車 を 所 有 し て

い な い 人 や 公 共 交 通 機 関 を 利 用 し て 訪 れ る 観 光 客 な ど に

と っ て 便 利 で あ る こ と か ら 、 観 光 ・ 交 流 の 拠 点 と し て 利

用 者 の 層 を 拡 げ る 強 み を 持 つ 。 　 　 　 　

  か つ て の 卸 問 屋 で あ っ た と い う 歴 史 性 あ る 場 で 、 今 に

暮 ら す 瀬 戸 の 人 々 が 生 き 生 き と 活 動 し た り 利 用 し た り す

る 姿 は 、 歴 史 の 延 長 上 に あ る 今 の 瀬 戸 を さ ら に 魅 力 的 に 映 す こ と に 繋 が り 、 そ の 魅 力 に よ っ

て 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 存 在 及 び 価 値 を よ り 広 く 発 信 し 、 瀬 戸 市 内 外 の 人 々 の 交 流 拠 点 と し

て 大 切 に 保 存 活 用 さ れ て い く こ と が 期 待 さ れ る 。

③ 　 多 世 代 市 民 の 居 場 所 と し て 活 用 し 、 地 域 活 性 化 を 推 進 し 、 市 民 定 住 を 促 進 す る 場 と し て
の 展 開

　 旧 山 繁 商 店 の 所 在 す る 北 新 谷 地 区 は 、 瀬 戸 市 の 中 で も 近 代 以 降 の 中 心 市 街 地 で あ り 、 地 域

住 民 は 高 齢 化 を 迎 え て い る も の の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ も 代 々 培 わ れ て き て い る 。 新 た に こ の 地

区 の 魅 力 に ひ か れ て 活 動 し て い る 人 々 を 加 え た 、 地 域 住 民 に よ る 新 た な ま ち づ く り が 求 め ら

れ て い る 中 で 、 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 は 、 ま ち づ く り 活 動 や 市 民 同 士 の 日 常 的 な 交 流 の 場 と し

て 拠 り 所 と な る 可 能 性 を 持 つ 。 先 に 示 し た 市 民 に よ る 活 用 の 具 体 案 の 検 討 に よ っ て 刻 々 移 り

土蔵の北に面する窯垣のみられる街路

第 10 図　旧山繁商店及び周辺の文化財・文化資源（S=1/6,000）

（第３図に加筆）

旧山繁商店

陶の路接続検討ルート

歴史的建造物等

その他建造物

陶の路 ( 炎護路 )

陶の路 ( 小狭間坂 )

道泉連区 深川連区

法雲寺

深川神社 陶彦社

久米邸
（旧川本桝吉邸）

丸一国府商店

尾張瀬戸駅

パルティせと

川村屋賀栄

旧川本桝吉邸

瀬戸蔵

ノベルティ・
こども創造館

窯神神社

無風庵 ( 復元 )

加藤民吉出生地碑

旧蔵所交番 ( せとまちツ
クリテ支援センター )
( 復元 )

※赤い長方形等は窯垣を示す。
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変 わ る 市 民 ニ ー ズ に 対 応 し 、 そ の 検 討 を 通 じ て 担 い 手 が 市 民 あ る い は 民 間 事 業 者 の 中 か ら 見

い だ さ れ る こ と が 期 待 さ れ 、 さ ら に は 北 新 谷 地 区 の 地 域 活 性 化 に 繋 げ た い 。

  ま た 、居 心 地 の 良 い 居 場 所 と す る こ と で 、観 光・交 流 の 場 で あ る こ と も あ い ま っ て 、老 若 様 々

な 世 代 に と っ て 身 近 で 魅 力 的 な 場 と な り 、 新 た な 市 民 の 定 住 促 進 に 繋 が る も の と 期 待 さ れ る 。

特 に 、 子 育 て 世 代 に と っ て 暮 ら し を 豊 か に す る 場 と な れ ば 、 こ こ に 関 わ り 育 つ 子 ど も た ち に

と っ て 、 旧 山 繁 商 店 が 地 元 へ の 誇 り や 愛 着 を 醸 成 す る 一 部 と な っ て 、 大 き く な っ て も 住 み 続

け る ま た は 戻 っ て く る こ と に 繋 が り 、 長 期 的 視 点 か ら も 市 民 定 住 が 促 進 さ れ る も の と 考 え ら

れ る 。

（ ２ ） 計 画 条 件 の 整 理

ア 　 都 市 計 画 法

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 及 び そ の 周 辺 の 建 造 物 は 、 市 街 化 区 域 内 に あ り 、 用 途 地 域 は そ の 多 く

が 準 工 業 地 域 、 事 務 所 部 分 が 商 業 地 域 と な っ て お り 、 建 築 用 途 の 制 限 が あ る 。

　 防 火 地 域 と し て は 、 現 事 務 所 が 準 防 火 地 域 に あ り 、 そ の 他 の 建 造 物 は 建 築 基 準 法 第 2 2 条

区 域 に あ る 。

　 景 観 計 画 区 域 と し て は 、 せ と ま ち エ ン ト ラ ン ス ゾ ー ン 及 び せ と ・ や き も の 文 化 景 観 ゾ ー ン

の 範 囲 内 に あ り 、 各 ゾ ー ン の 景 観 形 成 基 準 を 遵 守 す る 。

イ 　 建 築 基 準 法

　 活 用 方 法 は 、 各 棟 の 文 化 財 基 準 に 合 っ た 改 修 及 び 整 備 の 範 囲 と す る こ と を 前 提 と す る が 、

９ 棟 す べ て の 建 造 物 が 、 建 築 基 準 法 が 制 定 さ れ た 昭 和 2 5 ( 1 9 5 0 ) 年 以 前 に 建 て ら れ た 既 存 不

適 格 建 造 物 で あ る た め 、 か つ て の 使 わ れ 方 と 異 な る 用 途 で 活 用 す る （ 用 途 変 更 を す る ） 場 合

に は 、 文 化 財 の 保 存 基 準 に 合 わ な い 改 修 を 施 す 必 要 の あ る 部 分 が 出 て く る 。

　 離 れ ・ 土 蔵 ・ 旧 事 務 所 ・ 現 事 務 所 は 、 用 途 変 更 を す る 場 合 に は 、 そ の 用 途 に よ っ て 、 建 築

基 準 と 保 存 基 準 が 合 わ な い 部 分 が 生 じ る 可 能 性 が 高 く 、 文 化 財 保 護 の 観 点 か ら 景 観 を 大 き く

改 変 す る 改 修 を 避 け 、 用 途 変 更 を と も な わ な い 公 開 活 用 の 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 新 小

屋・前 倉 庫・中 倉 庫・奥 倉 庫 に つ い て は 、 不 特 定 多 数 が 利 用 す る 場 所 と し て 、 従 来 と は 異 な っ

た 使 い 方 を す る こ と を 想 定 し 、 用 途 変 更 を 行 う 方 向 で 検 討 す る 。

　 防 火 基 準 に つ い て 遡 及 適 用 と な る 部 分 に つ い て は 、 軒 裏 や 外 壁 等 の 延 焼 の 恐 れ の あ る 部 分

に つ い て 防 火 構 造 と す る 。

　 保 存 建 造 物 9 棟 及 び こ れ ら に 付 属 す る そ れ 以 外 の 建 造 物 は 、 各 棟 が そ れ ぞ れ の 機 能 や 役 割

を も ち な が ら 、 互 い に 関 係 性 を も ち 連 携 す る 1 つ の 拠 点 を 形 成 す る も の と す る 。

ウ 　 消 防 法

　 建 築 用 途 を 変 更 す る 場 合 に は 、 必 要 と な る 消 防 用 設 備 等 の 設 置 基 準 及 び 避 難 管 理 に 関 す る

基 準 等 を は じ め と す る 消 防 法 に 基 づ い た 基 準 を 遵 守 し た 設 備 の 設 置 及 び 整 備 を 行 う 。

　 ま た 、 旧 市 街 地 に お い て は 貴 重 な 広 い 敷 地 を も っ た 拠 点 施 設 と し て 、 消 防 法 の 適 用 内 に と

ど ま ら ず 、 防 火 水 槽 の 設 置 や 避 難 場 所 等 、 地 域 防 災 の 拠 点 と し て の 役 割 を 持 た せ る こ と も 十

分 に 考 慮 す る 必 要 が あ る 。

エ 　 文 化 財 保 護 法
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　 国 登 録 文 化 財 （ 建 造 物 ） と し て 、 文 化 財 保 護 法 の 適 用 を 受 け る 。 文 化 的 価 値 の 高 い 建 造 物

で あ る た め 、 改 修 に あ た っ て は 文 化 財 的 価 値 を 損 ね る こ と の な い よ う 配 慮 す る 。 手 続 等 の 詳

細 は 、 第 6 章 に 記 載 す る 。

オ 　 人 に や さ し い 街 づ く り の 推 進 に 関 す る 条 例 （ 愛 知 県 ）

　不特定多数の人が利用する建造物については、高齢の方や障害のある方等が円滑に利用で

きるようにするための整備基準に従い、建築計画を行う。保存建造物のうち、その整備基準

に合わせた改修をすることで文化財的価値を損なう部分については、愛知県と緩和に関する

協議を行うことも検討する。

（ ３ ） 建 造 物 の 公 開 活 用

　 ９ 棟 の 建 造 物 の 公 開 範 囲 は 、第 ３ 表・第 1 1 図 の よ う に 建 造 物 の 特 性・現 状 か ら 判 断 し た（ Ａ ）

～ （ Ｄ ） の 4 つ の 区 分 に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 性 格 付 け を 行 う 。

（ ４ ） 外 構 及 び 周 辺 地 の 公 開 活 用

　 ９ 棟 の 建 造 物 以 外 の 敷 地 内 の 建 造 物 及 び 土 地 に つ い て は 、 公 開 活 用 の 魅 力 や 、 拠 点 施 設 と

し て の 管 理 運 営 上 の 機 能 性 、 地 域 に お け る 役 割 等 を 高 め る た め に 、 有 効 に 活 用 し 、 必 要 に 応

じ て 建 造 物 や 設 備 を 新 設 す る こ と も 検 討 す る 。

　 主 屋 跡 は 、 イ ベ ン ト 時 や 防 災 活 動 等 に 必 要 と な る 開 け た 土 地 “ 広 場 ” と し て 活 用 す る 。

　 離 れ と 旧 事 務 所 の 間 か ら 、 土 蔵 と 奥 倉 庫 の 間 ま で 続 く 土 地 は 、 各 棟 へ の ア プ ロ ー チ が 可 能

　　 区　分 　該当建造物 　区分の性格付け

（Ａ）保存公開 離れ

旧事務所

塀

常時公開とするが、（Ｂ）～（Ｄ）区分の建造物との歴史的位置づけの連携を

もちながら公開活用を行う。

〇近代瀬戸のせともの卸問屋としての歴史を感じられる施設とする。

○瀬戸の迎賓館などとしての公開活用を行う（離れ・塀）。

　離れ南面・北面に隣接する庭・数寄屋造りの空間は、離れからの景色を活か

した整備を行い活用する。

○近代商店の事務所建物としての往時のにぎわいを偲ぶことができる施設とす

る（旧事務所）。

（Ｂ）交流活動 新小屋

前倉庫

中倉庫

奥倉庫

市民の能動的な活動の場として、以下に例示するような多目的な活用空間とな

るよう基本設計を行い、公開する。

〇倉庫ならではの、建物の連なり及び屋根並みの景観から、卸問屋としての歴

史を感じられる施設とする。

〇倉庫ならではの空間ボリュームと建物の連続性を有効に活かした空間活用を

行う。

○市民が生き生きと活動できる場となることを重視し、使われ方として可能性

のある市民活動が行える機能や設備を、可能な範囲で持たせた施設とする。

（Ｃ）管理 事務所
常時は敷地及び建造物全体の管理事務所とするが、イベント時などの際に限定

的に公開することも検討する。

（Ｄ）収蔵公開 土蔵
常時は収蔵スペースとして機能するが、イベント時などの際に多目的に公開・

活用することも検討する。

第３表　旧山繁商店建造物群の公開区分一覧
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な 動 線 確 保 と 、 設 備 配 管 を 埋 設 す る 目 的 で 、 拠 点 施 設 内 の 通 路 と し て 活 用 す る 。

　 管 理 事 務 所 と し て 活 用 す る 事 務 所 の 北 側 の 土 地 は 、 県 道 定 光 寺 山 脇 線 に 接 し て い る こ と か

ら 、 荷 物 運 搬 等 の 業 務 用 車 両 が 敷 地 内 へ の 乗 り 入 れ 、 管 理 事 務 所 へ 出 入 り す る の に 都 合 が よ

い た め 、 管 理 用 駐 車 場 と す る 。

　 シ タ ノ コ ヤ 跡 は 、 拠 点 施 設 と し て 必 要 と な る 駐 車 場 と す る 。 将 来 的 な 来 訪 者 の 動 向 予 測 に

よ っ て 駐 車 場 の 要 不 要 が 検 討 さ れ る こ と と な る が 、 十 分 な 駐 車 ス ペ ー ス が 必 要 と な っ た 場 合 、

駐 車 ス ペ ー ス 及 び 安 全 な 車 両 進 入 の た め に は 、 隣 地 （ 2 0 、 2 0 - 1 、 2 1 - 1 番 地 ） も あ わ せ て 活

第 11 図　旧山繁商店公開区分図（S=1/400）

塀

「シタノコヤ」跡

主　屋　跡

井戸

事務所

0 10ｍ

保存建造物

（Ａ）保存公開区分

（Ｄ）収蔵公開区分

（Ｂ）交流活動区分

（Ｃ）管理区分
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用 す る こ と が 望 ま し い 。

　 そ の 他 の 空 地 は 設 備 設 置 場 所 や 通 路 等 と し て 活 用 す る 。

　 敷 地 の 周 囲 は 、 防 災 、 防 犯 、 管 理 、 近 隣 と の 視 線 及 び 音 の 関 係 等 の 点 で 、 必 要 に 応 じ て 、

壁 や フ ェ ン ス 等 を 設 け る 。

（ ５ ） 建 築 計 画 （ 基 本 方 針 ）

ア 　 平 面 計 画

　 離 れ は 、 ( A ) 保 存 公 開 区 分 と し 、 保 護 基 準 に 従 い 、 間 取 り 及 び 構 造 、 仕 上 げ は 復 原 を 基 本

と す る 。 た だ し 、 公 開 活 用 に 要 す る 衛 生 設 備 等 が 新 た に 必 要 な 場 合 に は 整 備 部 分 な い し 別 棟

に 設 け る こ と と し 、 そ れ に 準 ず る 内 装 仕 上 げ と す る 。

　 旧 事 務 所 は 、 ( A ) 保 存 公 開 区 分 と し 、 か つ て 事 務 所 と し て 機 能 し て い た 戦 前 の 状 況 が 概 ね

保 た れ て い る １ 階 及 び 外 観 に つ い て は 、 保 護 基 準 に 従 い 、 間 取 り 及 び 構 造 、 仕 上 げ は 復 原 を

基 本 と す る 。 ２ 階 は 改 変 が 著 し く 、 痕 跡 調 査 か ら 可 能 な 限 り 旧 状 に 復 す る こ と が 好 ま し い が 、

公 開 活 用 に 要 す る 衛 生 設 備 等 が 足 り な い 場 合 に は 、 こ れ ら の 整 備 部 分 に 設 け る こ と と し 、 そ

の 保 護 基 準 に 従 っ た 内 装 仕 上 げ と す る 。

　 土 蔵 は 、 ( D ) 収 蔵 公 開 区 分 と し 、 保 護 基 準 に 従 い 、 復 原 を 基 本 と し 、 一 時 的 な 多 目 的 公 開

活 用 も 可 能 な も の と す る 。 収 蔵 ・ 公 開 活 用 の た め の 棚 や 台 な ど の 家 具 類 を 要 す る 場 合 に は 旧

状 復 旧 を 可 能 と す る 形 で 設 置 す る 。

　 事 務 所 は 、( C ) 管 理 区 分 と し 、保 護 基 準 に 従 い 、間 取 り 及 び 構 造 、仕 上 げ は 復 原 を 基 本 と す る 。

増 築 部 分 と 考 え ら れ る 廊 下 ・ 台 所 ・ 洗 面 ・ 便 所 に つ い て は 保 護 基 準 に お い て 整 備 部 分 で あ る

た め 、 管 理 事 務 所 と し て 足 り な い 設 備 等 を 設 け 、 そ れ に 準 ず る 内 装 仕 上 げ と す る 。

　 新 小 屋 、 前 倉 庫 、 中 倉 庫 、 奥 倉 庫 は 、 ( B ) 交 流 活 動 区 分 と し 、 小 屋 組 等 が 保 護 基 準 1 で あ

る こ と に 配 慮 し な が ら 市 民 の 能 動 的 な 活 動 の 場 と し て 有 効 に 活 用 で き る よ う 、 活 用 方 法 に 合

わ せ て フ レ キ シ ブ ル に 間 取 り や 設 備 設 置 を 行 え る よ う 計 画 す る 。 例 え ば こ の ４ 棟 を 繋 ぐ 建 造

物 は 、 各 棟 の 耐 震 性 を 高 め ら れ る 建 造 物 と し て 整 備 す る な ど し て 、 4 棟 及 び そ れ ら を 繋 ぐ 建

造 物 を 合 わ せ て 、 内 部 が ひ と 続 き の 一 体 の 空 間 と し て 繋 が る よ う 計 画 す る 。

イ 　 公 開 活 用 に 向 け た 施 設 整 備

① 防 災 に 係 る 施 設 等

　 敷 地 内 の 保 存 建 造 物 に つ い て は 、 現 状 の 非 公 開 時 の 機 械 警 備 に よ る 自 動 警 備 シ ス テ ム を 、

公 開 活 用 の 運 営 形 態 に 即 し た も の と す べ く 、 カ メ ラ や セ ン サ ー 等 を 再 配 備 し 、 整 備 す る 。

② 公 開 、 活 用 に 係 る 施 設

　「 第 １ 章 第 ５ 節 保 護 の 現 状 と 課 題 」 に 記 述 し た と お り 、 離 れ ・ 事 務 所 ・ 旧 事 務 所 及 び 前 倉 庫

西 側 に 水 道 、 土 蔵 ・ 塀 以 外 に 電 気 が 引 き 込 ま れ て い る が 、 老 朽 化 し て い る 部 分 も 多 く 、 活 用

に 伴 い 全 体 の 規 格 の 検 討 を 行 い 、 配 管 ・ 配 線 を 新 た に 整 備 す る 必 要 が あ る 。

　「 第 3 章 第 4 節 環 境 整 備 計 画 」 に 記 述 し た と お り 、 衛 生 設 備 （ 便 所 ・ 浄 化 槽 ・ 活 用 の た め

の 炊 事 場 等 水 回 り ）、「 シ タ ノ コ ヤ 」 跡 や 南 側 隣 接 地 も 用 地 と し て 考 慮 に 入 れ た 駐 車 場 の 整 備

が 必 要 で あ る 。 全 体 の 管 理 者 が 駐 在 ・ 休 憩 す る た め の ス ペ ー ス は 、 事 務 所 内 に 確 保 す る 。

　 ま た 、 そ の 他 公 開 活 用 す る に あ た っ て 必 要 な 設 備 に つ い て 記 述 す る 。

（ 耐 震 改 修 ）
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　 利 用 者 の 安 全 を 確 保 す る た め 耐 震 改 修 （ 耐 震 壁 増 設 、 壁 補 強 、 構 造 上 必 要 な 補 強 材 の 設 置 、

地 貫 等 の 復 原 に よ る 足 固 め 及 び そ れ ら に と も な う 柱 脚 部 根 継 ぎ ） を 行 う 。

（ 照 明 ・ 展 示 ・ 空 調 設 備 ）

　 塀 を 除 く 各 建 造 物 内 に 、 公 開 活 用 事 業 に 必 要 な 照 明 、 建 造 物 の 魅 力 を 引 き 立 て る た め の 照

明 を 適 宜 配 備 す る 。 公 開 活 用 を 行 う に あ た り 、 旧 山 繁 商 店 の 建 物 群 や そ の 歴 史 に つ い て 解 説

展 示 等 が 可 能 と な る よ う 施 設 整 備 を 行 う 。 空 調 に つ い て は 、各 建 造 物 の 特 性 を 活 か し 四 季 折 々

に 利 用 者 が 快 適 に 過 ご せ る よ う 、 保 存 ・ 保 全 部 分 に 影 響 が 出 な い 範 囲 で 整 備 を 行 う 。

（ 建 具 ・ 畳 ）

　 保 全 部 分 は 旧 状 の 建 具 に 復 す る こ と を 基 本 と す る が 、（ B ） 交 流 活 動 区 分 を 中 心 と す る 多 目

的 な 活 用 空 間 を 活 か す べ く 各 建 造 物 の 歴 史 的 景 観 を 損 な わ な い 範 囲 で 快 適 な 活 用 空 間 を 確 保

す る 建 具 を 用 い る 。 離 れ の 既 存 の 畳 は 傷 み が み ら れ 、 耐 震 ・ 公 開 活 用 工 事 の 際 に 畳 床 ・ 畳 表

の 取 り 換 え が 必 要 で あ る 。

（ 既 存 の 雪 隠 ・ 便 所 ）

　 離 れ 北 西 に 付 属 す る 雪 隠 は 、 汲 み 取 り 式 の も の で あ る が 、 数 寄 屋 建 物 で あ る 本 施 設 の 保 存

の 観 点 か ら 整 備 後 は 見 学 の み と し 、 便 所 と し て の 利 用 は 行 わ な い も の と す る 。 旧 事 務 所 北 東 、

事 務 所 内 の 各 便 所 に つ い て は 、 各 建 造 物 の 公 開 活 用 の 方 針 に 従 い 、 基 本 設 計 に お い て 再 利 用

す る か 撤 去 す べ き か 判 断 す る 。

（ 炊 事 場 ・ 水 回 り ）

　 ( B ) 交 流 活 動 区 分 を 中 心 に 、 各 建 造 物 の 公 開 活 用 の 方 針 に 従 い 、 基 本 設 計 に よ っ て 配 水 ・

排 水 計 画 を 決 定 し 、 配 備 す る 。（ D ） 収 蔵 公 開 区 分 に お い て も 、 イ ベ ン ト 時 の 多 目 的 利 用 に 対

応 す る た め 、 水 回 り 設 備 を 整 え る 。

（ 防 火 設 備 ）

　 公 開 活 用 に 伴 い 利 用 者 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 消 火 器 や 誘 導 灯 、 自 動 火 災 報 知 設 備 等 を 設

置 し 、 消 防 法 等 の 基 準 に 従 い 設 備 を 整 え る 。

（ 外 構 ）

　 西 側 市 道 ・ 東 側 県 道 か ら の 来 場 者 誘 導 標 識 、 場 内 建 物 誘 導 標 識 及 び 立 ち 入 り 禁 止 区 域 等 の

表 示 は 、 内 外 の 景 観 に 配 慮 し 設 置 す る 。 離 れ 北 側 の 主 屋 跡 の 敷 地 は 、 庭 を 意 識 し た 離 れ 北 面

の 数 寄 屋 造 り 景 観 を 十 分 活 か し 、 土 蔵 寄 り の 井 戸 も 利 活 用 の 考 慮 に 入 れ な が ら 多 目 的 な 活 用

を 外 構 の 基 本 設 計 に 含 め る 。

（ 駐 車 場 ）

　 駐 車 場 は 、 現 在 「 シ タ ノ コ ヤ 」 跡 部 分 等 に 普 通 乗 用 車 約 1 0 台 分 の ス ペ ー ス が あ り 、 今 後

来 訪 者 の 動 向 予 測 に よ っ て 駐 車 場 の 要 不 要 を 検 討 し た 上 で 、 将 来 的 に 更 な る 駐 車 ス ペ ー ス の

確 保 が 課 題 と さ れ た 場 合 、 旧 山 繁 商 店 南 側 の 隣 地 が 最 も 適 切 で あ る 。 か つ 、 こ の 場 所 を 含 め

て 一 体 の 駐 車 場 と す る こ と で 道 幅 の 狭 い 西 市 道 か ら の 出 入 り で は な く 、 東 側 県 道 か ら の 出 入

り が 可 能 と な り 駐 車 場 と し て の 機 能 が 十 分 発 揮 さ れ 、 か つ 本 建 造 物 群 へ の 来 訪 者 に よ る 用 地

西 市 道 で の 大 小 車 両 の 混 雑 解 消 ・ 交 通 事 故 防 止 も 期 待 さ れ る 。 ま た 、 十 分 な 広 さ の 駐 車 場 は 、

単 に 来 場 者 の 駐 車 の み な ら ず 、 大 小 の 消 防 車 等 の 緊 急 車 両 の 乗 り 入 れ や 大 規 模 災 害 時 の 避 難

場 所 と し て の 利 用 が 可 能 と な り 、 地 域 防 災 の 観 点 か ら も 求 め ら れ る も の で あ る 。

（ バ リ ア フ リ ー ）

　 観 光 ・ 交 流 の た め の 拠 点 的 施 設 と し て 広 く 市 民 に 公 開 活 用 し て い く こ と か ら 、 高 齢 者 や 障
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害 者 、 ベ ビ ー カ ー の 使 用 者 に 配 慮 し 、 バ リ ア フ リ ー の 観 点 か ら 動 線 を 確 保 す る 。 具 体 的 に は 、

障 害 者 専 用 駐 車 場 を 設 置 し 、 近 く の 出 入 口 ま で ス ロ ー プ 、 舗 装 通 路 を 設 置 す る な ど 段 差 を 解

消 し 、 ア ク セ ス を 容 易 に す る 。 各 建 造 物 の 土 間 等 に お い て 車 椅 子 等 の 入 場 可 能 な 幅 の 出 入 口

に は 段 差 を 解 消 す る た め の ス ロ ー プ を 常 設 あ る い は 非 常 設 で 設 置 す る 。

③ 動 線 計 画 （ 第 1 2 図 ）

　 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 敷 地 内 の 人 及 び 車 両 等 の 動 線 に つ い て は 、 第 1 2 図 に 示 し た 通 り で

あ る 。

　 離 れ と 旧 事 務 所 の 間 の 西 出 入 口 は 、 拠 点 施 設 の

主 要 な 出 入 口 と な り う る 。 そ こ か ら 土 蔵 と 奥 倉 庫

の 間 ま で 続 く 土 地 を 主 要 動 線 と し て 、 各 棟 へ と 出

入 り で き る 動 線 を 計 画 す る 。 新 小 屋 、 前 倉 庫 、 中

倉 庫 、 奥 倉 庫 の ４ 棟 及 び そ れ ら を 繋 ぐ 建 造 物 は 、

そ れ ぞ れ 接 す る 部 分 の 開 口 部 に よ っ て 、 内 部 で 行

き 来 も で き る よ う 計 画 す る 。

　 新 小 屋 と 前 倉 庫 の 間 の 通 路 は 、 天 井 が 南 北 の 両

建 造 物 に 梁 材 等 を 架 け た 小 屋 組 と な っ て お り 、 歴

史 的 景 観 の 一 部 と な っ て い る 。 構 造 的 な 耐 震 性 を

確 保 す べ く 改 修 し 、 利 用 者 が 安 全 に 入 場 で き る よ

う に せ ね ば な ら な い 。 ま た 、 床 に は 合 板 張 り の 高

さ 3 0 ㎝ 程 の 近 年 の 倉 庫 使 用 時 の プ ラ ッ ト フ ォ ー

ム が 設 置 さ れ て い る が 、 バ リ ア フ リ ー に 配 慮 し た

東 西 方 向 の 利 用 者 の ス ム ー ズ な 動 線 確 保 、 公 開 活

用 の た め の 利 便 施 設 配 置 等 も 含 め て 基 本 計 画 を 作

成 す る 中 で 、 撤 去 も 含 め た 措 置 を 検 討 す べ き で あ

る 。 利 用 者 に つ い て は 、 西 出 入 口 を 正 門 と し て 主

要 出 入 口 と し 、 東 出 入 口 あ る い は 北 出 入 口 を 利 用

し た 敷 地 内 外 の 出 入 り も 可 能 と す る 。

　 管 理 事 務 所 と し て 活 用 す る 事 務 所 の 北 側 の 土 地 は 、 管 理 用 駐 車 場 と し 車 両 の 通 行 が あ る こ

と か ら 、 利 用 者 の 徒 歩 動 線 を 積 極 的 に 設 け る こ と は し な い が 、 事 務 所 ・ 新 小 屋 等 を 眺 望 す る

こ と が で き る と 同 時 に 、 旧 事 務 所 ⇔ 新 小 屋 ・ 前 倉 庫 ⇔ 事 務 所 ⇔ 県 道 へ 抜 け ら れ る と 利 用 上 便

利 で あ る た め 、 通 用 口 及 び 避 難 通 路 と し て 、 徒 歩 で の 通 行 は 可 能 と な る よ う 検 討 す る 。

　 旧 事 務 所 と 新 小 屋 と の 間 は 、 景 観 に 配 慮 し な が ら ス ロ ー プ を 設 置 し 、 西 出 入 口 と 併 せ て 身

障 者 車 い す 等 の 場 内 入 場 も 可 能 な 通 路 と す る こ と を 検 討 す る 。 火 災 等 非 常 時 に 3 か 所 の 出 入

口 以 外 に 場 外 へ 避 難 す る た め の 避 難 路 と し て 使 用 す る こ と も 期 待 さ れ る 。

（ ６ ） 管 理 運 営 計 画

　 第 ２ 章 で 示 し た 管 理 体 制 の 継 続 を 基 本 と し 、 関 係 機 関 等 に 協 力 を 求 め つ つ 管 理 運 営 を 行 う 。

新小屋・前倉庫間の通路床面のプラットフォーム

(北東より )

前倉庫・新小屋間の通路の天井小屋組 (西より )
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人の動線
①拠点的な出入口（西出入口）

・名家の建ち並んでいた古くからの街路を抜けて見えてくる「離れ」
と「旧事務所」及びその奥に連なる「新小屋」から、歴史ある規
模の大きな卸問屋をうかがい知ることができる。

・瀬戸市の北新谷地区を訪れ散策する人にとっては、魅力あるアプ
ローチ。

②南北へと続く ” 路（みち）”
・各棟へとアクセスできる主要動線としての路。
・電気及び給配水の配管は、路の下に埋設する。
・かつての陶磁器卸問屋としての歴史や風格を感じさせる倉庫群の

佇まいが、町並み景観のように見通せる。
・車の通行を気にせず歩ける路は、来訪者にとっての散策路、住民

にとっての散歩道になる。北側道路へ抜けられれば、さらに人の
往来は増えると見込まれる。

③水路沿いの遊歩道
・事務所西側を流れる水路沿いには、一部に窯垣がみられ、駐車場や

近接市道からのアプローチであるとともに、小規模な遊歩道とも
なりうる。

・小川 ( 水路 ) や木々など、さらさらと音をたて揺れ動くものがある
場は、人を癒し誘う魅力をもち、徒歩動線として有効。

・水路は、新小屋をはじめとする倉庫群の東へ続いているが、①を拠
点的な出入口とした場合、動線のわかりにくさを防ぐため、遊歩道
は通常の動線としては新小屋東へ延伸しない方向で整備検討する。

車両の動線
④資材搬入路・消防車等緊急車両進入路

・イベント時の資材車両搬入路。
・消防車両等緊急車両の進入路。
・通常は車両が入らないよう、車止め等を北出入り口に設置。

⑤通常の荷物搬入路・管理用駐車場
・倉庫群等への日々の荷物搬入口
・管理者車両や業者車両の駐車スペース
・景観的にも管理用出入口の佇まいであり、東に面する県道も

近代の雰囲気を感じづらいものであるため、利用者の動線と
しては、補助的な出入口 ( 通用口及び避難通路 ) として利用す
る。

⑥利用者用駐車場
・利用者用の一般駐車場 ( シタノコヤ跡を中心として )
・福祉車両駐車スペースを、シタノコヤ跡の北西部 ( 西出入口や

身障者出入口近く ) に設ける。
・通常車両は現状の西側の幅員の小さい市道からの出入りではな

く、東側の幅員の大きな県道からの出入りが望ましい。将来的
な来訪者動向の把握に基づく検討の上で、駐車場及び車両のア
クセス路の確保が必須となった場合、シタノコヤ隣接地につい
てはその取得を含め積極的に検討されるべきである。

・駐車場を広くとることで、大規模災害時の避難場所等に活用す
ることも可能となる。

・公道からの出入口を示す案内を明示し、公道の交通を妨げず、
場内への車両の出入りをスムーズに行えるよう計画する。
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人の主要動線
人の副動線
人の副動線 ( 要検討・協議 )

車両動線 ( 要検討・協議 )

車両動線 ( 管理車・臨時搬入車・緊急車 )

※上図各○数字は、左の動線関連各説明に対応

塀

「シタノコヤ」跡

主　屋　跡

井戸

事務所

0 10ｍ

保存建造物
保全・その他建造物

土 蔵

奥倉庫

離 れ

塀

中倉庫

前倉庫

新小屋

事務所

旧事務所

駐 車 場

西出入口

　　 北出入口

東出入口

管理用駐車場

②

①

③

④

⑤

⑥
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３　実施に向けての課題

（ １ ） 建 築 的 課 題

　 市 街 地 に お い て 複 数 棟 で 構 成 す る 既 存 不 適 格 の 木 造 建 築 物 群 に は 、拠 点 整 備 に 際 し て 、様 々

な 基 準 が 複 雑 に か か っ て く る が 、 そ の 基 準 に よ る 建 築 的 対 処 に よ っ て 旧 山 繁 商 店 の 文 化 財 的

価 値 を 損 な う こ と の な い よ う 、 そ の 対 処 方 法 を 十 分 に 検 討 し 最 良 の 手 法 を 選 択 す る 。

　 旧 山 繁 商 店 が 建 つ 敷 地 の 特 徴 と し て 、 土 地 の 傾 斜 や 山 側 か ら 流 れ る 水 路 な ど が あ る 。 土 地

の 傾 斜 は 、 前 述 の 「 人 に や さ し い 街 づ く り の 推 進 に 関 す る 条 例 」 の 整 備 基 準 に 特 に 大 き く 関

わ る 部 分 で あ る が 、 こ れ ら は 北 新 谷 地 区 の 地 形 的 な 特 徴 で も あ る こ と か ら 、 そ の 特 徴 を 魅 力

と し て 活 か し つ つ 整 備 基 準 に 適 合 し た 建 築 計 画 と し た い 。

　 旧 山 繁 商 店 は 、 住 宅 が 密 集 し た 旧 市 街 地 の 中 に 位 置 す る た め 、 保 存 活 用 す る 上 で は 、 近 隣

住 民 の 理 解 が な け れ ば 継 続 的 で 良 好 な 保 存 活 用 は 難 し い 。 よ っ て 、 不 特 定 多 数 の 利 用 が な さ

れ る 拠 点 と す る た め に は 、 騒 音 や 人 の 流 れ 等 に つ い て 、 近 隣 に 配 慮 し た 活 用 や ゾ ー ニ ン グ 、

プ ラ ン ニ ン グ 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 ま た 、 近 隣 住 民 に と っ て 身 近 で 親 し ま れ る 拠 点 と な る よ

う 、 こ の 地 域 住 民 の 生 活 に お い て 求 め ら れ る 役 割 （ 防 災 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ 拠 点 等 ） を も た せ 、

そ れ に 必 要 と な る 設 備 を 設 置 す る こ と も 検 討 す る 。

（ ２ ） 管 理 運 営 に 関 す る 課 題

　 今 後 の 改 修 整 備 工 事 に よ り 、 文 化 財 建 造 物 と し て 公 開 活 用 す る た め の 良 好 な 状 態 へ 改 修 す

る 。

　 台 風 等 の 強 風 時 に は 、 屋 根 の 飛 散 、 建 具 の き 損 等 の 被 害 が 予 想 さ れ る 。

　 旧 山 繁 商 店 全 体 の 整 備 は 、 数 カ 年 を 要 す る 長 期 的 な 事 業 と な る た め 、 整 備 完 了 ま で に 整 っ

た 建 物 か ら 部 分 的 に 運 営 を 開 始 で き る こ と が 望 ま し い 。 そ の た め に は 段 階 的 な 施 工 と 開 業（ 運

営 ） が 可 能 な 、全 体 の 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル を 計 画 す る 必 要 が あ る 。 特 に 、給 排 水 や 浄 化 槽 、電 気 、

ガ ス な ど の 設 備 関 係 に つ い て は 、 開 業 し た 建 物 を 使 用 し な が ら 、 他 の 建 物 の 工 事 を 同 時 進 行

で き る よ う 十 分 に 検 討 し 計 画 す る 。
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第６章　保護に係る手続き

１　文化庁長官への届出

（ １ ） 登 録 有 形 文 化 財 の 滅 失 、 き 損 等 （ 文 化 財 保 護 法 第 6 1 条 ）

　 文 部 科 学 省 令 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を も っ て 、 そ の 事 実 を 知 っ た 日 か ら 1 0 日 以 内

に 文 化 庁 長 官 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

（ ２ ） 登 録 有 形 文 化 財 の 現 状 変 更 の 届 出 等 （ 同 第 6 4 条 ）

　 文 化 財 を 移 築 す る 場 合 や 、 外 観 を 変 更 す る 範 囲 が 通 常 望 見 で き る 範 囲 の 4 分 の 1 を 超 え る

場 合 に は 、 届 出 が 必 要 で あ り 、 現 状 を 変 更 し よ う と す る 日 の 3 0 日 前 ま で に 、 文 部 科 学 省 令

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 文 化 庁 長 官 に そ の 旨 を 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 な お 、 本 計 画 の 保

存 部 分 に つ い て そ の 外 観 を ４ 分 の １ 以 上 変 更 す る 場 合 は 届 出 を 必 要 と し 、 そ れ 以 外 は 届 出 は

不 要 と す る 。 保 存 部 分 で ４ 分 の １ に 満 た な い 範 囲 の 現 状 変 更 を 必 要 と す る 場 合 に お い て も 、

保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 等 の 専 門 家 ・ 機 関 に 意 見 を 求 め 、 慎 重 に 対 応 す る 。

（ ３ ） 所 有 者 変 更 に 伴 う 登 録 証 の 引 渡 し （ 同 第 6 9 条 ）

　 登 録 有 形 文 化 財 の 所 有 者 が 変 更 し た と き は 、 旧 所 有 者 は 、 当 該 登 録 有 形 文 化 財 の 引 渡 し と

同 時 に そ の 登 録 証 を 新 所 有 者 に 引 き 渡 さ な け れ ば な ら な い 。

　 新 所 有 者 は 2 0 日 以 内 に 届 け 出 を 行 う 。
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２　文化庁長官への届出が必要ない場合

（ １ ） 非 常 災 害 の た め に 必 要 な 応 急 処 置 （ 文 化 財 保 護 法 第 6 4 条 ）

　 非 常 災 害 に 備 え て 、 事 前 に 行 う 補 強 や 改 修 行 為 、 ま た は 非 常 災 害 後 の 復 旧 工 事 は 、 事 前 に

届 出 す る 必 要 が な い 。 完 了 後 は 、 愛 知 県 教 育 委 員 会 に 報 告 す る こ と が 望 ま し い 。

（ ２ ） 維 持 の 措 置 （ 同 第 6 4 条 ）

　 登 録 有 形 文 化 財 建 造 物 の 維 持 を 目 的 と し た 行 為 で 、 形 状 を 変 更 す る 部 分 の 面 積 が 外 観 の 通

常 望 見 で き る 範 囲 の ４ 分 の １ 以 下 の 場 合 や 、 内 装 の み を 模 様 替 え す る 場 合 が 該 当 す る 。

　 ま た 、 雨 漏 り や 壁 の ひ び 割 れ と い っ た き 損 の 発 生 や 拡 大 を 防 止 す る た め の 工 事 も こ れ に 該

当 す る 。
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①離れ　立面図２
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②事務所　立面図２
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③旧事務所　立面図２
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北立面図
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④土蔵　現状平面図 ④土蔵　復原平面図
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④土蔵　立面図
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④土蔵　断面図
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⑤新小屋　現状平面図
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⑥前倉庫　現状平面図
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⑥前倉庫　復原平面図
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⑥前倉庫　立面図
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⑦中倉庫　現状平面図
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⑦中倉庫　復原平面図
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⑦中倉庫　立面図
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⑧奥倉庫　現状平面図
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⑧奥倉庫　復原平面図
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⑧奥倉庫　立面図
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⑨塀　現状平面図

⑨塀　復原平面図
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⑦中倉庫　保護方針図



　　　　　　                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻末資料２　保護方針図　

保
存

部
分

保
全

部
分

整
備

部
分

45

S=1/150
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）外観

【離れ】北東より

【離れ】南西より

桟瓦葺：基準１

濡縁痕跡有り。類例調査の後、復元整備

桟瓦葺：基準１

無双窓：基準１

開口部：木製建具に復元整備

洗出し：基準２黒漆喰塗：基準２

間知石積＋延石
白御影石：基準１ 主屋への渡廊下接続痕あり

桟瓦葺：基準１

無双窓：基準１

黒漆喰塗：基準２桟瓦葺：基準１

開口部：出窓痕あり。類例調査
後、復元整備

下見板張：基準１

※ 塀は別紙記載
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）外観

【離れ】雪隠　明治 44 年以前の増築か　北東より

桟瓦葺：基準１

腰板：基準１ 下地窓：基準１

土壁：基準２木格子：基準１

亜鉛鉄板葺は、檜皮葺に復
す等、活用方針に応じて取
り扱いを検討する
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土壁：基準２

畳：基準２

竿縁天井：基準１

旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】１階座敷　北西より

【離れ】１階八畳の間　北東より

透かし欄間：基準１

土壁：基準２

畳：基準２

竿縁天井：基準１

階段：基準１
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】１階次の間　北西より

【離れ】１階前室　北東より

土壁：基準２

畳：基準２

竿縁天井：基準１

ガラス戸：類例調査後、
復元整備を検討

土壁：基準２

畳：基準２

竿縁天井：基準１

透かし欄間：基準１
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】１階玄関　北東より

後補の合板は撤去

【離れ】１階玄関奥　南西より

大引天井：基準１

式台：基準１

黒漆喰塗：基準２ 嵌め殺し板戸：基準１

片面舞良戸：基準１

後補の合板・樹脂板は撤去

黒漆喰塗：基準２

一筋の建具痕あり。建具は欠失。

後補材の柱
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】１階南縁　東より

欄間：基準 1

竿縁天井：基準１

板張：基準１

障子：基準１

【離れ】１階西縁　南より

土壁：基準２

竿縁天井：基準１

板張：基準１

土壁：基準２

ガラス窓：基準１
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】１階北縁　東より 濡縁痕跡有り。類例調査の後、復元整備

【離れ】１階雪隠　南より

欄間：基準 1

化粧軒裏：基準１

板張：基準１

障子：基準１

土壁：基準２

板張：基準１

ガラス格子戸：基準１

障子：基準１

竿縁天井・かけ込み天井： 
基準１

土壁：基準２

竹腰壁：基準１

下地窓：基準１
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】２階座敷　東より

【離れ】２階次の間　北東より

竿縁天井：基準１

竿縁天井：基準１
後補のプリント合板は撤去

透かし欄間：基準１

土壁：基準２

畳：基準２

後補のプリント合板は撤去

透かし欄間：基準１

土壁：基準２

畳：基準２

床柱・床板・琵琶棚
：基準１
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】2 階茶室跡　南西より 天井欠失。廻縁痕跡あり。

畳：基準２

棚・床・花生釘の痕跡あり。

襖：基準１

土壁：基準２

【離れ】2 階前室　西より

土壁：基準２

畳：基準２

襖 ( 太鼓張り )：基準１

竿縁天井：基準１
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旧山繁商店　離れ（明治 22 年）内観

【離れ】２階倉庫　北より 濡縁痕跡有り。類例調査の後、復元整備

鼠漆喰塗：基準２

竿縁天井：基準１

板戸 ( 片面網代張り )：基準１

板張：基準１

無双窓：基準１( 外観 )

【離れ】２階北廊下　東より 【離れ】２階北廊下 水屋　北西より

化粧軒裏：基準１

土壁：基準２

開口部：木製建具に復元整備

板張：基準１

板張：基準１ 踊場手摺：基準１

土壁：基準２

竿縁天井：基準１

棚の痕跡あり。
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旧山繁商店　事務所（昭和 22 年）外観

【事務所】北麺　北より

【事務所】南面・東面　南東より

亜鉛鉄板瓦棒葺：基準３
平行軒亜鉛鉄板包：基準３

ガラス欄間：基準１

応接室開口部：基準１

ガラス欄間：基準１

下に桟瓦葺屋根あり。

亜鉛鉄板葺：基準２
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旧山繁商店　事務所（昭和 22 年）外観・内観

【事務所】応接室西面　西より 濡縁痕跡有り。類例調査の後、復元整備

（小屋組）：基準１

【事務所】小屋裏　北より

開口部：基準１

腰壁：基準２

壁：基準２

亜鉛鉄板葺：基準２
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旧山繁商店　事務所（昭和 22 年）内観

【事務所】事務室　北西より

【事務所】応接室　南東より

ビニールシート床：基準３

ガラス欄間：基準１

応接室窓：基準１応接室窓：基準１

プラスター壁の上に漆喰：基準２

絨毯下に板敷：基準２



　　　　　　                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻末資料３　保存管理計画　

65



       巻末資料３　保存管理計画　

66



　　　　　　                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻末資料３　保存管理計画　

67

旧山繁商店　旧事務所（大正 3 年）外観

【旧事務所】北西より

【旧事務所】南西より

桟瓦葺：基準１

黒漆喰塗：基準２

出窓：東・西面のアルミサッシ
は北面に合わせ、復元整備

西面開口部 ( 腰板ガラス戸 )：
基準 1( ガラス材要調査 )

出窓：基準１

間知石積＋延石
白御影石：基準１

間知石積＋延石
白御影石：基準１

平鉄板：基準３

リブ付平鉄板：基準３

黒漆喰塗：基準２

桟瓦葺：基準１

亜鉛鉄板葺：基準２
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旧山繁商店　旧事務所（大正 3 年）内観

【旧事務所】１階座敷　東より

【旧事務所】１階東縁側　南より 【旧事務所】１階事務所・前室　南西より

土壁：基準２

荒床 ( 畳欠失 )：基準２

竿縁天井：基準１

化粧軒裏：基準１

土壁：基準２

大引天井：基準１

鼠漆喰塗：基準２

荒床 ( 畳欠失 )：基準２

モルタル塗床：基準２

木枠ガラス窓：基準１

腰板：基準１
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旧山繁商店　旧事務所（大正 3 年）内観

【旧事務所】１階事務所　北より

（小屋組）：基準１

【旧事務所】小屋裏　北東より

大引天井：基準１

鼠漆喰塗：基準２

モルタル塗床：基準２

腰板：基準１板戸 無双窓付：基準１ 木枠ガラス窓：基準１
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旧山繁商店　土蔵（明治 36 年）外観

【土蔵】南より

【土蔵】東より

左塀は痕跡、旧状写真から復元整備 防火扉：基準１ なまこ壁：基準２
左右で紐の大きさが異なる

黒漆喰塗：基準２

影盛：基準１桟瓦葺：基準１

防火窓：基準１

蔵前全面を痕跡等より復元整備

藏前屋根桟瓦葺：
基準１

黒漆喰塗：基準２

鉢巻 黒漆喰塗：基準２

桟瓦葺：基準１

洗出し：基準２

梁間２間の付属屋根痕あり

庇 桟瓦葺：基準１

基礎  白御影石：基準１
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旧山繁商店　土蔵（明治 36 年）内観

【土蔵】１階内部　南西より

【土蔵】2 階内部　北西より

１階のみ付柱有り。

板壁：基準１

根太天井：基準１

格子戸：基準１

階段：基準１

板張：基準１

白漆喰塗：基準２

（小屋組）：基準１

格子戸：基準１

板張：基準１

ガラス戸：基準１
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旧山繁商店　新小屋（大正 3 年）外観

【新小屋】東面　北東より

【新小屋】西面・南面　南西より

濡縁痕跡有り。類例調査の後、復元整備

漆喰塗：基準２

桟瓦葺：基準１

間知石積：基準１

水路

軒裏  漆喰塗廻し：
基準２

開口部：類例調査し、
木製建具に復元整備

漆喰塗：基準２

桟瓦葺：基準１

間知石積：基準１

軒裏  漆喰塗廻し：
基準２

下見板張：基準１
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旧山繁商店　新小屋（大正 3 年）内観

【新小屋】１階　東より

【新小屋】２階　西より

柱に壁の痕跡有り。

鼠漆喰塗：基準２

（小屋組）：基準１

板張：基準１

ガラス窓：基準１

漆喰塗：基準２

根太天井：基準１

合板張床：基準３

現在の南側開口部：
壁の痕跡あり　基準３
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旧山繁商店　前倉庫（昭和前期）外観

【前倉庫】外観西面　南西より

【前倉庫】外観東面　南東より

波形亜鉛鉄板葺：
鉄板下に桟瓦葺

葺材は構造検討を要す

波形亜鉛鉄板葺差掛け屋根：
後の増築

活用方針に応じ、
取り扱いを検討する

土壁中塗仕上：基準２

木製ガラス窓：
基準 1　当初材を活かし

活用方針に応じて構造・仕様を検討

亜鉛鉄板張：基準３
下の土壁中塗仕上を出していく

波形亜鉛鉄板葺：
鉄板下に桟瓦葺

葺材は構造検討を要す

差掛け窓庇：
後補　活用方針に応じて

取り扱いを検討する
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旧山繁商店　前倉庫（昭和前期）内観

【前倉庫】内部西面　東より

【前倉庫】小屋裏　西より

（小屋組）：基準１

プリント合板天井：基準３

木製ガラス窓：
基準 1　当初材を活かし

活用方針に応じて構造・仕様を検討

合板張床：基準３

（小屋組）：基準１

プリント合板壁：基準３
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旧山繁商店　中倉庫（昭和 22 年）外観

【中倉庫】外観西面　西より

【中倉庫】外観東下屋　南より

桟瓦葺：基準１
葺材は構造検討を要す

波形亜鉛鉄板葺差掛け屋根：
後の増築

活用方針に応じ、
取り扱いを検討する

土壁中塗仕上：基準２

開口部・木製ガラス窓：
基準 1　当初材を活かし

活用方針に応じて構造・仕様を検討

横板張：基準１

桟瓦葺：基準１
葺材は構造検討を要す

水路
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旧山繁商店　中倉庫（昭和 22 年）外観・内観

【中倉庫】外部南面 ( 前倉庫との接続部 )　南東より

【中倉庫】内部東面　西より

濡縁痕跡有り。類例調査の後、復元整備

（小屋組）：基準１

土壁中塗仕上：基準２

波形亜鉛鉄板葺差掛け屋根：
後の増築

活用方針に応じ、
取り扱いを検討する

開口部・木製ガラス窓：
基準 1　当初材を活かし

活用方針に応じて構造・仕様を検討

合板張床：基準３

腰壁 鼠漆喰塗：基準２

土壁中塗仕上：基準２

合板張床：基準３
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旧山繁商店　奥倉庫（昭和 25 年）外観

【奥倉庫】外観　南西より

下屋は当初からか

波形亜鉛鉄板葺：
桟瓦葺の可能性もあり
葺材は構造検討を要す

波形ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ樹脂板採光窓：
材は構造検討を要す

波形亜鉛鉄板葺差掛け屋根：
後の増築

活用方針に応じ、
取り扱いを検討する

土壁中塗仕上：基準２

土壁中塗仕上：基準２

【奥倉庫】外観西面　西より

開口部　木製建具：
基準 1　当初材を活かし

活用方針に応じて構造・仕様を検討
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旧山繁商店　奥倉庫（昭和 25 年）内観

【奥倉庫】内部西面　東より

【奥倉庫】内部北面　南より

楣は後補材

（小屋組）：基準１
構造等の補強を必要とする

合板：基準３

コンクリートコテ押え：基準３

木製ガラス窓：
活用方針に応じて

取り扱いを検討する

合板：基準３

コンクリートコテ押え：基準３

土壁中塗仕上：基準２

（小屋組）：基準１
構造等の補強を必要とする



　　　　　　                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻末資料３　保存管理計画　

85



       巻末資料３　保存管理計画　

86

旧山繁商店　塀（明治中期）外観

【塀】外部外観　南より

【塀】内部外観　東より

左右２か所に表面扇形石材を嵌め込む

桟瓦葺：基準１

開口部：基準１

黒漆喰塗：基準２
間知石積＋延石

白御影石：基準１

壁板張：基準１

桟瓦葺：基準１

開口部：基準１

黒漆喰塗：基準２

杉皮網代張：基準１

化粧軒裏：基準１
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開 催 日 時 ： 平 成 2 9 年 3 月 5 日 （ 日 ） 午 前 9 時 3 0 分 ～ 正 午

会 　 場 　 ： 瀬 戸 蔵 4 回 第 4 会 議 室 ・ 旧 山 繁 商 店 現 地

テ ー マ 　 ：「 旧 山 繁 商 店 」 っ て 何 ？

　 　 　 　 　 　 … 現 地 の 見 学 を 通 じ て 旧 山 繁 商 店 の 建 物 群 を 知 り ま し ょ う

参 加 者 　 ： 1 8 名

内 容 ：

　 瀬 戸 市 中 心 市 街 地 に あ る 国 の 登 録 有 形 文 化 財 で あ る 「 旧 山 繁 商 店 」 を 保 存 し 、 活 用 し て い く

計 画 を 策 定 中 に 市 民 意 見 を 出 し 合 う た め の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し た 。

　 講 師 に 旧 山 繁 商 店 保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 会 副 委 員 長 の 延 藤 安 弘 氏 （ N P O 法 人 ま ち の 縁 側 育 み

隊 代 表 理 事 ） を お 招 き し 、 古 い 建 物 の 保 存 活 用 の ヒ ン ト を い た だ い た 。

　 参 加 者 は ま ず 、 旧 山 繁 商 店 に つ い て 知 る た め に 現 地 を 見 学 し 、 そ の 後 、 瀬 戸 蔵 に 戻 っ て か ら

４ ～ ５ 人 の 4 つ の グ ル ー プ ( A ～ D グ ル ー プ ) に 分 か れ 、 自 由 に 話 し 合 っ た 後 、 グ ル ー プ 発 表

を し た 。

　 第 ２ 回 ワ ー ク シ ョ ッ プ で の テ ー ブ ル ト ー ク 中 心 の よ り 具 体 的 な 活 用 に つ い て 話 し 合 う た め の

第 一 印 象 を 語 り 合 う 場 と な っ た 。

① 幻 燈 会 ～ M a g i c  L a n t e r n  P a r t y ～

　 講 師 の 延 藤 氏 に 、 イ タ リ ア の ボ ロ ー ニ ャ で 市 民 が 主 体 と な っ て 行 わ れ た 古 い 建 物 の 保 存 活 用

計 画 に つ い て 紹 介 し て い た だ い た 。 壁 に 映 し 出 さ れ た イ タ リ ア の 様 子 は 、 参 加 者 に 旧 山 繁 商 店

の 保 存 活 用 計 画 を 考 え る 上 で の 大 き な ヒ ン ト と な っ た 。

② 旧 山 繁 商 店 の 説 明 ・ 見 学

　 旧 山 繁 商 店 を 見 学 し た 。 文 化 課 の 職 員 が 旧 山 繁 商 店 の 歴 史 や 、 そ れ ぞ れ の 建 物 の 概 要 に つ い

て 説 明 し た 。

③ テ ー ブ ル ト ー ク

　 瀬 戸 蔵 に 戻 り 、４ ～ ５ 人 で 構 成 さ れ た A ～ D の 4 つ の グ ル ー プ で 話 し 合 っ た 。 実 際 に 現 地 を

見 学 し て 受 け た 印 象 や 、 今 後 の 保 存 活 用 に つ い て 自 由 に 話 し 合 い 、 模 造 紙 に ま と め た 。

④ 発 表

　 テ ー ブ ル ト ー ク で 話 し 合 っ た 内 容 を グ ル ー プ ご と に 発 表 し 、 共 有 し た 。

⑤ ま と め

　 テ ー ブ ル ト ー ク や 発 表 を も と に 、 延 藤 氏 が 今 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の ま と め を し た 。

　①　第１回ワークショップ
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（１）各ワークショップグループで発表された意見

A グループ　　「瀬戸の繁栄　近現代の再現」

印 象 ： 時 代 　 ・ 明 治 時 代 の 建 物 は 魅 力 あ り

・ 近 代 ( 明 治 大 正 昭 和 ) の 建 物 が 同 居 し て い る こ と が 面 白 い 。

古 い 　 ・ 老 朽 化 が は げ し い

・ 栄 え て い た 頃 の 表 情 と 枯 れ て し ま い そ う な 朽 ち た 部 分 に 、 生 命 が 復 活 す

れ ば 楽 し く な る 可 能 性 を 感 じ た 。

・ か な り 古 い か な ？

・ 手 を か け る の に ど れ だ け の 時 間 と お 金 が か か る の か ？

場 　 　 ・ と に か く 広 い

・ 敷 地 が 広 い

知 名 度 ・ 多 く の 方 が 知 っ て い る 。

・ 知 っ て い る 人 と 知 ら な い 人 の 温 度 差 が あ る 。

活 動 の 意 味 ・ 市 民 が 主 体 と な っ て や る に は か な り の 本 気 度 が 必 要

・ 使 い 方 の ア イ デ ア は 出 る が 、 管 理 ・ 運 営 の 仕 組 み が 大 切

・ ま ち づ く り の 前 に 何 を 残 す か 議 論 が 必 要

こ ん な 場 所 に な っ た ら い い ナ

交 流 　 ・ お 弁 当 を 持 っ て 集 え る 場 所 （ 芝 生 ス ペ ー ス ）

・ せ と 焼 と 抹 茶 の 楽 し め る 文 化 活 動 ( 茶 室 )

瀬 戸 ら し い も の P R 　 ・ 食 事 、 お 茶 の 提 供 、 せ と の 器 ・ せ と の 食 材 ・ せ と の 食 文 化

P R ハ ー ド の 利 用 ・ ノ ベ ル テ ィ ・ こ ど も 創 造 館 の よ う な や き も の の 流 通 が わ か る よ

う な 資 料 館

・ 博 物 館 的 、 ミ ュ ー ジ ア ム 的 な 建 造 物

陶 芸 　 ・ 陶 芸 に 関 す る 図 書 ス ペ ー ス

・ 作 陶 の 体 験 場 … 駅 か ら 歩 い て こ ら れ る

泊 る 所 ・ 外 部 の 人 が 泊 ま れ る ゲ ス ト ハ ウ ス

文 化 を 伝 え る 理 念 ・ 地 域 財 、 地 域 空 間 と し て 生 活 と 産 業 ・ 文 化 に 寄 り 添 う 場

・ 文 化 ・ 歴 史 を 現 代 ら し く 伝 え る （ オ シ ャ レ に デ ザ イ ン す る ）。

ハ ー ド の 整 備 ・ 車 を 止 め ら れ る 所 を 作 る

今 後 の 進 め 方 な ど

P R   　 ・ 若 い 方 に は 、 山 繁 の こ と は 知 ら れ て い な い の で 、 周 知 が 大 切

ハ ー ド ・ 耐 震 も 含 め 、 コ ス ト が か か る の で 、 寄 付 ・ 募 金 集 め が 必 要

ソ フ ト ・ 近 現 代 の 歴 史 の 整 理 が 必 要 ( 整 理 資 料 を 見 せ ら れ る よ う に )

意 見 を よ く 聞 く ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ を 年 7 回 程 開 催 し 、 W S の メ ン バ ー で 事 務 局 を 立
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ち 上 げ る 。

・ 細 か な 市 民 ニ ー ズ を す く い 上 げ る 仕 組 み づ く り の 構 築 が 必 要 。

・ 全 体 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー が ほ し い 。

全 体 を 通 し て ・ 地 域 の 方 も 楽 し め る ・ 他 地 域 の 方 も 楽 し め る 施 設 に 。

・ 山 繁 を 中 心 に 周 辺 も 楽 し む 。

　B グループ　　「瀬戸に人が集う “ 核 ” にする！」

印 象 ： 良 い 印 象

・ 木 造 と い う も の は い い も ん だ な あ ( 名古屋城にはかなわないかもしれないが )

・ 古 い も の の 良 さ を 感 じ る 。 落 ち 着 い た 感 じ 。

・ 明 治 、 大 正 、 昭 和 の 移 り 変 わ り を 実 際 に 目 で 見 ら れ る 。 す べ て 連 続 し て

残 っ て い る 。

・ 山 繁 の 商 売 の 全 体 像 が み え る よ う な も の が 残 っ て い る 。

・ 瀬 戸 の 焼 き 物 産 業 の 面 影 を 感 じ る 。 面 白 い 。

・ 商 品 も 残 っ て い て 、 そ れ も よ か っ た 。

・ か つ て の 瀬 戸 の 栄 華 を 偲 ば せ る 立 派 な 建 物 。

・ 古 く か ら の 街 路 を 登 っ て ど ん 詰 ま り。 坂 の 上 か ら 下 を 眺 め る … 素 敵 な

Locasion。

・ 明 る い

・ 広 い

・ こ ん な と こ ろ に こ ん な と こ ろ が あ っ た ん だ と い う 発 見 が あ っ た 。

・ 山 繁 、 知 ら な か っ た 。

・（ 文 化 財 と し て 扱 う な ら ば ） 価 値 が 一 見 わ か り に く い

・ 今 利 用 し て い な い の は 、 も っ た い な い 。

　 　 悪 い 印 象 ・ 汚 い 、 壊 れ す ぎ 、 朽 ち す ぎ 。

こ ん な 場 所 に な っ た ら い い ナ

集 い の 場 ・ 瀬 戸 を 感 じ な が ら ( ど こ に あ る か わ か ら な い ﾃ ｰ ﾏ ﾊ ﾟ ｰ ｸ 的 な も の で な く ) 市

民 が 憩 う 場 、 観 光 客 が 楽 し め る 場

・ い ろ ん な 人 が 集 っ て 、 さ な が ら 『 ド ン グ リ と 山 猫 』 の ド ン グ リ の 様 で 山

猫 が い な い 場 所 が い い 。

・ 老 人 た ち が 集 う だ け で な く 、 子 供 た ち に と っ て も 遊 べ る 場 所 に な れ ば い

い と 思 う 。

・ 瀬 戸 に 人 が 集 う 「 核 」 に す る 。

食 　 　 　 ・ 瀬 戸 の 上 質 な 器 で 、 お い し い 和 食 の 店 が ほ し い 。
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・ 離 れ の 2 階 は 、 天 井 が 低 い か ら 和 室 に し て お 茶 会 し た り 、 落 語 し た り 、

日 本 料 理 を 食 べ た り で き る と い い 。

宿 泊 　 　 ・ 旅 館 、 瀬 戸 の 美 味 し い も の が 食 べ ら れ る （ 離 れ ）。

・ 宮 様 が 泊 っ た こ と の あ る 宿 泊 施 設 と し て 売 り 出 す 。

広 い 空 間 の 活 用 ・ レ ン タ ル ス ペ ー ス と し て 貸 し 出 す ( お 金 を も う け る 手 段 も 考 え て い

か ね ば ) 、 例 ： お 茶 室 、 会 議 場 、 ﾊ ﾟ ｰ ﾃ ｨ 会 場

・ ホ ー ル が で き そ う 。 音 楽 ・ 芝 居 ・ 落 語 。 キ ャ パ が 小 さ く て お 互 い の 体 温

が 感 じ ら れ る よ う な 空 間 で …

・ 自 由 に 使 え る 場 ( 新 し い も の が 生 ま れ て く る ワ ク ワ ク し た 雰 囲 気 が 必 要 )

周 囲 の 施 設 ・ 街 路 と の 関 係

・ 無 風 庵 と の 繋 が り を 深 め る と 活 用 が 広 が る ？

・ 旧 街 道 を 復 活 さ せ 、 駅 か ら こ こ を 通 り 、 宮 前 に 出 る ポ イ ン ト に

・ ア プ ロ ー チ を 大 切 に し て 、 自 然 に 山 繁 に 導 か れ る よ う に し て は

今 後 の 進 め 方 な ど

市 民 参 加 ・ ど ん な 意 見 も 一 応 耳 を 傾 け る よ う な や り 方 が 必 要 。

・ 主 権 は 市 民 に あ る こ と を 、 行 政 と と も に 知 っ て い こ う 。

・ 市 民 が 中 心 。 市 民 が 主 体 に な る よ う な 施 設 に 。

・ 進 め 方 は 、 お 金 の 問 題 も あ る の で 、 市 と 市 民 が 共 同 ま た は 市 主 体 ？ 市 民

参 加 は ど う や る の か 。

・ 市 民 が 参 加 す る 中 で 、 未 来 の 市 民 社 会 を 作 る こ と 。 実 践 か ら 学 び へ

・ 時 間 は か か っ て も い い か ら 、 何 回 も 話 し 合 っ て 、 何 回 も 現 場 を 見 た い 。

・ 投 げ 出 す よ う な 「 民 営 化 」 で は な く 、 市 民 と 行 政 が 共 に か か わ る 「 市 民

営 化 」 に し て ほ し い 。

・ 運 営 主 体 を ど う す る か 。

周 知 　   ・ ま ず は 、 人 を 呼 び 込 む 方 法 を 考 え る 。

・「 旧 山 繁 商 店 」 が ど ん な と こ ろ な の か 、 は っ き り と 市 民 に し っ て も ら う こ

と が 重 要 。

・ 多 様 な 市 民 の た め に （ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ）

・ 子 ど も の こ と も 忘 れ な い で ほ し い 。

・ 掃 除 を す る 。

・ 延 藤 先 生 に は コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て こ れ か ら も ず っ と 関 っ て ほ し い 。

　C グループ　　「毎日開いている　集いの場」
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印 象 ： 全 体 に つ い て ・ 卸 問 屋 の 形 態 が 残 っ て い て 往 時 が 偲 ば れ る 。

・ ま と ま っ た 土 地 が 、 市 中 心 部 に 公 共 用 地 と し て 確 保 さ れ て い る の は と て

も 良 い 。

・ 敷 地 が 広 い 。 広 い 平 坦 地 。

・ 最 近 に な っ て 「 旧 山 繁 商 店 」 を 知 り 、 よ く こ ん な 昔 か ら の 状 態 で 残 っ て

い た の は 驚 き 。 思 っ た よ り 傷 ん で い な い の に 感 心 。

・ 何 年 も 経 っ て い る 広 す ぎ る ほ ど の 日 本 建 築 の 修 理 は 大 変 な こ と だ と 思 う 。

・ か な り 老 朽 化 が は げ し い 。

離 れ ・ 貴 重 な 数 寄 屋 建 物

・ ２ 階 か ら の 駅 方 向 へ の 景 色 が い い

・ 建 物 の 部 材 は い い も の を 使 っ て い る

・ 石 垣 の 扇 形 が お も し ろ い

新 小 屋 ・ 使 い や す そ う

・ ２ 階 の 空 間 が お も し ろ い が 、 床 が 不 安

倉 庫 ・ 奥 倉 庫 の 広 い 空 間 に 可 能 性 を 感 じ る

・ 洋 小 屋 の 仮 構 が お も し ろ い が 、 傷 み が 激 し い

旧 事 務 所 ・ 明 治 か ら の 表 玄 関 と し て い い 雰 囲 気

こ ん な 場 所 に な っ た ら い い ナ

全 体 に つ い て ・ 市 民 も 外 来 者 も 交 流 で き る 場

・ 一 人 で 住 ん で い る 人 の 集 ま り ( 幻 燈 会 の イ タ リ ア の 事 例 の よ う な 場 所 に な

れ る と よ い ) 。 一 人 暮 ら し の 人 が 気 軽 に 入 れ る 場 に

・ ち ょ っ と し た 人 数 が 集 ま れ る 場 所 が 瀬 戸 に ほ し い

・ 陶 の 路 の シ ン ボ ル （ 旧 事 務 所 側 を 入 口 に ）

・ 瀬 戸 の 産 業 を 活 か せ る 場

・ 瀬 戸 に 泊 る 所 が な い の で 宿 泊 施 設 が ほ し い

・ 若 い 人 、 マ マ 達 が 集 ま れ る よ う な 場 所 に

・ Ｃ Ａ Ｆ Ｅ 、 中 庭 で フ リ マ と か を 開 催

・ 喫 茶 ス ペ ー ス 、 毎 日 開 い て い る テ ラ ス

・ も っ と 皆 さ ん に 見 て い た だ け る チ ャ ン ス を

・ 規 模 と 市 民 ニ ー ズ に 合 っ た 図 書 館

離 れ ・ 蕎 麦 屋 、 喫 茶 、 お 茶 屋 ・ 茶 室 ( 気 軽 に 使 え る 場 に な っ て ほ し い )

・ 宴 会 場 、 飲 食 店

倉 庫 ・ 子 ど も の 学 習 の 場

・ 修 学 旅 行 の 生 徒 さ ん を 対 象 に 体 験 教 室 を 開 催
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・ コ ン サ ー ト や 落 語 な ど を す る 小 ホ ー ル に

新 小 屋 ・ 体 験 学 習 の 場 に

・ カ フ ェ

土 蔵 ・ プ ロ ポ ー シ ョ ン が よ い

・ 蔵 が 可 愛 く て シ ン ボ ル に な り そ う

今 後 の 進 め 方 な ど

全 体 に つ い て ・ 商 店 街 と の 連 携

・ 市 中 心 部 と の 関 わ り を 考 え 、 全 体 の 利 用 を ！

・ 南 側 に は 駐 車 場 が 広 く あ れ ば よ い

・ 母 屋 の 路 、 庭 の 整 備

・ 一 度 に 完 成 す る の で は な く 、 少 し づ つ 変 化 さ せ て い く

・ 今 回 の よ う に 市 民 参 加 で 進 め て も ら う と う れ し い

・ 持 続 可 能 に す る た め に 経 済 性 を 考 え る

　D グループ　　「外に学び、内から元気になる ! ! →住みたい街へ」今から海外に発信

印 象 ： 周 辺 と の つ な が り

・ 時 の 流 れ （ 明 治 、 大 正 、 昭 和 の 時 ） を 感 じ ら れ る 建 物 を 大 切 に し た い 。

建 物 の 魅 力

・ 離 れ （ 御 手 洗 い は と て も 良 い 造 り と 思 う 。 ち ゃ ん と 残 し て ほ し い 。）

・ 土 蔵 （ 蔵 を 残 し て ほ し い 。）

・ 新 小 屋 （ 蔵 造 り で 特 徴 的 ）

・ 倉 庫 群 （ 大 き い 倉 庫 な の で 、 い ろ ん な お 店 が 集 ま れ そ う 。 倉 庫 の 構 造 体

が か っ こ い い 。 現 在 合 板 で 覆 わ れ た と こ ろ も い い も の が 隠 れ て い そ う 。）

こ ん な 場 所 に な っ た ら い い ナ

全 体 に つ い て ・ 駅 か ら 歩 い て こ れ る 利 点 を 生 か し 、 途 中 の 街 路 も 整 備 し た い 。

離 れ 　 　 ・ ２ 階 か ら の 眺 め を 復 活 さ せ た い 。 昔 の 風 景 写 真 も 壁 に あ る と い い 。

今 後 の 進 め 方 な ど

・ 道 が 狭 い の で 今 後 ど う す る か 検 討 す べ き 。

・ 山 繁 だ け じ ゃ な く 、 周 囲 の 風 景 と の つ な が り を 大 事 に し た い 。

・ 陶 の 路 と の つ な が り を 考 え る 。

・ 瀬 戸 市 と そ の 周 辺 と つ な が る 地 域 交 流 で き る 場 ( か つ て の 交 流 の 場 も 含

む )

・ 地 形 は 壊 さ ず 、 今 の ま ま 残 し た い 。
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（２）各グループ発表後の延藤氏まとめ

　 各 グ ル ー プ か ら テ ー ブ ル ト ー ク の 内 容 の 発 表 が あ り 、 最 後 に 講 師 の 延 藤 氏 が 以 下 の よ う に ま

と め た 。

○ 今 後 に 向 け て の キ ー ワ ー ド

せ 　 狭 い 道 、 歩 く ア プ ロ ー チ を 活 か し つ つ 、 駐 車 場 整 備 の メ リ ハ リ も 。

と 　 と り わ け 、 木 造 の 魅 力 の 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 の 時 代 毎 の 価 値 継 承 。

ら 　 ラ ン ラ ン ！ ワ ク ワ ク ！ 多 世 代 も 海 外 の 人 も 集 え る 核 と な る 施 設 、 居 場 所 。

し 　 市 民 に 広 く こ の 場 所 の 価 値 が 分 か る よ う 、 周 知 と 、 周 り と つ な ぐ 活 動 。

く 　 く ち す ぎ て い る 空 間 を 構 造 的 ・ 機 能 的 ・ デ ザ イ ン 的 に し っ か り 再 生 し よ う 。

は 　 博 物 館 の 様 な 、 陶 器 文 化 ・ 流 通 の 仕 組 み ・ 体 験 型 で 伝 承 の 場 に 。

ぐ 　 グ ル メ ・ コ ン サ ー ト ・ ア ー ト ・ 商 い 等 、 各 棟 ・ 各 部 屋 の 良 さ を 活 か そ う 。

く 　 ク リ エ イ テ ィ ブ な 場 を 求 め て 来 る 海 外 フ ァ ン 等 の 宿 泊 の 場 に 。

も 　 も く も く と 働 け る 雇 用 の 場 と な り 、 地 域 経 済 の 循 環 の 場 に 。

う 　 内 か ら 元 気 に 、 外 に 開 き 、 意 味 あ る こ と を 実 現 で き る 対 話 と 協 働 。

以 上 、 頭 文 字 を 縦 に 読 む と 「 瀬 戸 ら し く 育 も う 」 と な っ て い る 。
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開 催 日 時 ： 平 成 2 9 年 3 月 1 2 日 （ 日 ） 午 前 9 時 3 0 分 ～ 正 午

会 　 場 　 ： 瀬 戸 市 文 化 セ ン タ ー 文 化 交 流 館 ２ 階 ２ ２ 会 議 室

テ ー マ 　 ： こ ん な 活 用 し た い な 「 旧 山 繁 商 店 」

　 　 　 　 　 … 旧 山 繁 商 店 の 建 物 群 の 活 用 の 可 能 性 を 考 え ま す

参 加 者 　 ： 1 2 名

内 容 ：

　 今 回 も 講 師 に 旧 山 繁 商 店 保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 で も あ る 延 藤 安 弘 氏 を お 招 き し 、 古 い 建 物 の

保 存 活 用 の ヒ ン ト を い た だ い た 。 参 加 者 は 前 回 の 内 容 を 踏 ま え 、 さ ら に 踏 み 込 ん だ 話 し 合 い を

し た 。

　 第 １ 回 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 参 加 者 は 旧 山 繁 商 店 を 見 学 し 、 そ の 後 見 学 し た 感 想 や 今 後 の 保 存

活 用 の 方 針 に つ い て 話 し 合 い 、 今 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 前 回 と は グ ル ー プ の メ ン バ ー を 変 更

し 、 ４ 人 ず つ ３ グ ル ー プ （ A ～ C グ ル ー プ ） に 分 か れ て 自 由 に 話 し 合 っ た 後 、 グ ル ー プ 発 表 を

し た 。

① 幻 燈 会 ～ M a g i c  L a n t e r n  P a r t y ～

　 講 師 の 延 藤 氏 に 、 前 回 の お さ ら い を し て い た だ き 、 さ ら に 、 名 古 屋 市 の 橦 木 館 や 高 知 県 赤 岡

町 で 市 民 が 主 体 と な っ て 行 わ れ た 古 い 建 物 の 保 存 活 用 計 画 に つ い て 紹 介 し て い た だ い た 。

② テ ー ブ ル ト ー ク

　 各 ４ 人 、 A ～ C の 3 グ ル ー プ で 話 し 合 っ た 。 旧 山 繁 商 店 の 建 物 ご と の 活 用 方 法 を 具 体 的 に 話

し 合 い 、 さ ら に そ れ ら を 誰 が 運 営 し て い く の か 自 由 に 話 し 合 っ た 。

③ 発 表

　 テ ー ブ ル ト ー ク で 話 し 合 っ た 内 容 を 模 造 紙 に ま と め 、 グ ル ー プ ご と に 発 表 し 、 共 有 し た 。

④ ま と め

　 テ ー ブ ル ト ー ク や 発 表 を も と に 、 延 藤 氏 が 今 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の ま と め を し た 。

　②　第２回ワークショップ
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（１）各ワークショップグループで発表された意見

A グ ル ー プ 　「 旧 山 繁 商 店 は 玉 手 箱 」

B グ ル ー プ 　「 未 来 へ 繋 ぐ  創 造 の 広 場 」

C グ ル ー プ 　「 人 が 繁 る 場 　 ～ 水 ・ 土 ・ 木 ・ 人 （ み ず と き ひ と ） ～ 」

①個別の建物についての活用案

全 　 体

B グループ

こ こ は 「 繋 ぐ 」 場 （ 人 と 人 、 空 間 と 空 間 、 ま ち 、 歴 史 ）

思 い 出 ・ 出 会 い の 場 に

人 が 動 い て 、 全 体 を 使 い こ な す （ 奥 倉 庫 の 使 い 方 が 肝 ）

未 完 成 の 場 ＝ 育 つ 場

C グループ

駅 か ら の 玄 関 　 道 が 廊 下 　 銭 湯 か 風 呂 　 ゲ ス ト ハ ウ ス 　 食 堂 や 商 店 街

陶 磁 器 問 屋 や 瀬 戸 窯 業 の 全 体 が わ か る 場 に （ ジ オ ラ マ は 嫌 だ ）

瀬 戸 周 辺 地 域 と の 交 流 の 場

駅 か ら ゆ っ く り 楽 し み な が ら 来 れ て 、 後 で 窯 垣 へ と い ざ な え る 場 に

食 べ 物 関 係 が 楽 し め る 場 に （ 瀬 戸 の 食 べ 物 が た べ ら れ る 場 に ）

外 部 と オ ー プ ン に 出 入 り で き る と よ い の で は ( 防 犯 も 大 事 だ )

ア ー テ ィ ス ト イ ン レ ジ デ ン ス の 招 待 作 家 に 山 繁 で 創 作 活 動 を し て も ら う

年 間 ス ケ ジ ュ ー ル を 多 様 に し て 、 様 々 な 季 節 に い ろ い ろ な こ と が 行 わ れ て

い る 場 に

月 １ 回 の 銀 座 通 り 商 店 街 の 「 ぎ ん ざ 縁 日 」 が あ る の で 活 用 し て も ら い た い

瀬 戸 街 道 や 様 々 な 街 道 と つ な ぐ

① 離 れ ・ ⑨ 塀

A グループ

玄 関 口 と し て 重 要 　 ト イ レ は 使 え る も の に

飲 食 店 ( 瀬 戸 の 器 で )

宿 泊 所 ・ 民 泊

茶 室

B グループ

宿 泊 施 設 ( 体 験 と セ ッ ト で )

語 り 合 い の 場 に

食 事 を 囲 む （ お 茶 会 ・ 宴 会 場 ）
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C グループ

「 迎 賓 館 」 き れ い に リ フ ォ ー ム さ れ た 姿 を み て み た い

瀬 戸 の 迎 賓 館 （ お 茶 の お も て な し 、 陶 磁 器・グ ラ ス・も の づ く り ギ ャ ラ リ ー

販 売 ブ ー ス )

宿 ( 瀬 戸 の こ と を 語 り 合 う 場 )

日 本 建 築 の 良 さ を 知 る 場 所 に （ お 茶 を 飲 め る よ う に  良 質 の 陶 磁 器 ・ 絵 な ど

と と も に ）

飲 食 店 （「 せ と め し 」 が 食 べ た い ）

１ F - 料 理 屋 ・ ２ F - C a f e と お 茶 会

② 事 務 所

A グループ

保 育 所

陶 芸 教 室

運 営 ス タ ッ フ の 休 憩 所 ・ 事 務 所

公 民 館

山 繁 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー

B グループ

総 合 案 内 ・ た ま り 場 （ 高 齢 者 の 方 が た ま り な が ら 受 付 ）

事 務 局 の 部 屋 ( レ ト ロ な 内 外 観 を そ の ま ま に )

C グループ

「 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 」

管 理 棟

瀬 戸 の 案 内 書 処 ( 「 市 の 小 さ な 窓 」 市 民 の 困 り ご と 受 付 ・ 観 光 案 内 ・ ネ ッ ト

で 建 築 を 案 内 )

③ 旧 事 務 所

A グループ

集 会 所 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ス ペ ー ス

喫 茶 室 ・ 飲 み 物 提 供 ( 瀬 戸 の 器 で )

B グループ

宿 泊 施 設

受 付 ・ 案 内 所

展 示 施 設 ・ 物 販

C グループ

C A F É 、 休 憩 で き る と こ ろ
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ド ミ ト リ ー （ 滞 在 型 の 創 造 活 動 を す る 人 の 宿 舎 ）

F M ラ ジ オ ・ ネ ッ ト 等 の 情 報 発 信 ス タ ジ オ

２ F は 資 料 館 に

季 節 ご と の イ ベ ン ト 展 示 ス ペ ー ス ( X ’ m a s 、 餅 つ き 、 ハ ロ ー ウ イ ン お 化 け 屋

敷 等 )

④ 土 蔵

A グループ

こ の ま ま の 形 で

バ ル ・ 飲 み 屋 、 B A R  瀬 戸 の 器 で

ギ ャ ラ リ ー

B グループ

広 場 と と も に 「 落 ち 着 い た 空 間 に 」

C グループ

「 大 人 の 集 え る 場 」

B A R 、 C A F E

レ ス ト ラ ン ( 食 材 は 瀬 戸 の 農 家 か ら 、 料 理 人 は 人 気 カ フ ェ が プ ロ デ ュ ー ス )

⑤ 新 小 屋

A グループ

教 室 ( 英 会 話 ・ 着 付 け … )

歴 史 博 物 館

お 土 産 屋 ・ 瀬 戸 の 器

作 陶 イ ベ ン ト ス ペ ー ス

ギ ャ ラ リ ー

小 分 割 し て 小 部 屋 か ら な る 宿 泊 施 設 に

3 ・ 4 室 の 小 会 議 室

B グループ

「 オ シ ャ レ で 梁 が き れ い な 大 人 の 空 間 」

カ フ ェ 、レ ス ト ラ ン 、パ ー テ ィ 会 場 ( ２ F は お し ゃ れ（ 静 ）、１ F は 気 軽（ 動 ）)

飲 食 提 供 、 の れ ん 街

工 房 、 体 験 施 設

C グループ

「 職 人 小 屋 」

技 術 の 伝 承 の 場 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ ス ペ ー ス

陶 芸 体 験 ( 土 、 絵 の 具 、 轆 轤 、 ノ ベ ル テ ィ づ く り 、 い こ み 体 験 )
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2 F は 天 井 が 低 い の で 畳 敷 き の 大 部 屋 と す る

明 治 大 正 昭 和 の 瀬 戸 の 暮 ら し が わ か る よ う に し た い （ お 年 寄 り の 方 が な つ

か し く 思 う 場 所 へ ）

⑥ 前 倉 庫 ・ ⑦ 中 倉 庫 ・ ⑧ 奥 倉 庫

A グループ

陶 磁 器 の 歴 史 が 学 べ る ス ポ ッ ト

お 土 産 屋 ・ 食 べ 物 屋 ・ 陶 器 販 売 所

道 の 駅

コ ン サ ー ト 会 場 ・ 多 用 途 の 屋 内 イ ベ ン ト 会 場

⑥ 前 倉 庫 は 子 育 て 中 の 母 子 が 集 え る 場 に 。 本 の 読 み 聞 か せ 会 場

⑧ 奥倉庫は高齢者や子供たちが気軽に食事ができる場所。人と人とがふれ合

える場所。

B グループ

「 活 用 の 核 」

⑥ ⑦ は 、 も の づ く り 発 信 、 ギ ャ ラ リ ー 、 工 房 、 ア ー ト 体 験

⑧ は 、 コ ン サ ー ト ホ ー ル （ め っ た に な い 広 い 空 間 を 活 か す ）

C グループ

「 イ ベ ン ト ホ ー ル 」

B A R 、 バ ー ル

⑥ ・ ⑦ ・ ⑤ １ F は 歴 史 的 展 示 ・ 売 店

V R が 体 験 で き る 場 所 に

作 家 が 発 表 で き る 場 所

市 場 　 フ リ ー ス ペ ー ス （ イ ベ ン ト ）

⑦ せ と も の 祭 や 陶 祖 祭 の イ ベ ン ト 会 場

⑦ 音 楽 会 場 、 瀬 戸 の 昔 の 風 景 映 画 上 映 会 場

⑧ 縁 日 の イ ベ ン ト 会 場

⑧ 舞 台 や 音 楽 堂 、 集 合 場 、 レ ス ト ラ ン

⑧ 多 目 的 ホ ー ル ( 芝 居 ・ コ ン サ ー ト ・ パ フ ォ ー マ ン ス ・ 外 国 の 映 画 )

⑧ ラ イ ブ 空 間

⑧ フ ー ド コ ー ト ( 瀬 戸 以 外 で は あ ま り 食 べ ら れ な い も の ( ｾ ﾄ ﾌ ﾞ ﾀ 、 新 鮮 野 菜

な ど ) )

⑧ 奥倉庫は、非日常のイベントと日常使いのフレキシブルな空間活用ができ

るといい

⑩ 主 屋 跡 （ 広 場 ）
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A グループ

駐 車 場

屋 外 イ ベ ン ト ・ コ ン サ ー ト 会 場

マ ル シ ェ ( 瀬 戸 近 辺 や 他 の 産 地 で と れ た 農 産 物 が 買 え る )

B グループ

「 落 ち 着 い た 空 間 に 」「 ぶ ら り 立 ち 寄 れ る 空 間 ・ 散 歩 で き る 空 間 に 」

木 を 植 え て 公 園 、 将 来 は 森 に

子 ど も 遊 び

南 北 に 通 り 抜 け が で き る 空 間 に （ 散 歩 道 ）

親 子 で 遊 べ る 場 所 、 子 ど も の 遊 び 場

マ ル シ ェ

C グループ

温 泉

使 い 方 フ リ ー の 場 所 （ 例 え ば 、 お 昼 の ピ ク ニ ッ ク な ど ）

屋 外 ス テ ー ジ ・ 舞 台

テ ラ ス 、 O P E N  C A F É ( 時 に コ ン サ ー ト や パ フ ォ ー マ ン ス が で き る )

芝 生 広 場 と し て 使 え る よ う に

南 側 「 シ タ ノ コ ヤ 」 跡

A グループ

公 園 ・ 庭 園

駐 車 場

B グループ

駐 車 場

C グループ

「 緑 の 広 場 」

四 季 ご と の 花 木 や 花 が み ら れ る 場

緑 の 憩 い の 場

②「誰」がするのか

A グループ　

建 物 全 体 で 同 一 団 体 に よ る 運 営 で な く 、 そ れ ぞ れ 分 割 し た 運 営 が よ い の で は

市 と ボ ラ ン テ ィ ア が そ れ ぞ れ 役 割 分 担 し 運 営 し て い く べ き

市 民 の 様 々 な 団 体 に よ る 運 営

飲 食 等 収 益 事 業 は 企 業 ・ テ ナ ン ト 、
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全 体 管 理 ・ イ ベ ン ト ス ペ ー ス は N P O に よ る 指 定 管 理

行 政 ・ 市 民 ( ボ ラ ン テ ィ ア ) ・ N P O ・ 民 間 企 業 に よ る

B グループ　

建 物 全 体 で 同 一 団 体 に よ る 運 営 で な く 、 そ れ ぞ れ 分 割 し た 運 営 が よ い の で は

C グループ　

若 い 人 （ 瀬 戸 で 学 び な が ら 働 く 場 と し て ）

海 外 と つ な が り を も つ 情 報 発 信 で き る 団 体

名 古 屋 の 観 光 ツ ア ー 事 業 者 （ 西 ア サ ヒ 、 大 ナ ゴ ヤ ツ ア ー ズ ）

第 ３ セ ク タ ー を 立 ち 上 げ る ( 例 え ば 、 パ ル テ ィ の 「 せ と ま ち づ く り ㈱ 」、 シ ル バ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 人 材 セ ン タ ー な ど )

文 化 的 な も の … 文 化 課 、 交 流 的 な も の … 交 流 学 び 課

市 民 の 中 で や り た い 人 ( 遠 く か ら の 人 で も い い )

大 き な 資 本 （ チ ェ ー ン 店 で な い ( コ ン ビ ニ 入 れ る の は 避 け た い ) ）

陶 芸 体 験 は 、 作 陶 家 ・ 職 人 有 志 、 陶 磁 器 や ガ ラ ス 作 品 に 携 わ っ て き た 高 齢 者

ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 作 る

舞 台 や 音 楽 堂 は 、 N P O ・ 市 民 団 体 ら で

ア ー ト 活 動 を し て い る 団 体

地 元 の 物 の 販 売 は 各 組 合 に 参 加 し て も ら う

③今後の進め方と全体計画について

A グループ　

企 画 運 営 に つ い て

　 若 者 （ 学 生 ・ こ ど も ） の 意 見 を 取 り 入 れ る

　 瀬 戸 ら し さ を 表 現 す る た め に 、多 種 多 様 な 方 に 参 加 し て も ら う ( 学 生・ツ ク リ テ )

　 作 家 さ ん に 保 存 活 用 の 企 画 段 階 か ら 参 加 し て も ら い 山 繁 を デ ザ イ ン す る

　 保 存 活 用 の 取 り 組 み に つ い て P R ( チ ラ シ 、 H P 、 S N S 、 口 コ ミ )

　 W S 参 加 者 各 人 が 次 回 に 数 人 連 れ て く る

　 ど の 様 な 場 に す べ き か

　 食 器 と 食 生 活 が 結 び つ く 場 に

　 瀬 戸 の 作 家 の 発 信 の 場 に す べ き 。

　 　 陶 芸 協 会 等 の 窯 業 関 係 の 団 体 に 会 員 の 参 加 を 促 す よ う 働 き か け る

B グループ

課 題

　 宿 泊 機 能 は 、 ま ち ま る ご と で 補 う ！ （ 風 呂 ・ 民 泊 ）

　 全 体 の ア プ ロ ー チ ・ 入 口 は ど こ に す る の か
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（２）各グループ発表後の延藤氏まとめ

　 各 グ ル ー プ か ら テ ー ブ ル ト ー ク の 内 容 の 発 表 が あ り 、 最 後 に 講 師 の 延 藤 氏 が 以 下 の よ う に ま

と め た 。

○ 今 後 に 向 け て の キ ー ワ ー ド

こ ん 困 難 な ト ラ ブ ル を エ ネ ル ギ ー に ！ 未 完 成 が

　 　 い い ！ 人 が 育 つ ！ 人 が 繁 る 未 来 へ 繋 ぐ 創 造 の 広 場 ！

な 　 ナ イ ト ラ イ ト が 美 し い ！ 2 4 時 間 営 業 ！ ス タ ッ フ ・ ア プ ロ ー チ ・ 情 報 発 信 ・ マ ネ ジ メ ン ト

い 　 色 々 な 主 体 （ 行 政 ・ 市 民 ・ N P O ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス 等 ） の 役 割 分 担 と 実 践 研 究

ば 　 場 の 力 を 発 揮 さ せ る た め 、 奥 倉 庫 は フ レ キ シ ブ ル に ！

　 　 　 　 　 ― コ ン サ ー ト ・ 大 パ ー テ ィ ・ 修 学 旅 行 の 子 ど も た ち …

し ょ 瀟 洒 な 美 し さ に 富 む 離 れ は 迎 賓 館 ・ ア ー テ ィ ス ト イ ン レ ジ デ ン ス ・ 茶 室 に ！

　 　 　 　 　 ― ト イ レ の 美 し さ を 活 か そ う

に 　 二 階 の 階 高 低 い 新 小 屋 は 畳 敷 き 。 一 階 は 居 場 所 等 、 空 間 特 性 を ！

し 　 四 季 折 々 の イ ベ ン ト 、 銀 座 通 り 商 店 街 、 陶 の 路 等 の 繋 が り で 、 日 常 ・ 非 日 常 の

      ま ち の 元 気 を 育 て る 循 環 の 拠 点 と し て 。

た 　 食 べ 物 と 陶 器 の 体 験 が で き る ！ 瀬 戸 メ シ ！ 瀬 戸 の 作 家 （ 陶 器 ・ 家 具 ）

　 　 　 　 　 ― 開 放 的 な 空 間 を 活 か す ！ ！

い 　 以 前 の 暮 ら し 方 営 み 方 が 「 生 で 」 o r 「 バ ー チ ャ ル 」 で 体 験 で き る 仕 掛 け を ！

　 　 　 　 　 ― 子 ど も 達 の 学 び の 場 （ 次 世 代 へ の 地 域 価 値 の つ な ぎ ）

な 　 南 北 に 抜 け る 道 。 囲 ま れ た 空 間 配 置 を 活 か し 、 東 西 ど ち ら に 顔 を 作 る か ？

以 上 、 頭 文 字 を 縦 に 読 む と 「 こ ん な 居 場 所 に し た い な 」 と な っ て い る 。
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       巻末資料 5　意見交換会　

開 催 日 時 ： 平 成 3 0 年 １ 月 ７ 日 （ 日 ） 午 後 2 時 ～ ４ 時 1 5 分

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 意 見 交 換 会 ： 午 後 3 時 4 0 分 ～ ４ 時 1 5 分 ）

会 　 場 　 ： 瀬 戸 市 文 化 セ ン タ ー 文 化 交 流 館 2 2 会 議 室

テ ー マ 　 ： 意 見 交 換 会 「 旧 山 繁 商 店 の 何 を 守 り 、 ど う 活 か す か 」

参 加 者 　 ： 2 5 名

内 容 ：

　 文 化 財 調 査 報 告 会 で は 、 文 化 課 佐 野 元 が 「 山 繁 商 店 と 瀬 戸 の 陶 磁 器 流 通 」 と 題 し 、 山 繁 商 店

が 営 ま れ た 歴 史 的 背 景 で あ る 瀬 戸 近 世 ・ 近 代 の 陶 磁 器 流 通 を 概 観 し た 。 講 師 と し て 旧 山 繁 商 店

保 存 活 用 計 画 策 定 委 員 会 委 員 長 の 溝 口 正 人 氏 （ 名 古 屋 市 立 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 科 教 授 ） を お 招

き し 、「 旧 山 繁 商 店 建 造 物 群 の 文 化 的 価 値 と 保 存 活 用 の 課 題 － 何 を 残 し 、ど の よ う に 伝 え る か － 」

と 題 し 、登 録 有 形 文 化 財 建 造 物 と し て 何 が 価 値 付 け ( 評 価 ) さ れ る の か 、使 い 続 け る た め の 方 策・

残 し 伝 え る べ き も の を 決 め 、 価 値 の 「 み え る 化 」 に ど う 取 り 組 む の か に つ い て 、 他 の 事 例 等 を

紹 介 し な が ら ご 講 演 い た だ い た 。

　 報 告 会 に 引 き 続 き 、 参 加 者 に よ る 意 見 交 換 会 を 行 っ た 。 会 場 か ら の 意 見 ・ 発 言 及 び 講 師 等 の

応 答 等 は 、 以 下 の 通 り 。

○ 瀬 戸 市 内 に は 、 戦 争 の 遺 跡 と か 地 下 軍 需 工 場 を 造 っ た 跡 が あ る が 、 そ う い っ た も の は 文 化 財

な ど と し て の 価 値 が あ る か 。

→ 溝 口 氏 ： 一 般 論 と し て 、 戦 争 に 関 す る 遺 跡 と い う の は 、 戦 前 の あ る 種 痛 み を と も な う も の と

し て 、 避 け て き た と い う と こ ろ が あ る と 思 う 。 し か し 、 そ の 時 代 に な ぜ そ う い う も の が 造 ら

れ た の か と い う 歴 史 の 証 人 で あ り 、 今 後 改 め て 文 化 財 と し て 見 つ め て い か な い と 、 そ の 時 代

の 歴 史 が 抹 消 さ れ る こ と に な る と 思 う 。 今 後 は 確 実 に 文 化 財 と し て 後 世 に 伝 え る と い う こ と

が 重 要 だ ろ う と 思 う 。

→ 服 部  郁 ( 司 会 ( 以 下 同 ) ) ： 山 繁 商 店 も 戦 後 は 瀬 戸 の 復 興 の 証 し と し て 、 大 き な 倉 庫 が 造 ら れ

続 け た と い う 歴 史 も あ る の で 、そ う い っ た 意 味 で も 山 繁 商 店 の 価 値 化 と い う も の を 考 え る き っ

か け に な る の で は な い か と 思 う 。

○ 旧 山 繁 商 店 の 改 修 工 事 と い う の は 何 か 年 く ら い の 計 画 で 行 う の か 。 ど の 部 分 か ら 始 め ら れ る

の か 。 修 理 し て 公 開 し て い く 順 序 は 。

→ 佐 野 ： 担 当 課 で は 単 年 度 で な く 数 年 か け て 行 う 計 画 を 建 て て い る 。 登 録 文 化 財 が 9 件 あ る の

で 、 各 棟 の 工 事 に 1 年 ず つ か け た と し て も 9 年 か か る 計 算 に な る が 、 実 際 は 複 数 棟 設 計 ・ 施

工 を 併 行 し な が ら 実 施 し て い く の で そ こ ま で か か ら な い と 考 え ら れ る 。

→ 服 部 ： 全 体 の 修 理 が 終 わ る ま で 時 間 は か か る と 思 う が 、 修 理 し て 公 開 で き る と こ ろ か ら 公 開

し て い く と 思 う 。 と り あ え ず 使 っ て み よ う と い う と こ ろ も 必 ず あ る と 思 う の で 、そ の 都 度 使 っ

て い け る よ う な 形 の 計 画 を 立 て て い こ う と 思 う 。

○ 使 う 目 的 が 決 ま っ て か ら 修 理 ・ 保 存 す る の か 、 そ れ と も 外 観 的 に 最 低 限 補 修 し た 上 で こ れ か

ら 使 う 目 的 に 合 わ せ て 手 を 入 れ て い く の か 。

→ 佐 野 ： 時 間 が 少 し か か る か も し れ な い が 、 安 全 で 公 開 で き る 建 物 を 少 し ず つ 着 実 に 増 や し て

い っ て 、人 が 入 れ る も の か ら 活 用 し て い く こ と が 一 番 現 実 的 か と 思 う 。ま た 、用 途 に つ い て は 、

建 物 が ９ 棟 あ る が 、 皆 同 じ よ う な 建 物 が あ る わ け で は な く 、 一 番 古 い 「 離 れ 」 や 「 旧 事 務 所 」

　旧山繁商店文化財調査報告・意見交換会
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と い っ た 活 用 の 用 途 が 限 定 さ れ る 建 物 と 、 中 の 空 間 が 広 く 自 由 度 が 高 い 倉 庫 群 と で は 用 途 や

活 用 の 手 法 が 異 な る 。

→ 溝 口 氏：委 員 会 で は「 こ う い う ス ペ ー ス だ か ら 自 由 度 を 上 げ て い ろ い ろ と 考 え よ う 」と か 、「 こ

こ は お 座 敷 だ か ら ち ゃ ん と そ の 魅 力 が ス ッ ピ ン で わ か る よ う に し よ う 」 と か い う と こ ろ ま で

今 年 度 計 画 に 示 し て い く 。 そ こ で 、 今 後 も い ろ い ろ な 知 恵 を 集 め て 、 具 体 案 を 揉 ん で い か な

い と い け な い と 思 う 。

→ 服 部 ： 旧 山 繁 商 店 は 、 深 川 連 区 ・ 道 泉 連 区 で 「 陶 の 路 」 整 備 が な さ れ 、 そ の ２ つ の 地 区 を 繋

ぐ 位 置 に あ る と い う こ と で 、 観 光 的 に ポ テ ン シ ャ ル が 高 く 、 市 街 地 の 中 で こ れ だ け の 建 物 が

集 中 し て い る と い う 点 で も 、 よ り 多 く の 人 た ち に 使 っ て い た だ く 空 間 と し て ポ テ ン シ ャ ル が

高 い 。 少 子 化 が 進 む 中 で 、 文 化 財 的 な 価 値 を 残 し な が ら 今 あ る も の を 活 用 し て い く と い う 方

向 性 は 、 よ り 合 理 的 な 設 備 投 資 の 方 向 と 思 わ れ る 。 委 員 会 副 委 員 長 で あ る 延 藤 安 弘 氏 よ り 、

こ の 旧 山 繁 商 店 は 観 光 客 に 対 し て も 地 元 の 人 に と っ て も 心 地 よ い 居 場 所 に な る と こ ろ で あ る

べ き で 、そ の 「居 場 所 に な る 」と い う こ と を キ ー ワ ー ド と し て 、旧 山 繁 商 店 の 使 い 方 を 考 え て

い っ て は 、 と い う ご 意 見 も い た だ い て い る 。 こ の ２ つ の 視 点 で ご 意 見 を い た だ け れ ば と 思 う 。

○ 今 の 建 物 に つ い て 、 老 朽 化 し て お り 耐 震 も 含 め て 最 低 限 の 補 修 を 行 う 保 存 措 置 を 市 が ま ず お

金 を 使 っ て や る べ き 。 そ の 次 に 、 地 域 の 人 や 、 周 り の 文 化 人 と 一 緒 に な っ て そ の 使 い 方 を 考

え る こ と が 重 要 だ 。 こ こ の 場 合 は 道 泉 地 域 と 深 川 地 域 と に 接 す る 街 な か な の で 、 歴 史 的 文 化

的 価 値 の あ る 建 物 と 連 携 し て ど う い っ た 街 に し て い く か と い う ま ち づ く り と 合 わ せ た 計 画 を

作 る べ き で 、 後 を 如 何 す る か と い う こ と を 考 え な い で た だ 残 す だ け で は 文 化 財 を 永 く 守 っ て

い く こ と も ま ま な ら な い ん で は な い か 。

→ 溝 口 氏 ： 高 山 や 、 京 都 の 産 寧 坂 と か 、 そ う い う と こ ろ に は 旧 山 繁 商 店 の 活 用 の モ デ ル は な い

だ ろ う 。 単 純 に 商 業 の コ ン サ ル さ ん に 入 っ て も ら っ て 、 モ デ ル を 当 て は め て で は な か な か う

ま く い か な い 。 そ の 土 地 土 地 で 支 え て い る 社 会 で あ る と か コ ミ ュ ニ テ ィ で あ る と か が あ り 、

ど う い う 形 が い い の か と い う こ と は 個 別 に 議 論 し て い く べ き 。 如 何 に 行 政 と 市 民 が 協 働 し な

が ら 、 支 え 続 け て い け る よ う な 中 身 と は 何 な の か と い う こ と に つ い て 、 是 非 今 回 の よ う な 議

論 を 何 回 も 重 ね て い っ て ほ し い 。 瀬 戸 市 民 に 愛 さ れ て 使 わ れ て い て く れ れ ば 、 使 わ れ 方 そ の

も の は 窯 業 に 直 接 関 係 な く て も い い と 思 う 。 た だ 、「 こ の 建 物 さ あ 、 か つ て は こ う い う 建 物

だ っ た ん だ っ て 」「 へ え ー 」「 だ か ら あ の 辺 こ ん な ふ う に な っ て る ん だ 」 と い う こ と が 、 日 常

会 話 に 出 る と い う こ と が あ っ て し か る べ き だ と 思 う 。 た だ 、 そ こ で 行 わ れ て い る 営 み と い う

も の は 、 何 も 窯 業 に 直 接 関 係 し て い る 必 要 は な く 、 瀬 戸 の 市 民 ・ 周 り の 住 民 を 含 め て 、「 あ そ

こ が あ る か ら 何 か い い よ ね 」 と い う よ う な 施 設 に な っ て い っ て ほ し い と 思 う 。 旧 山 繁 商 店 の

規 模 で の 大 き さ を 念 頭 に 、 採 算 性 を 含 め て か な り 真 剣 に プ ロ ジ ェ ク ト と し て 考 え て い か な い

と 、維 持 で き な い 。 い ろ い ろ と 余 所 で 見 て き た 良 い 点 悪 い 点 を 市 の 方 に 集 め て 知 恵 を 出 し 合 っ

て い た だ き た い 。

○ 瀬 戸 に 住 ん で い て 、 万 博 を 機 に 瀬 戸 が ど ん ど ん 変 わ っ て き た と 感 じ て い る 。 道 も 広 く な り 良

く な っ た と こ ろ も あ る が 、 不 自 由 に な っ た 点 も あ る 。 瀬 戸 の 陶 磁 器 産 業 な ど を 感 じ さ せ る も

の が ど ん ど ん と 失 く な っ て い く 世 の 中 で 、 山 繁 さ ん の よ う な 瀬 戸 の 財 産 を 残 し て い っ て い た

だ け る こ と は 、 あ り が た い こ と だ と 思 っ て い る 。 街 の 良 さ が 壊 さ れ て い か な い よ う な ま ち づ

く り を し て ほ し い 。
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